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１


二人零れい和わ有限確定完全情報ゲームとは、偶然に左右されず、双方のプレーヤーが最善手さいぜんしゅを選択すれば必ず先手必勝か後手必勝か引き分けかが決まるゲームのことで、囲碁いご、連珠れんじゅ、チェス、オセロ、そして将棋等が含まれるとされる。












２


将棋は、完全なゲームではない。
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『神童』という言葉がある。

　神様に愛された子供。

　人並み外れた才能を得て生まれ落ちた子供。

　ものごころつく前から大人よりも強く、賢く、巧みな存在。このまま成長すればどんな人間も追いつけなくなると期待せざるをえない存在。




　だが、ほとんどの神童は──成長するにつれてただの『人』になる。




　その原因は様々さまざまだ。

　成長スピードが人よりも早いだけだった。才能に溺おぼれて努力を怠おこたった。大たい器き晩成ばんせい型がたの天才に追いつかれた。家庭を持つことで普通の『大人』になった──

　また、どんな天才であろうと、肉体を持った人間である限り、老いと共にその能力は低下し……いずれは新たな才能に取って代わられる。

　三十年前。

　将棋の世界にも一人の神童が現れた。

　その少年は七歳で将棋を覚え、十一歳で小学生名人となった。

　十二歳で奨励会に入り、十五歳で史上三人目の中学生棋士となった。

　十九歳で初めてのタイトルを獲得し、二五歳で七つのタイトル全てを同時戴冠した。

　そして今。

　四十代半ばに差しかかった神童は、タイトル獲得通算百期という前人未踏の大記録を打ち立てようとしている。




　老いることを知らず。

　弛たゆむこともせず。

　誰よりも早く、誰も見たことのない頂に立った神童は、誰よりも多くの経験を蓄積し、その経験値を力に変えて、常に最強で在り続けていた。

　神童のほとんどは、成長すればただの人になる。

　では。

　人に戻らなかった神の童わらべは……何になるのか？








　神童は────『神』となるのだ。
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「……ししょー…………」



　耳元で小さな声が聞こえた。

　羽毛で耳元をくすぐられるような、水晶でできた鈴を転がすような、くすぐったくも心地よい声……このままいつまでも聞いていたい……。


「ししょー……起きてますか？」



　くいくいと毛布を引っ張られ、俺おれは目を開けた。

　引っ張られた方を見ると……小さな弟子が心細そうにこっちを覗のぞき込んでいる。

「……ん？　どした？」

「ごめんなさい。おやすみでしたか？」

「ちょっとウトウトしてただけだよ」

　広々としたシートの中で『ん～！』っと伸びをして、窓の外に目をやる。

　漆黒の闇。窓には自分の顔が反射していた。目的地はまだ先のようだ。

　グラスを持った弟子が再び声を掛けてきた。

「師匠。冷たいお水です」

「お、サンキューな」

「ゆぁーうぇるかむ！」

　憶えたての英語で返事をする弟子の頭を撫なでてやる。『もきゅ～♡』と嬉うれしそうな鳴き声で応えてきた。

　飛行機の中でもかいがいしく世話を焼いてくれる弟子かわゆす。

「……ふぅ。機内ってけっこう乾燥してるな……」

　冷たい水で喉を潤す。飲み始めると止まらない。

　俺達は竜王戦第一局が行われる対局場へと移動するため、国際線のビジネスクラスに搭乗していた。

　飛行機や新幹線で移動する場合、対局者と立会人だけはビジネスクラスやグリーン車で、その他の関係者は普通の席ということが多い。

　だが九時間もの移動を一人で過ごすのは寂しいし、ぶっちゃけ暇を持て余す。

　そのため今回、主催者側の配慮で俺の隣には内弟子を乗せてもらっていた。自宅と同じくらいくつろげるように、と。

　決して俺がロリコンだからＪＳを優遇したわけではない。

　少し離れた場所には挑戦者である名人も座ってるはずだ。対局者同士が顔を合わせて気まずい思いをしないように敢あえて席は離れている。

　空になったグラスをあいに渡しつつ、俺は尋ねた。

「んで？　何かあったのか？」

「あの……どれだけ考えても、わからないことがあるんですけど……」

「何だぁ？　算数の問題とかなら俺じゃなくて観戦記者の鵠さんに聞いてくれよ？　あの人、現役の女子大生なんだし」

　中卒で、おまけに義務教育期間はほとんど将棋ばっかやってた俺にとっては小学四年生の宿題すら荷が重かったりする。

　最近の棋士は高校出るのが普通だし、大学に行く人も多いので、俺みたいなのは珍しいかもしれない。

　ちなみにそんな俺の夏休みの自由研究は『一手損角換わり腰掛け銀研究』で、学校の先生からは「ちょっとわからないです」と言われたが将棋界からは大絶賛された。

　とまあ、そんなことは置いといて。

「これなんですけど……」

　そう言ってあいがおずおずと差し出してきたのは、一冊の本だった。

「これは……今回の竜王戦の特集本だな。『将棋世界』が別冊で出したやつか」

　普段のタイトル戦ではこんなの出ないんだが、今回は注目度が桁違いなので緊急出版された大判のムック本だ。竜王戦の本のはずなのに表紙に竜王（俺）の写真は一切無く、和服で盤に向かう名人の神々こうごうしいお写真が美しい印刷で表紙を飾っている。さらに──

『ついに永世七冠へ王手！』

『前人未踏！　タイトル通算百期なるか!?』

　という文字がデカデカと躍っていた。

「ってかこれ、完全に名人のファンブックじゃねーか……まあ将棋関連の本って、名人の写真が表紙になってるのとなってないのとじゃ売り上げが全然違うっていうしなぁ」

　おかげで『将棋世界』の表紙はだいたい名人の写真だ。

　ちょっと言い訳するような口調であいが言う。

「あ、あの……師匠の相手がどんな人なのか研究しておこうと思って……」

「なるほどね。そりゃ心強い」

　この子なりに、竜王戦の挑戦者──つまり俺の敵となった名人の弱点を調べてくれていたんだろう。

　俺はあいのつるんとしたおでこを撫でて笑顔を浮かべた。弟子の健気けなげな努力が愛いとしい。

「それで？　名人の何が気になった？」

「ここなんですけど……」

　そう言ってあいが示したのは、名人がこれまでに語ってきた将棋に関する様々さまざまな謎めいた発言──いわゆる『名人語録』がまとめられたページだった。

　そのうちの一つに、あいは小さな指を這はわす。

『打ち歩詰めがなければ先手必勝』




「うちふづめ……って、禁じ手のことですよね？　相手の王様を詰ます最後の手が、持ち駒の歩を打つのじゃダメだっていう……」

「そう。それが『打ち歩詰め』だ」

　将棋界では専もっぱら『打ち歩』と略されるこの手は、詰ました方が反則負けするという、初心者にはちょっと理解しづらい反則である。

「その打ち歩詰めのルールがないと、どうして先手必勝なんです？」

「うーん……打ち歩がなければ先手必勝、ねぇ……」

　これは数ある名人語録の中でも特にミステリアスで、しかもこれまでに数多くの人々を悩ませてきた発言でもある。

　俺や姉あね弟子でしも当然、この言葉の意味について何度も議論を戦わせてきたが──

「どうだろう？　あんまり意味があるとは思えないんだよなぁ」

「ふぇ!?」

　あいはびっくりして、俺の身体に覆い被かぶさるように身を乗り出してきた。

「で、でもでも！　名人ってタイトル七冠制覇したり竜王以外の永世位を全部持ってたり、とってもすごい人なんですよね!?　そんな人が、どうして……？」

「う～ん……ノリで言っちゃった？　みたいな？」

「ええーっ!?」

　思わず叫んでから、あいは慌てて口を手で押さえた。

　機内は照明が落とされていて、寝ている人も多い。

　しかも近くには当の名人がいるはず。

　おまけに今回は将棋関係以外のマスコミも多く同行してる。変に騒げばどんなニュースになるかわからない。

　俺達はおでこがくっつくくらい顔を寄せ合い、ヒソヒソ声で話し続ける。

「じゃあ……これって名人が適当に言ってるんですか？」

「適当というか感性というかフィーリングというか、まあ感覚的な発言だったんじゃないかな？　一応、理論立てることはできなくもないけど」

「どういうふうにです？」

「もともと打ち歩詰め禁止のルールは『歩ほ兵へいが王様を討ち取るなんてけしからん！』ってことで権力者が定めたって説があるくらいだから、将棋のルールとしてはイレギュラーな感じがしなくもないんだ」

「将棋を面白くするために決めたわけじゃないんですね？」

「そう。だから違和感のあるルールではある」

「千せん日にち手てはどうです？」

「あれはどうしても発生しちゃうものだから」

『千日手』とは、先手と後手が同じ手を繰り返すことだ。

　意味合いはだいぶ違うが、ボクシングでいうクリンチみたいなものを想像してもらえばわかりやすいかもしれない。

　これが発生するといつまでたってもゲームが終わらないため、強制的に終了させられることになる。

「千日手をどう処理するかはルールの範はん疇ちゅうで、今は同一局面四回で先後入れ替えて指し直しってことになってるけどな。『千日手は将棋の癌がん』って意見の人は、先手が打開しなかったら先手の負けでもいいって言ったりもする」

「打開するほうが不利ですよね？」

「先に動いた方が不利だってお互いが思ってるから千日手になるんだしね」

　バトル漫画とかでよくあるシーンだ。

　漫画だと主人公が不利を覚悟して先に動いて勝っちゃったりするんだけど、冷たい計算が支配する将棋の世界ではそういうことはほとんど起こらない。

「ただ、仮に『千日手は先手が打開しなかったら先手の負け』ってルールになったら、後手番は最初から千日手狙いの戦法を多用するようになると思う」

　一手損角換わりなんか千日手が発生しやすいから、一躍流行戦法の仲間入り……いや、そうなったら先手が避けるから逆に絶滅しちゃうか？

「ま、狙ったところで千日手ってそうそう発生しないから、そんなに変わらないかもね」

「『連続王手の千日手』は四回で王手かけたほうの負けですよね？」

「あれもよくわかんないルールだよな」

　千日手は先後入れ替えでもう一局。

　だけどその千日手が王手だった場合は、王手を掛けてる方の負け。

　どうしてそういうルールになったのかはわからない。

「あと、反則っていうと……」

「『二歩』だね」

　最もポピュラーな反則だろう。

　それだけに、これは禁じ手にした意味がわかりやすい。

「二歩の禁止は『取った駒を使える』ってルールとのバランスを取ったんだと思う」

「二歩っていい手が多いですもんね」

「うん。二歩ＯＫだと歩の価値が高くなりすぎてゲームバランスが崩壊する」

「じゃあ打ち歩も、歩の価値を低くするためのルールなんでしょうか？」

「そういう考え方もあるんだろうけど──」

　気圧の関係か、それとも眠気からかボーッとする頭に、深呼吸して酸素を送り込む。

「普通に考えたら先手が有利なんだよ。将棋って」

「先に攻めれますもんね」

「そう。実際に勝率も高いしね。そして先攻できる方ってのは、だいたい先に歩を持つだろ？　先に攻めれば王手を掛けるのだって先手の方が早い。だから要するに打ち歩詰め禁止のルールは『先手を縛るルール』って捉えることができる」

「な、なるほどです！」

「打ち歩ってルールのおかげで先後のバランスが取れてる。名人はそういうことを言いたかったのかもしれないね」

『将棋は本質的に先手必勝』

『打ち歩詰め禁止のルールがあるおかげで先後のバランスがかろうじて保たれてる』

『だから打ち歩詰め禁止のルールがなくなれば先手必勝』

　こういう論理なのかもしれない。

　結論だけがミステリアスな名人語録として一人歩きしてしまった……。

「あっ！　そう考えると、連続王手の千日手が反則なのも──」

「先に王手を掛ける先手を縛ったもの……と考えることができる。筋は通ってるよな」

『どうしてこんなルールがあんの？』と思っていた禁じ手の数々も、こうやって考えてみると理由があってのことのように思える。

　将棋ってよくできてるよなぁ……。

　俺が将棋の奥深さに感動していると、

「……ふみゅ～」

　あいは変な声を出しながら、俺の膝に猫みたいに寝そべった。かわいい。

「何だ？　まだ気になることがあるのか？」

「いろんな禁じ手でバランスを取ってるのはわかりましたけど……けっきょく、将棋は先手必勝なんですか？　それとも後手必勝なんですか？」

「それは……」

　名人は言った。

『打ち歩詰めがなければ先手必勝』

　と。

　ならば──

　打ち歩詰めがある今の状態で……将棋の結論はどうなる？

「先後が互いに最善手さいぜんしゅを指し続けた場合に、その将棋が最終的にどうなるかは……ちょっと予想がつかないな」

「こんぴゅーたーでも？」

「そうだね。ソフト同士の将棋って最善手というよりは力でねじ伏せる感じの将棋になるし、今のところは人間の方が将棋の結論に近い場所にいると思うよ」

　人間がソフトに対して分が悪いのは、疲れや緊張からミスをするから。

　そして将棋の勝敗は、ほとんどがミスによって決まるのだ。

「超トッププロ……それこそ名人なんかがタイトル戦で指す将棋は、平均よりも先手の勝率が高いんだ。終盤でもミスをせずに最善手を積み重ねていくからね」

「じゃあ、せんてひっしょー？」

「でも『どうぶつしょうぎ』は後手必勝で結論が出てるっていうしなぁ。最近は矢や倉ぐらでも後手番の勝率が高くなってるし、意外と調べ尽くしたら将棋も後手有利なのかもしれないけど」

「そうなったらまたルールが変わったりするんでしょうか？」

「それはあり得る。千日手や持将棋じしょうぎの規程も細かいとこは最近でも変わってるから」

　囲碁いごも、チェスも、そして将棋も。

　古くからあるゲームも、解明が進むことによって崩れかけるゲームバランスを保つため、実はルールの変更が行われ続けている。

　ただ──

「個人的にはね」

「はい」

「『打ち歩詰め禁止』ってルールは、詰将棋を面白くするためのルールって気がするんだよ」

「ふぇぇ？　つめしょうぎ……ですか？」

「『最後の審判問題』とか」

「さいご……の、しんぱん……？」

　聞き慣れない言葉に首を傾かしげるあい。

　大好きな詰将棋の話題だけにすごく気になるみたいで、大きな目を見開いて、こっちを覗き込んでくる。

　説明してもよかったけど……高度の関係か、酔い止めを飲んでるからか、ちょっと考え事をするだけで頭がボーッとしてくる。

　目的地到着まで……あと三時間か。

　着いたら忙しいだろうし、もう一眠りしておこう。

「まあ考えたって仕方がないよ。打ち歩ってルールは存在するし、今のところ先後どちらからも必勝手順は発見されていない。将棋の結論はまだまだ人間にもコンピューターにも出せない……ってことでいいんじゃないかな？」

　そう言うと俺は、まだ不思議そうな顔をしている弟子の頭を優しく撫でて、あくびをしてから再び目を閉じた。


　ついに幕を開ける、激しい戦いに備えて────
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「ア～ロハ～♪」

　約九時間のフライトを終えて降り立ったハワイの日差しを浴びながら、俺は浮かれていた。


　そう────ハワイ！



　常夏の島──ハワイ!!

　何と今回の竜王戦開幕局は、五年ぶりに海外対局となったのである！　ハワイで!!

「どうだあい？　このグラサン似合ってるか？　ん？　ん!?」

「くーる！　師匠、ちょーくーるです!!　ばっちぐーです!!」

「はっはっは。現地の人と間違えるなよ？」

「ふひゅ～♪」

　アメリカの人っぽく口笛を吹こうとして全く鳴ってない弟子かわゆす。

　そんなノリノリの俺達に冷や水を浴びせた上で瞬間冷凍させるような声が。

「……情けない。ハワイごときで何を浮かれてるのよ」

「あ、姉弟子……」

　俺の年下の姉に当たる《浪速なにわの白雪姫しらゆきひめ》こと空そら銀ぎん子こ女流二冠は、氷のように冷ややかな視線で俺とあいを睨にらんでいるが──

「……ハワイでも、セーラー服なんですね……」

「中学生で奨励会員だから当然でしょ。遊びで来てるんじゃないんだから」

　黒を基調とした暑苦しいセーラー服に身を包んだ姉弟子は、同じく黒い日傘を差して、燦々さんさんと降り注ぐハワイの日差しを完全拒否していた。

　その神秘的な姿は海外の人からもたいそう注目を集めており、遠巻きに「ワーオ」「ファンタスティック」みたいな声が聞こえてくる。逆に目立ってるな。

「ごめんね八や一いちくん。一家全員で押しかけるようなマネしちゃって」

　姉弟子だけじゃない。実は今回のハワイ対局には、桂けい香かさんと清滝きよたき師匠まで同行していた。

　しかも師匠はサングラスにポロシャツ＋バミューダパンツという出で立ちで、足下は衝撃のビニールサンダルビニサンだ。ハワイだからまだ何とか観光客に見えてくれるが、これが大阪おおさかだったら完全に職業不詳のオッサンである。

　ちなみに姉弟子は大盤解説の聞き手役として棋戦主催新聞社のお金で渡航。

　師匠、桂香さん、あいは自費だ（あいの分は俺が払った）。

　もともと俺は一人で来る予定で、あいを師匠の家に預かってもらおうと思ってた。あいも最初はそれに同意してたんだけど姉弟子がハワイに行くことを知ると『絶対ついて行きます！』。

　困り果てた俺が師匠に相談すると『どうせならみんなで行こかー』ということになって、タイトル戦なのか一門旅行なのかよくわからない状態に……まあ助かるんだけどね。

　特に桂香さんは日本にいるときから、海外に不慣れな俺のために色々いろいろと準備を手伝ってくれた。

　自身も大事な対局を控えているのに……。

「本当にごめんね八一くん。でも私、今回はどうしても一緒にハワイに来たくて……」

「桂香さん……」

　そこまで俺のことを心配して……？

　それってもしかして……恋……!?

　とか思ったら。

「大学に行った友達がね？　カレシと一緒に卒業旅行とかで海外に行ってね？　それでお土産を渡しながら言うのよ……『桂香は将棋が恋人だもんねー』『将棋って日本だけのゲームなんでしょ？　だったら海外とか行かないよねー』『うわー、かわいそー……』ってね……」


「…………」




「私だって……私だってねぇ！　ハワイくらい来たったっちゅーねんボケがぁぁぁぁぁぁ!!」



　桂香さんが壊れた。

「あいちゃん！　銀子ちゃん！　せっかく来たんだから遊ぶわよ!?　軍資金はたんまりあるんだから！」

「え？　け、桂香……それはお父さんのクレジットカードやないかい……？」

「どうせスマホゲーで二次元の女の子がカワイイ服を着てる画像を出すために使うんでしょ？　だったら娘と弟子と孫弟子に課金なさい」

「い、いややああああ！　わしは、わしは新田にったちゃんの限定ＳＳＲをゲットするんやぁぁぁ!!」

　師匠も壊れた。

「清滝一門はいつも賑にぎやかですね。羨うらやましいことです」

「か、会長……」

　頭を抱える俺の隣に音も無く立っていたのは、日本将棋連盟会長にして永世名人資格者の月つき光みつ聖市せいいち九段。

　今回の竜王戦で俺の挑戦者となった現名人と将棋史に残る幾多の名勝負を繰り広げてきた、盲目の天才棋士──

「……も、サングラスしてるんですね？」

「ハワイですから」

「男鹿おがが選びました」

　会長秘書の男鹿ささり女流初段（引退）が誇らしげに胸を張る。ちなみにこの人、会長の目が見えないことをいいことに服もお揃そろい。当然サングラスもお揃い。なので知らない人が見たら単なる上司と部下とは思わないだろう。

　とはいえ歳が親子くらい離れてるので、奥さんの目を盗んで遊びに来た社長と愛人みたいに見えるだろうが……多分、そう言うと男鹿さんは喜ぶ。

「でも会長って、その……見えないんですよね？」

「明るさは少しわかるんです。ハワイの日差しは強いですね」

　微笑を浮かべつつ答える会長。そういうもんなのか……。

「さあ会長。危険ですから男鹿の腕にお手をお置きください。先ほどから現地の者どもが怪しげな目で私達を狙っています。ここは外国ですから危険です」

「ほう。そうですか？」

「はい。かなり治安が悪そうです」

　もちろん周囲は平和そのものだ。

　会長は普段、男鹿さんの肩に手を置いて移動する。だけどハワイの日差しによって暴走した男鹿さんは会長の腕を抱くようにしてぴったりと寄り添っている。その表情はサングラス越しにもわかるくらい、だらしなく緩んでいた。小悪党……。

　そんな関西組から少し離れた場所で凄すさまじい数の報道陣に取り囲まれながら、名人はいつものように控え目な様子で、ほがらかな笑顔を浮かべていた。




　空港からの移動は豪華なリムジンだ。すげー！

　広い車内は清滝一門の五人が向かい合って座ってもまだまだ余裕があって、俺の隣に座ったあいは窓の外と俺の顔を交互に見ながら楽しそうに言う。

「ししょーししょー！　海も空もまっさおです！」

「ねー。ハワイすごいねー」

「一門みんなでハワイに来られるなんて最高です！　天衣あいちゃんも来たら全員集合でしたね！」

「さすがに来なかったね。あいつは」

　俺のもう一人の弟子である夜叉神やしゃじん天衣も誘ったんだが『はぁ？　どうして私が行かないといけないわけ？』とか言われてしまえば『お、おう……』と引き下がるしかない。

　それにしても──

「今回の海外対局、関西の関係者が多くないですか？　会長、男鹿さん、師匠、姉弟子、桂香さんにあいが来てて……立会人は関東の先生だけど、副立会人と記録係も関西。おまけに観戦記者の鵠さんも関西組で、対局場に入る関係者がほぼ関西でしょ？　まあ、師匠達は自費渡航だけど……」

　通常、タイトル戦は日本国内で行われる。

　だから東日本で行われれば関東所属の棋士が多くなるし、西日本なら関西所属の棋士が多くなる。

　しかし今回は海外対局。人選やスケジュールは主催新聞社と連盟の腹一つだ。

「俺がタイトル保持者ホルダーだから、俺の関係者が多いのは別におかしなことじゃないんでしょうけど。でも飛行機も関空からってのは、さすがに名人に悪い気が……」

「「甘い」」

　即座にそう言ったのは、師匠と姉弟子。

「雰囲気作りからタイトル戦は始まっとる。特に二日制で持ち時間の長い対局は、どれだけ落ち着いて戦えるかが勝負を決するんや」

　過去に二度、名人戦の舞台で戦った師匠の言葉は重い。

「タイトル戦は対局だけが勝負やない。移動中や前夜祭も戦いの一部や。前夜祭で相手のファンがたくさん来たり、対局室で相手にだけカメラが向いとる状況を想像してみい。普段なら受け流すことができても、ただでさえピリピリと気が立っとる状況で平常心を保つのは難しい。せやから自分の周囲を身内で固めて心を守るんや。これが兵法へいほうっちゅうもんや」

　師匠……遊びたいからついてきただけかと思ってたら、そこまで深く考えて……。

　複数冠を保持する姉弟子も同調する。

「そうよ。何のために忙しい中、私達が予定を合わせて同行してやったと思ってるの？　浮かれてないで対局に集中しなさい」


「…………はい」



　そうだ。戦いは既に始まっている。

　旅行気分で浮かれていた俺は、革張りのシートに座ったまま背筋を伸ばし、改めて、最強の挑戦者と戦う決意を固めるのだった……！

　だがそんな決意、十分後には綺き麗れいさっぱり消えていた。


「すっげえええええええええＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥ────────ッ!!」



　リムジンで到着した対局場は、ハワイでも最高級のホテル。

　なんせホテルのすぐ裏がプライベートビーチなのだ。フロントを抜ければ鳥達のさえずる中庭があり、そこにはプールと、そしてその向こうは白い砂浜と青い海。

　これを見て平常心を保つ？　無理無理。


「キャッホ────────ウ!!」



　ビニサン履きの師匠が奇声を上げながら真っ先に砂浜へ突撃。俺とあいもそれを追う。桂香さんがブツブツ文句を言う姉弟子を引っ張って来て、海をバックにみんなで記念撮影だ。

「はい清滝一門のみなさん。笑って～」

『シャカ』というハワイ独特のハンドサインをした俺達の集合写真を、カメラを構えた観戦記者の鵠さんが手際よくバシャバシャと撮ってくれた。カメラマンを個別で連れて来る余裕は無いので、記事も書いて写真も撮ってブログも更新してと忙しい。

「両対局者が並んだ写真もここで撮りましょう。あ、折角せっかくのハワイ対局なので、スーツではなくアロハでお願いします」

　ということで、俺と名人は砂浜でアロハ着てダイヤモンドヘッドを背に並んで笑顔でシャカをキメる。

　タイトル戦での両対局者の距離感は、ケースによって一定ではない。

　波長が合わなかったり因縁があったりすると険悪なムードになるらしいし、仲のいい相手同士でもタイトル戦になれば互いに闘志を剝むき出しにする場合もある。

　俺と名人は……まあ、普通だ。

　今までほとんど接点が無かっただけに言葉を交わしたり握手をすることはないが、だからといって敵意剝き出しという感じでもない。名人ずっとニコニコしてるし。

　……もしかして、歳が離れすぎてて闘志を燃やしにくいのか？

　隣に並んでも全く覇気を感じない伝説の棋士の姿に、俺は肩すかしにも似た気持ちを覚え始めていた。




　ひとしきり海ではしゃいだ後、ホテルの人に部屋まで案内してもらう。

「では、竜王のグループはこちらのルートで参ります」

　対局者同士は記者会見の場などでは並んで取材を受けたりするが、それ以外の場では極力、離れて行動できるよう配慮される。

　ホテル内の移動も、俺と名人のグループは時間をズラして別々のルートで。

　部屋も離れた場所に取ってあるので対局以外の時間にホテル内でバッタリなんて事態は避けられるのだ。細かいことだけど、これはすごくありがたい。

「当ホテルには敷地内に教会もあり、結婚式も行っております。日本の皆様にも大変ご好評をいただいているんですよ」

　中庭に面した場所にある、石造りの小さな教会の前を通るとき、そんな説明を受けた。

　ここで家族や親しい友人だけで小さな式を挙げ、日本で披露宴をやるのが、有名人なんかに人気なんだという。

　姉弟子は『ふーん。だから？』みたいな顔をしてるけど、他の女性達はテンションが一気に上がっている。

　桂香さんもポ～っとした表情で思わずこう漏らした。

「はぁ……ステキ♡　こんな場所で結婚式ができたら、本当に幸せでしょうね……♡」

「あ、じゃあ予約を──」

「ぶちころすぞわれ」「だらぶち」

　……ちょっと冗談言っただけじゃん。まあ八割は本気だったけどさ。

　後ろでは男鹿さんも「会長ぉ……このまま式を挙げてしまいたいですぅ♡」などと甘ったるい声で上司に囁ささやいているが「ではそろそろ男鹿さんにも良い相手を探してあげねばなりませんね」「……」ざまみろ《裏番長》。ケケケ。

　中庭を抜けてエレベーターに乗ると、そこで対局者と他の関係者は階が分かれた。

「こちらが対局者様のお部屋となります」

　案内してくれた日系っぽいホテルの女性スタッフさんが流暢りゅうちょうな日本語で、室内のどこに何があるかを説明してくれる。

　俺一人で泊まる部屋だけどツインルームで、これはシングルルームだと部屋そのものが狭くなってしまうからだという。

「こちらは当ホテルで最も美しい海が見えるお部屋となっております。ぜひテラスに」

　大きな白い窓を開けると同時に、青い光が溢あふれて、ふわりと風が吹いた。

　真正面にはブルーの海が。

　そしてテラスに出て左を見ればダイヤモンドヘッドが見えるという、まさにハワイの絶景を一望できるお部屋だ。これがオーシャンビューってやつか……！

　この景色を見られただけでもハワイに来て良かった。思わず溜ため息いきが出る。


「おおー……！」



「すっごーい!!」

　すぐ横から聞き慣れた……けど、聞こえるはずのない声がして、俺は驚いてそっちを見る。

　テラスの手すりから身を乗り出すようにして海を眺める弟子がいた。

「あれ!?　あい、ついて来ちゃったのか？」

「えへへー♡」

　あいはペロッと舌を出し、俺から逃げるように走ってテラスを出ると、そのままふっかふかのベッドにぽすんと飛び込む。

　うーん、かわいい。

　ハワイに来たのがすごく楽しいみたいで、いつもより大胆にじゃれついてくる。

　そういえば神戸こうべに連れて行ってあげた時も楽しそうにしてたっけ。

「ししょーししょー！　ベッドもぽわんぽわんです！　お風呂もひろびろです！」

「なー。すっげー部屋だよなー」

「いいなー！　師匠いいなー！」

「はっはっは。タイトル保持者になると、こんないい部屋に一人で泊まれるんだぞ！」

「……あいも、こっちのお部屋がいいなー？」（ちらっ）

　ベッドの上で枕を抱きしめながら、こちらをうかがうように顔の上半分だけ出してそんなことを言ってくる。うーん、かわいい！

　こんなかわいい弟子のおねだりを断れるわけがない。

「俺がいない時なら自由に使っていいよ。俺と名人はこれから取材対応や現地の偉い人に挨拶あいさつに行くから、あい達とは別行動になると思うし。そっちは買い物とか行くんだろ？　荷物がいっぱいになったらここに置けばいいって桂香さんにも伝えといてよ」

「……わーい」

　あいは喜んだような喜んでないような、微妙な反応だ。あれ？　どっかで選択肢間違えた？

　そんな俺達のやり取りを黙って聞いていた女性スタッフが、控え目に尋ねてくる。

「こちらは……妹さまでいらっしゃいましたか？」

「え？　ああ、まあそんな感じ──」

「妹じゃないですよ？　あいは内弟子です！」

　日本人でもなかなか意味が通じないであろう単語に、ホテルの人は首を傾げる。

「ウチ……デシ？」

「他人だけど同じ部屋に住んでる、血よりも濃い絆で結ばれた二人のことです！」


「………………」



　ホテルのスタッフ（女性）から笑顔が消えた。

　やばいこれ完全に誤解されてる……しかもアメリカって児童ポルノとか日本とは比べものにならないくらい厳しいお国柄と聞いたことががががが。

「いや！　違うんです！　この子は俺の将棋の生徒……スチューデント！　アイアム・ティーチャー！　シーイズ・スチューデント！　あい！　説明は正確にしなさい!!」

「あわーるーむ・はず・おんりーわんべっど・いんじゃぱん！」

「あ？　あわ……ちょっとあい？　今なんて言っ……ああ!?　ホテルの人の顔が完全に犯罪者を見る感じになってんだけど!?　マジで何て言ったの!?」

「師匠が正確に説明しろとおっしゃったので、わたしたちが住んでる日本のお部屋にはベッドが一つしかないとお伝えしました」

「何でわざわざそれ言うの!?」

　ニッポンのドラゴンキングがロリータをルームに連れ込んだなんて話が広まったら対局どころじゃない！

　ヘタしたら逮捕されて不戦敗になる……どころか、日本に帰れなくなる!?

「そ、そうだチップ！　チップを渡さないと……!?」

　もうお金を渡して好感度を上げるしかない！

　財布を取り出した俺に、冷静な声であいが告げる。

「大丈夫です師匠。この方はホテルの社員さんですから。チップをお渡しするのは、シーツの交換に来てくれる人とか、食堂のウェイターさんとか、そういう方々だけでいいんです」

「その通りです！　小さいのに、とってもお詳しいのですね？」

　ホテルの人はあいの意外な博識に感心しきりだ。

　話題を変える糸口を摑んだ俺は、ここぞとばかりに話を広げる。

「実はこの子、日本の温泉旅館の娘で……」

「そうなのですか！　どちらの？」

「石川いしかわ県……ええと、北陸地方の『ひな鶴つる』っていう──」

「ええ!?　あ、あのヒナツルですか!?」

「ご存知なんですか？」

「オフコース！　この業界でヒナツルを知らなかったら勉強不足です！」

　当たり前だろくらいの勢いで頷うなずかれる。そんなに有名なの？

「ではこちらのお嬢様が……あのオカミサンの伝説を受け継ぐ……」

『女将おかみさん』を英語っぽい発音で言いながら、ホテルの人は震えていた。

　あのお母さんハワイにすらその名を轟とどろかしてるのか……そりゃ勝てないよ。無敵じゃん。

「雛鶴ひなつるあいと申します。どうぞご贔屓ひいきに」

　あいはベッドの上に正座すると、小学四年生とは到底思えない、可か憐れんさの中に堂々としたものを感じさせるお辞儀をする。お母さんの姿がダブって見えて、俺もひっそりと震えた。

　感激してしまったホテルの人は「後でぜひ支配人マネージャーからもご挨拶を……！」と、あいと握手を交わしていた。
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　前夜祭は終始、和やかなムードだった。

「対局者がアロハシャツで前夜祭って将棋史上初なんやないか？」

「ですね。面白い写真が撮れて助かります」

　中継ブログを担当する記者の鵠さんが師匠とそんな言葉を交わしている。師匠もさっそくハワイの大型ショッピングセンターで買ったアロハ姿だ。来た時とあんま変わらんな……。

　ハワイでは正装扱いなので、対局者はもちろん、参加者もほぼアロハ。

　というかハワイのワイキキ辺りでスーツを着てると逆に悪目立ちする。日本の温泉街で浴衣じゃなくスーツを着てるのを想像して欲しい。俺と記録係の奨励会員はワイキキヨットクラブでやった将棋イベントの帰りに黒いスーツ姿でショッピングモールをブラついてたら「アーユーマフィア!?　アーユーマフィア!?」と現地の若者グループに絡まれた。

　そんなわけで前夜祭会場はアロハだらけ。

　ホテルの中庭で行われたその会は、篝火かがりびが焚たかれ、波の音やウクレレの演奏を聞きながら魅力的な料理を堪能できる素晴らしいものだった。

　出席者にはハワイ州知事や日本領事といった超ＶＩＰも含まれており普段ならガチガチに緊張してしまいそうな場なんだけど、アロハのおかげでリラックスできる。アロハすごい。

『ハワイ到着から早くも二日が経たち、明日は遂ついに竜王戦が開幕いたします。この二日間、ハワイで様々な将棋イベントを行わせていただきました。日本における竜王戦の注目度はもちろんですが、当地の皆様からも大きな期待と興味を注がれていることに、将棋連盟会長として大いなる喜びを抱くと共に、改めて、将棋普及の責務を感じております』

　会場では、自ら司会を買って出た月光会長の挨拶が続いていた。

　ちなみに会長だけは和服。現地の人へのウケを考えてのことで、こういうサービス精神を見ると会長も関西人なんだなって思う。

『今期の竜王戦は両対局者にとって、そして将棋界にとって非常に大きな意味を持つタイトル戦となります。時差に対応するため日本国内でのタイトル戦よりも移動と対局の間に時間を取っていますから、竜王も名人も十分に英気を──』

　そこまで話したとき、会場の隅でどよめきが起こった。

　あい、姉弟子、桂香さんの三人が『ムームー』というハワイのドレスを着て会場に姿を現したからだ。

　ゆったりしたワンピースみたいな服で、ハワイでは女性の正装とされる。

　寄せられる注目にほんのり頰を染めながら、桂香さんが笑顔を浮かべた。

「あはは……な、何か注目されちゃってるわね？　ねえ銀子ちゃん？」

「……」

「このお洋服……水着みたいで、あい、ちょっとはずかしいですー[image: ]」

「大丈夫！　二人ともすごくかわいいから！　せっかくみんなでハワイに来たんだもの、思いっきり楽しんじゃいましょう！」

　桂香さんが注目を浴びるのは当然だろう。

　日本人離れした抜群のプロポーションが、ムームーによってさらに引き立てられているのだから！　具体的には……こ、こぼれおちそうな胸が！

　その一方、姉弟子とあいは……まあ、裸にタオル巻いたみたいになってるけど。でもかわいいよ？　かわいいかわいい。つるつる。

　三人の登場により前夜祭会場はまるで花が咲いたように明るくなった。

「お三方さんかた、ぜひブログ用に並んだ写真を撮らせてください！　こっち視線お願いします！」

　観戦記者の鵠さんも写真を撮りまくっている。

　女流タイトル保持者の中でもダントツの人気を誇る姉弟子の写真を載せるだけで中継ブログのアクセスは激増するらしい。「ぶっちゃけ対局の写真よりよっぽど反響がある」と言われ、俺は少し凹へこんだ。

　おまけにマイナビ女子オープンの一斉予選で彗星すいせいの如ごとく現れたＪＳあいは将棋ファンの中で最も熱い話題の一つだ。「ぶっちゃけ竜王の写真より（以下略）」と言われ、俺はだいぶ凹んだ。

　とはいえ姉弟子の写真を撮るのは一苦労のようで。

「女流二冠。もっと笑顔でお願いします」

「……」（心の底からゲンナリした表情）

「頼みますよ空先生。愛想良くするのもタイトル保持者の責務なんですから」

「……女流タイトル保持者の写真が欲しいんだったら、もっと適任な人がいるんじゃ？　いつもニヤニヤ笑ってる人が」

「そんな人がいますか？　ちょっと見当たりませんが」

「……」

　そうしてしばらく美女達を愛めでた後、両対局者の挨拶となった。

　竜王である俺が先にやるんだが……実はこれ、対局以上に悩ましい。

　表向きは『自由に喋しゃべっていい』ことになってる。

　なってはいる……が、そこは将棋と同じように『定跡じょうせき』があって、そこは外せない。

「……まずは主催者への感謝。地元の将棋関係者への感謝。ホテルの素晴らしさを称賛。そしてＶＩＰが来てるならもちろんそのことにも触れて、過去にタイトル戦が行われていたらそれにも触れるのがベター……」

　挨拶に立つ直前、俺はブツブツと何度も定跡手順を繰り返し確認する。

　加えて『禁じ手』もあって、他のタイトル戦のことに触れたり、スポンサーのライバル企業を褒めたりするのは避けなきゃいけない。

　前回の竜王戦は挑戦者の立場だったから、竜王の後に続いて、似たようなことを同じくらいの分量で喋ればよかった。

　でも今回は俺が先に喋るからその手筋は使えない。

　そんなわけでハワイに来てからの二日間は、将棋よりこの挨拶の研究に打ち込んだ二日間だった。

　──完璧に練り上げた挨拶で緊張していないことをアピールして、前夜祭から名人にプレッシャーを与えていく……！

　スタンドマイクの前に立ち、俺は何度も何度も何度も考えた末に思いついた、このハワイ対局にふさわしい完璧な第一声を発する!!

『えーと……みなさん、アローハ』

　大爆笑が起こった。なぜだ……。

　ウケとか狙ったわけじゃ全然なかったんだけど、なぜかその後も笑いが起こり……まあ無反応よりよかったけどさ！

　そんなアグレッシブな俺とは対照的に、名人は平常運転だ。

　要約すると「永世七冠やタイトル通算百期といった記録はまったく意識してない」「竜王を相手に最高の舞台で盤上真理を追究したい」とまあ特に面白いことを言うわけじゃないんだが、カメラのフラッシュは俺の百倍くらいあった。もともと報道陣は竜王戦じゃなくて名人の取材に来てるんだから別に腹も立たない。……ほんとだよ？

　その後は両対局者への花束贈呈。

『……というのが普段の手筋なのですが、今回はハワイということでレイを対局者の首に掛けていただきます』

　レイ──つまり花で作った首飾り。粋いきな趣向だ。
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　名人には日本領事の娘さんが、俺にはあいがレイを掛けてくれる。

『ちなみに竜王の首に掛けられているレイは、お弟子さんの手作りだそうです。師匠の勝利を願いながら小さな手で作ってくれた、素晴らしい贈り物ですね』

　会長の説明に、俺は驚いてあいに尋ねた。

「そうなのか？」


「は、はい…………あの、あんまりじょうずにできなくて、ごめんなさい……」



「そんなことないよ！　すごく嬉しい。これを掛けたまま対局したいくらいさ」


「ししょー……♡♡♡」



　レイを褒めてあげると、あいは嬉しそうに笑ってくれた。

　てっきり観光やショッピングを楽しんでるものとばかり思ってたけど……俺のためにこんな凄いものを作ってくれていたなんて。あいのこの気持ちこそが最高の贈り物だ。

　この場で抱きしめたいほど愛おしい。自重したけど。

　なお会場のどこかからハワイに似つかわしくない棘とげのある冷気が漂ってきたが、ここはハワイなのでやっぱり気のせいだろう。雪とか氷とかあるわけないない。

　さて、普通はここで対局者だけ退席するんだが──

『ところで本日は竜王戦の開幕以外にも、もう一つ、記念すべきことがあります』

　会長はたっぷり間を取って期待を持たせてから、

『ただいま竜王にレイを掛けてくださった雛鶴あいさんの、十回目のお誕生日なのです！』

「ふぇっ!?　えええ──っ!?」

　さっきは俺が驚かされたが、今度はあいがビックリする番だった。

　あい以外の参加者は事前にこのことを知らされていて、ホテルの人のウクレレ演奏に合わせみんなでハッピーバースデーを歌う。

　あいはもう驚くやら嬉しいやら恥ずかしいやらで、大きな瞳を潤ませて俺のアロハの裾をギュッと握り締めていた。子犬みたいでかわいい♡

『贈り物はこれだけではありませんよ？』

　会長がそう言うと、今日の料理を担当してくれたコックさんが台車に載せた本日の真のメインを運んできてくれた。

　それを見てあいは目を輝かせる。

「詰将棋のケーキ！」

　そう！　そこにはあいの大好物である詰将棋の盤面が、チョコレートを使って作られていた……のだが、それだけじゃない。

　何と脚付きの将棋盤そのものをケーキで作ってしまったのだ！　コックさんスゲェ!!

「スポンジをミルクチョコレートでコーティングして木肌の色を再現してるのね……マス目や文字は黒いチョコを使って書いてるんだ。ふぅん……」

　めったに褒めない姉弟子もこれには感心したようだ。ちょっと羨うらやましそうでもある……まさか自分の誕生日に『これ作れ』って俺に言わないよな？

「駒台まで再現しとるぞ……たまげたなぁ」

　師匠が言う通り駒台もチョコで作ってあって、その上には持ち駒が並べられていた。もちろん全てチョコ。おいしそう！

　詰将棋を作った会長が多少得意げに説明する。

『いかがです？　この作品は最初もハートの形になっていますが、解くと別の絵が浮かぶようになっています。とはいえ手数もかなり長いので解くのは難し──』

「すっごーい！　初期配置が大きなハートで、二七手目の詰上がりも小さなハートになるんですねっ！　りったいきょくづめですー!!」


『…………』



　説明の途中で答えを全部言われてしまい、会長は微笑ほほえみを浮かべたまま固まる。

　す、すみません……この子、詰将棋に関しては本当にゴッドなので……。

　ちなみに『立体曲詰』というのは、最初の状態で駒の配置が何かの図形を表している上に、最後の詰んだ状態も何かの図形になるという詰将棋。

　当然ながら作るのは非常に難しい。

　会長がここまでしてくれるのは竜王戦を盛り上げるという意味もあるんだろうけど、あいそのものに期待を掛けてくれてるんだと思う。

「……会長からハートのケーキをいただくなんて……しかもハートが二つも……小学生のくせに……小学生のくせに……」

　男鹿さんのハートがやばい。

　会場の皆さんは、最初はかわいい女の子と珍しいケーキの取り合わせに喜んでいたが……あいがどれほど凄まじい芸当を見せたのかを理解すると、その喜びは興奮に変わった。

「すごい！」「ファンタスティック！」「天才だ……!!」

　といった声が次々に起こる。

　あいは一気に会場の人気者だ。名人を目当てに海を渡ってきたはずの日本の新聞社やテレビ局も詰将棋ケーキと並んだ画えを撮らせてくれと言ってきて、ちょっとした騒ぎになった。

　ぎこちなく取材対応するあいに、気を取り直した会長が尋ねる。

『ところで雛鶴さん。師匠からのお誕生日プレゼントには何が欲しいですか？』

「ふえっ!?」

　急にそんな質問をされ、あいはあわあわしてしまう。そんな姿がいちいちかわいい。

「えと」「あの」と口ごもっていたあいだったけど、やがて表情をキリリと引き締めて、大きな声ではっきりとこう答えた。


「ええっと、あの…………明日からの対局、師匠に勝ってほしいですっ!!」



　自分のことよりも師匠を想う健気なその姿に会場からは大きな拍手が起こった。

　会長が笑いを嚙かみ殺した声で、

『とのことですが、いかがですか竜王？』

「プレッシャーだなぁ」

　ニヤニヤしながら俺がそう答えると、あいは真っ青になって叫んだ。

「ごごご、ごっ、ごめんなさいっ!!　今のなしで──」

「え？　じゃあ俺が負けてもいいの？」


「そんなのダメですー!!　ぜったいに勝ってくださ…………ああ!?　また『勝って』って言っちゃったー！」



　ドッ!!　と会場が笑いに包まれる。あいの顔はハイビスカスみたいに真っ赤だ。

『よいお弟子さんを取られましたね竜王？　これで絶対に負けられなくなった』

「ええ。ご覧の通り清滝一門は師匠が弟子に厳しいんじゃなくて、弟子が師匠に厳しいんですよ。伝統的に」

　俺がそう返すと会場からはその日一番の大爆笑が起こった。やったぜ。

「ホンマ、そうやね……」

　ハワイまで来たというのに干からびた笑顔でそう呟つぶやく師匠。カードの残高も干からびてそうだ。

　笑顔に包まれた会場の中であいだけは、

「……ししょーのいぢわる」

　と言って、真っ赤になったほっぺをぷくっとさせていた。

　か、かわいすぎる……！

　そんな関西勢のやり取りに名人もほがらかな笑顔を浮かべつつ、それで俺達対局者は明日に備えて前夜祭会場を後にしたのだった。
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「一局目ですので、九頭竜くずりゅう竜王の振り歩ふ先せんで振り駒を行わせていただきます」

　桐きり箱から絹布を取り出して茣蓙ござの上に広げた記録係は、俺の陣地から歩を五枚取って、大きな動作でそれを振り、放り投げる。

　空中に五枚の駒が舞い──パラパラと乾いた音を立てて、白い絹の上に散った。

「歩が五枚です」

　俺の先手だ。膝の上に置いた右手が、じわりと汗で湿しめる。

　対局は、中庭に面した二階の広い部屋で行われることになった。

　このホテルに畳の部屋は無いため、洋間に茣蓙を敷くことで和室っぽくしてある。盤駒ばんこまも座布団も脇息きょうそくも関西将棋会館から持って来た。

　かつて将棋のタイトル戦は美術館の大ホールとかホテルの展望台とかで行われたこともあるため、この程度の対応は造作も無い。割とどんな場所でもやっちゃう。

『櫓やぐらを組まなくても天井カメラテンカメを設置できましたからね。むしろ楽だったくらいですよ』

　棋戦主催新聞社の竜王戦担当記者さんは、朝、ホテルの食堂で顔を合わせた際にそう言って笑った。

　その記者さんは今、ホテルの支配人さんを盤側ばんそくに案内している。

　外国人の支配人さんは正座ができないので、和服で正座する立会人と会長の間に体育座りで窮屈そうにしている。そんなシュールな盤側の光景に、名人は眼鏡の奥で微かすかに笑っているように見えた。

　そして現地時間の午前九時。定刻を迎える。

「お時間になりましたので、対局を開始してください」

　立会人の合図で全員が礼をする。

　他の関係者が頭を上げても、両対局者はしばらく頭を下げ続ける。これは報道陣が写真撮影を終えるのを待つためだ。

　シャッターを切る音が聞こえなくなってから頭を上げると、俺は一呼吸置いてから、自陣の歩に手を伸ばし、それを持つ。

　さっきよりも多いシャッター音とフラッシュを感じながら、

「ッ……!!」

　ピシリッ！　と音を立てて駒を盤に打ち下ろした。撮影のため、指した姿勢のまま暫しばらく動かない。駒に指を置いたまま唇を引き締めて、撮影が終わるのを待つ。


　俺の初手は────角道を開ける７六歩。



　将棋のオープニングとしては最もオーソドックスなこの手を選んだのは、名人が戦法の狙い撃ちをしてくるのを避けるためだ。

　──俺の先手番エースは相掛かり。当然、名人も対策をしているはず……。

　気力・体力が充実している第一局で、乱戦模様になる相掛かりは、その後の展開を考えると指しづらい。

　──この対局は竜王戦の初戦ってだけじゃない。俺が名人と生まれて初めて指す将棋……。

　アマチュアや奨励会員時代を含めて、俺は名人と盤を挟んだ経験が無い。

　いくら相手の棋譜を並べても、勝負事である以上、実際に盤を挟まなければ摑めないことはある。この一局目では少しでも多くの情報を引き出したかった。

　二手目。名人も同じように角道を開ける。ごく自然な様子だった。

　この段階ではまだ戦型は確定しない。

「それでは、報道陣の方々はご退席をお願いします」

　立会人が促すと、入り口に近い記者から順に室外へ出て行く。

　タイトル戦では二手目の着手が終わってから（つまり先後双方の初手を撮影してから）報道陣が退席するという慣例になっている。

「……」

　正座を崩さないまま瞑目めいもくし、俺は部屋から人が去るのを待つ。指す手は既に決めている。

　三手目。俺は飛車先の歩を突いた。

　これもオーソドックスな手で、相手に戦型の選択権を委ねている……ようにも見えるが、実は相手をある戦型に誘導していた。


　俺の狙いは────名人に『ゴキゲン中飛車』を選ばせること。



　名人は歩夢あゆむとの挑戦者決定戦で振り飛車を採用した。

　そして俺は名人の研究パートナー・山刀伐なたぎり尽じん八段との対局でゴキゲン中飛車を指し、勝利している。

　その際、名人と山刀伐さんの共同研究である『超急戦』を相手取ってギリギリの戦いを演じてみせた。名人は間違いなくその棋譜を精査し、こう結論づけたはずだ。

『ゴキゲン中飛車は戦法として未いまだ有力』──と。

　俺と名人は初手合い。だが互いの研究パートナーを通じて間接的に前哨戦を行っている。

　その情報をも踏まえ、俺は相手の研究を迎え撃つ準備をしてきた。

　──突け！　真ん中の歩を突け……!!

　敢えて盤から視線を外しつつ、俺は心の中でそう念じ続けていた。

　その気持ちが通じたかのように、名人の手が盤上に伸びる。

　だがその指が摑んだのは、俺の念じた歩ではなかった。


　それどころか────自分の駒ですらなかった。



「……えっ？」

　それは、観戦記者の鵠さんか。記録係の奨励会員か。

　それとも俺か。

　誰だかはわからないが、名人の手を見た瞬間、誰かが確かに声を漏らした。

　名人は俺の角を持ち上げて自分の駒台にそれを置くと、自陣にあった角を馬にして、俺の角があった場所に力強く打ち付けたのだ！

　後手から角交換。すなわち──





　────一手損角換わり。






「ッ……!!」

　視覚から得た情報が脳に伝わり、数秒遅れで全身が熱くなった。

　俺の最も得意な戦法を、名人が……？


「…………」



　グラスの冷水を少し飲み、氷を嚙んで熱を冷ます。おしぼりで右手の指を拭う。振り駒で先手を得た時とは比べものにならないほど手に汗をかいていた。

　──これは……どういう意図だ？

　俺が先手で名人の一手損角換わりを破ってしまえば、俺が後手を持った時に一手損角換わりを指しづらくなるという作戦だろうか？

『先後で同じ戦法を指すのでは作戦に矛盾が生じる』

　確かにそう言う棋士はいる。

　だが、仮に。

　俺が先手で一手損角換わりを破り……そして後手で一手損角換わりを使って勝ったら？

　それを将棋界ではこう呼ぶ。

『往復ビンタ』

　と。


「………………」



　美しい中庭を見て心を落ち着かせてから、俺は成り込んできた馬を取り、角交換を完了した。
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『名人、意表の一手損角換わりを採用！』





　日本のみなさん、アローハ。

　現地からの中継を担当する鵠です。

　今朝のハワイは快晴。対局室には心地よい風が吹き込んでいます。

　現地時間の午前九時に始まった対局は、午前十時現在、二十手目まで進みました。

　十時になって対局室に朝のおやつが運ばれてきました。竜王はアイスティーとパンケーキ、名人はハワイ名産のコナコーヒーのみ。

　控室の検討陣にもマカダミアナッツチョコやホノルルクッキーといったハワイのお菓子が差し入れされています。

　月光会長を筆頭に、清滝九段、空女流二冠ら実力者達が一日目の朝から継ぎ盤を囲んで活発に意見を交換している様子は、二日制のタイトル戦では珍しい光景です。予想外の戦法が飛び出し、勝負は心理戦の様相も呈してきました。

　戦型は名人の一手損角換わり。四手目に名人が自ら角交換した場面では、控室の関係者が「おおー」と声を上げました。

　一手損角換わりのスペシャリストとして知られる月光会長にお話をうかがいます。




　──名人の一手損角換わりを予想しておられましたか？

「いえ、正直なところ完全に予想外でしたね。言い訳をさせていただければ、私だけではなくこのハワイに来た全ての棋士が予想を外したと思いますよ。名人以外は、ね」

　──この戦型のスペシャリストである竜王にぶつけた意図はなんでしょう？

「相手の得意戦法を受け、それを自分のものにしてしまうのが名人です。竜王の得意戦法といえば先手では相掛かり、後手では一手損角換わりですが、初手の時点で相掛かりは消えてしまった。だから名人自ら一手損角換わりに飛び込んだのかもしれませんね」

　──一手損角換わりは現状、先手・後手のどちらが指しやすいですか？

「今年度に入ってから勝率は五割同士で拮抗きっこうしていますが、対局数が極端に少ないので参考にならないかもしれません。直近の対局は私と竜王が六月に指した将棋で、そこでは竜王が後手を持って勝利しています。そういう意味では、先手を持って指しづらい部分もあるかもしれませんが……負けた私が言うのも何ですが、あの将棋は先手も勝ち筋がありましたから、まだまだ勝負はわかりませんよ（笑）」

　──ありがとうございました。今後も解説をよろしくお願いします。




　なお、会長秘書としてこのインタビューを横で聞いていた男鹿ささり女流初段（引退）は「あの将棋は会長の勝ちでした！」と盛んにコメントしていたことをつけ加えておきます。

　九頭竜竜王の愛まな弟子でしであり、内弟子として同居している雛鶴あいさん（研修生・今期マイナビ本戦出場）にもお話を聞いてみました。




　──クッキーを食べているところすみません。今朝のお師匠さまの調子はどうでしょう？

「ふぇ!?　ふぁ、ふぁも……（口に入れたクッキーをもぐもぐしつつ）……ごっくん。ええと、今朝はお部屋まで師匠を起こしに行ったんですけど、寝覚めはよかったと思います。いつもはなかなか起きてくれないけど、今日はすぐに起きてくれましたし……」

　──竜王を起こしに？　部屋に入ったのですか？

「はい。師匠からスペアのカードキーをお預かりしているので……えへへ♡」

　──とても信頼されているんですね。竜王は普段、ご自宅でどんな様子ですか？

「師匠はすごく優しくて、毎日わたしに将棋を教えてくださいます！　けど、さすがに最近は竜王戦の研究でお部屋にこもりがちでした。そんなお忙しい中でも、毎日必ずわたしと将棋を指してくださいましたけど！　えへー♡」

　──なるほど。やはり研究に割く時間は増大していたんですね。そういえば原宿で空さんと一緒にいる竜王が目撃されていますが、あれも関東での研究会だったんでしょうか？

「……え？　それ……なんのはなしですか……？」

　──あれ？　ご存知なかったですか？　デート……もとい研究会用におめかしした空さんの画像なんかもネットに上がっていたので、割と噂うわさになってますが……そうか、弟子にも隠してたんですね。それだけ秘匿性の高い研究会だったということでしょうか。


「ふーん……そうなんだ…………ふーん……」



　──ありがとうございました。




　ちなみに雛鶴さんはアマチュアながらマイナビの本戦に進出しており、このまま勝ち進めば叔母弟子に当たる空銀子女王とタイトルを巡って争うことになります。それもあってか互いに全く目を合わせないなど、二人の間には同門ながら張り詰めた空気が感じられました。

　なお、空女流二冠は十五歳。

　雛鶴さんは昨日、十歳になったばかりです。

　ハワイの空は快晴ですが、盤上でも盤外でも、朝から早くも嵐の予感が漂っています。





（鵠）
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「夜の海……か」

　一日目の対局が終わり、その後の食事会も終えて自室に戻った俺は、対局の興奮を冷ますため一人でビーチに出ていた。

　時刻は午後十時を回っている。

　竜王戦第一局の一日目は、名人が五十手目を封じて指し掛けとなった。

「……局面は俺がコントロールしてる。残り時間もこっちの方が多い……」

　二日制の対局においては、午後六時以降の着手は紙に書いて封印し、翌日の対局開始時に立会人がそれを開封・読み上げて着手する。

　これを『封じ手』という。

　この封じ手を『する方』と『される方』どちらが有利かは意見が分かれるところだ。

　個人的には、封じ手は『する方』が有利だと思う。

「……封じた方は次の一手がわかってて、そこから先の展開を一晩ゆっくり考えることができるからな……」

　その封じ手は名人にされてしまったが、封じる権利を渡す代わりに時間を使わせることに成功していた。

「持ち時間の差は約三十分……このリードを保てれば、終盤で圧倒的に有利になる……」

　暗い砂浜を歩きながら、自分に言い聞かせるように呟く。

　形勢について誰かと話したいが、まだ対局中だ。将棋の話をするわけにはいかないため、こうして独り言を呟いて冷静さを保とうとしていた。

「……名人の封じ手はまず間違いなく、俺が突いた歩を取る[image: ]２四同歩。それは間違いない。俺の応手も同飛一択。問題はこの次に名人がどうするかだけど……」

　パッと思いついた手を進めてみる。

「[image: ]６五歩[image: ]２三角[image: ]同金[image: ]同飛成[image: ]６六歩[image: ]３三竜……ここで例えば[image: ]６七歩成なら[image: ]同金直[image: ]６九角[image: ]６八金引[image: ]４七角成、とか？」

　しかしその読み筋を、俺は即座に否定した。

「……ま、これはさすがに無いわな」

　今の読み通りに進むのであれば、俺は角を犠牲にするものの敵陣を喰い破って最強の駒である竜王を作れたうえに、名人の金と桂馬をぶん捕って、おまけに手番まで握れてしまうことになる。

　角は大駒だが、さすがに金桂の二枚と交換できればこっちの駒得だ。

「『二枚換えなら歩ともせよ』……ってね。やれやれ、一人で読んでると自分に都合のいい読み筋ばっかり浮かんじゃうんだよなぁ……危ない危ない」

　もしこうなったら一気に優勢だが、現実はこうも甘くないはず。

「……とはいえ、穴熊あなぐまに組めてるこっちが悪くなる変化ってのも考えづらいんだよな」

　現状、こちらの防御力は最強。二枚換えは欲張り過ぎとしても、最強の駒である竜を作ることができれば互角以上の戦いになるはずだ。

「そこまで来れば……」

　──勝てるかもしれない。

　その言葉だけは、さすがに口にするのを我慢した。独り言といえども。

　けど、本当に──

「……ん？」

　その時、波音とは別の水音が聞こえて、俺は脳内将棋盤から現実の海へと目を向ける。





　すると──────天使と目が合った。






　その天使は水着を着ていて、冴さえ冴ざえとした月の光に照らされ優しく輝いている。

　信じられない光景……けど、それは確かに天使だった。


　だって、こんなに綺麗なものが…………人間のはず……ない……。



「……八一？」

「えっ？　あね……でし？　ですか……？」

　なんと天使は姉弟子だった。

　海から上がってきた姉弟子は銀色の髪から水滴を落としつつ、素足で砂を踏みながらこっちに近づいてくる。濡れた銀髪が月の光を浴びて、星のように煌きらめいていた。

　どうしてこんなにも綺麗なんだろう……と思って見ていると、胸元を隠すように両手で自分の身体を抱いて、姉弟子は詰なじるように言った。

「……えっち」

「だ、だって仕方ないでしょそっちが水着なんだもん！　どうしたって見ちゃうでしょ!?」

　俺はそう反論しながら、真っ赤になった顔を隠すように姉弟子の水着姿から目を逸そらす。

「け、けど……なんでこんな夜中に泳いでるんです？」

「昼間は日焼けしちゃうもの」

「ああ……姉弟子はそうでしたよね」

　生まれつき色素の薄い姉弟子は直射日光に弱い。

　最近は成長して体力が付いてきたから日中も外出できるようになったけど、それでも日傘は必須だし……小さな頃は本当に、ちょっと外に出るだけですぐに寝込んでいた。

　だからこの人は将棋を指すようになったんだ。

　部屋の中でできる遊びの中でただ一つ……どれだけ遊んでも極められない究極のゲームに出会い、その虜とりことなった。というか、空銀子には将棋しかなかったんだ。

　月光に照らされた姉弟子の腕も、脚も、驚くほどに細かった。

　ぼんやりとそんなことを思いながら月と姉弟子を眺めていると、

「八一こそ、こんな時間に何してたの？」

「え？　いや、俺は……」

「覗き？」

「違いますよッ!!」

　将棋のことを喋ったらアカンから言葉を濁してるのに！

　姉弟子はシャリシャリと砂浜を横切って、ホテルが備え付けた水道で軽く真水を浴びると、木の枝に吊つるしてあったタオルで白い肌と銀色の髪を拭う。

　青白い月の光の下で、その姿はまるで神話のワンシーンのようで……。

　俺が思わず見惚みとれていると、姉弟子はこっちを見て言った。

「まあいいわ。ちょうど泳ぐのにも飽きて街を歩きたかったから、ついて来なさい」

「こんな時間に？」

「こんな時間だからよ。昼間は暑いし、目立つもの」

　まあ、俺ももうちょっと歩きたかったし……それに誰かと話をしたかったから、街に行くのは別にいいんだけど……。

「ってか姉弟子、その格好のまま行く気ですか？」

「まさか。上に羽織るわよ」

「何をです？　どこかに服を持って来てるの？」

「うん。いま持って来てもらったところ」

「は？」

「八一のパーカー」

「俺のかよ!?」

　ってかそれは俺に上着を脱げと言ってるのか!?　対局者が風邪をひいたらどうする!?

　姉弟子は回れ右して逃げようとする俺のフードを素早く摑むと、

「ほら。着てあげるって言ってるんだからさっさとこれ脱ぎなさい」

「いや……けどこれまだ買ったばっかだし、下はシャツ一枚で多少の肌寒さもあり──」

「脱げ」

「はい」

　幼少時から叩たたき込まれた上下関係は絶対だ。俺は一生涯、この天使みたいに綺麗な姿をした銀色の悪魔に虐しいたげられ続けるのであろう……。

　しぶしぶとお気に入りのパーカーを脱ぐ。抗議の意味も込めて嫌そうにゆっくり脱いでたらローキックが飛んできた。

「じゃ、着るから。あっち向いてなさい」

　着るんならべつに見ててもいいだろと思ったけど、何か恥ずかしいらしい。

　蹴られた脚を引きずりつつ、従う。

「……ったく。外見の一万分の一くらいでいいから、性格も可愛くなって欲しいよ……」

　近くにいるとまた理不尽な怒りに当てられるかもしれないと思い、ちょっとずつ街へ向かって歩きながら、再び将棋のことを考える。

　二局目は大阪。ホームで有利に戦える。

　──明日、勝てれば……二連勝も夢じゃない……!!　あの名人に連勝も……!!

　街の灯あかりを眺めながらそんなことを考えていると──





「……………………………………………おいていかないで…………」






「え？」

　姉弟子は小声で何か言いながら、後ろから俺のシャツを引っ張った。

「置いてなんか行きませんよ。ちゃんと待ってますってば」

「……えっち」

「なんで!?」


　理不尽ッ……！



　俺のパーカーを着た姉弟子は、両手をこっちに突き出して、だるだるになった袖を見せる。

「ぶかぶか」

「そりゃそうだよ……」

　いくら俺が小柄とはいえ男物を着ればデカいに決まってる。しかも歳は俺のほうが二つも上なんだよ？　わかってる？　完全に忘れてるよね？

　そ、それにしても……大きな上着を着ると、アレだな……。


　下はちゃんと水着なんだけど…………履いてないみたいに見えるな……。



「えっち」

「なななな、な、なにが!?　別にエロくねーし!!　てか姉弟子は家族みたいなもんだから別に欲情とか全然しねーし！」

「八一がえっちな目で見るから、この服きらい」

「じゃあ返してよ」

「やだ」

　わがままお姫さまは言いたい放題だ。もうわけがわからん……。

　俺をからかって気分がいいんだろう。

　姉弟子はハワイに来て初めて、弾はじけるような笑顔を浮かべると、
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「ほら。いこ？」

　そう言って、俺の手を取って歩き始めた。




　ホノルルの街は観光地なだけあって、さすがにこのくらいの時間でもまだ人が多い。

　お店も割とやってて、どこも繁盛している。

「……その中でも一番流行はやってるのが讃岐さぬきうどんのチェーン店って……」

「ちょっとガッカリですよね……」

　白人が並びまくってる○亀製麵の建物を横目に見ながら、姉弟子と俺は特に何かを目指すわけでもなく、夜のハワイを探検した。知らない街を一人で歩くのは心細いけど、二人だと不思議なくらいドキドキする。

　通りをぶらぶら歩いていると、姉弟子がアイスクリーム店の前で足を止めた。

「アイス食べたい」

「この時間に？　太りますよ？」

「日本はたぶんお昼だもん」

　わけのわからない理論で押し切ると、姉弟子は俺の貸したパーカーのポケットから勝手に俺の財布を取り出して、当たり前のように俺の金でアイスを購入。

　近くのベンチに腰掛けると、ご満悦の表情でそれを食べ始めた。ちょっとだけ俺にも分けてくれた……ちょっとだけな？

「おいしかったね八一」

「すっげー甘かったっすね」

　こっちに来てから出てくる食べ物が全部甘いんだが、いま食ったアイスは特に甘かった気がした。

　俺は立ち上がってカップをゴミ箱へ捨てに行く。

　ベンチに戻ると、腰掛けたままの姉弟子はこっちに向かって手を伸ばしてきた。

「……ん」

「あ……うん」

　姉弟子が伸ばしてきた手を俺は取り、お姫さまが立ち上がるのを助ける。

　歩き始めると、少し力を緩め……そして、さりげなく指と指とを絡ませる。

　将棋の戦型を決める時みたいに、互いに言葉を交わさずに、探るように形を決めて……組み合う。

　最も深い形に。


「「…………」」



　自分達がとても背徳的なことをしているような気がして、すごくドキドキした。封じ手をしたとはいえ対局が続いているのに対局者が女の子と手を繫いで夜の街を歩いているというのは問題かもしれない。

『でも……ここはハワイだから！』

　心の中で言い訳して、手を繫いだまま、誰もが振り返るほどの美少女と異国の街を歩く。

　男子の妄想が炸裂さくれつしたような状況だけど、現実だった。視界に姉弟子の横顔が映るたび、胸を締めつけられるような甘い痛みを感じた。

　子供の頃から何千回と握っている、姉弟子の手……。

　この手を握って、俺は将棋という広大な世界を冒険し続けてきた。

　どんなに暗い洞窟も、どんなに凶暴な怪獣でも、姉弟子と二人なら挑戦できた。二人でなら何も恐くなかったし、どこへだって行けると信じてた。

　でも、いつからだったろう？

　この手を放して互いに一人で歩き始めたのは……。




　結局、一時間ほど散歩してホテルに戻った。

　もう十二時近い。さすがに明日も対局があるから、眠れないにしろベッドに横になって頭と身体を休めなければならなかった。

　姉弟子を部屋の前まで送り届けると、ドアを開ける前に俺は言った。

「パーカー返してください」

「やだ」

「えー……」

　まあホテルの中だからもういいけどさ……買ったばっかりだっただけに、取り上げられてちょっと残念。男物だけどそんなに気に入ったのかな？

「そういえば姉弟子、誰かと同部屋なんですか？」

「私は個室。奨励会員だから誰かと一緒でいいって言ったんだけど、タイトル保持者ってことで気を遣われたみたい。どうしてそんなこと聞くの？」

「へ？　いや……あいは桂香さんと二人部屋だって言ってたから、姉弟子も誰かと同室なのかなと思って」


「…………こんな時でも小学生のことばっかり」



「は？　こんな時って？」

「ばーかばーか。ロリコンキング」

「だからロリコンじゃねーし！」

「証拠は？」

「はぁ？」

「……信じて欲しかったら証拠を見せて」

　そう言うと、姉弟子はドアに背中を当てるようにして俺と向かい合い──

　少し顎を上げて、目を閉じた。

「ッ……!!」

　こ、これって……！

　最初、てっきり姉弟子が俺をからかってるのかと思った。姉弟子があまりにもあっさりと、そんなポーズを取るから。

　けどすぐにそうじゃないことに気付いた。

　薄暗い廊下でも見て取れるほど姉弟子の首筋は赤くなっていて……睫まつ毛げが微かに震えている。

　だから俺には、姉弟子が本気だってわかったんだ。


　だってそれは────姉弟子が将棋で最大級の勝負手を放つ時と同じ反応だから……。



「か、からかわないでくださいよ！　明日も対局があるんです！　もう寝ますからね!?」

　結局、俺は姉弟子の勝負手を受けず、決戦を避けた。

　照れ隠しに少し怒ったフリをしてその場から逃げる。

　背中越しにこんな声が聞こえたような気がした。

「……やいちのばか」

　部屋に戻ってからもドキドキして暫く眠れなかった。

　それが将棋に勝てそうだからなのか、それとも他の理由かは、眠りに落ちるまで考えたけれどよくわからない。
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「封じ手は────[image: ]２四同歩」



　開封した封じ手を立会人が読み上げ、二日目の対局が始まった。

　名人の封じ手は盤上この一手なので予想通りだったが、封じ手が読み上げられた瞬間は、やっぱり心のどこかでホッとした感じがあった。昨夜の検討が無駄にならずに済んだから。

　その後の展開も俺の予想通りに進む。

　一日目に時間を使いすぎたと感じているのだろう。名人の指し手はテンポがいい。俺も読み筋だったこともあって、同じように早いペースで飛ばしていった。

　──持ち時間の差は三十分。終盤までこの差を維持できれば圧倒的に優位！

　そんな意識で指していった俺だったけど……途中で、はたと手が止まった。


「………………これって…………」



　いつの間にか出現していた局面をまじまじと見詰める。

　それは、俺が昨夜砂浜を歩きながら真っ先に頭に浮かんだ局面……あまりにも自分にとって都合がいいため『これはないな』と否定した、まさにその局面だった。


「…………？」



　名人の顔をちらりと盗み見る。

　盤の向こうに座るその人は、悠然と眼鏡を磨いていた。悲観や焦りは感じられない。『形勢は悪いけど、もう仕方がない』と割り切っているような感じもなかった。

「？？？」

　相手の考えが全く読めず、俺は盤に顔を寄せて現局面を確認する。

　──何か罠わなが張ってあるのか……？

　自陣の隙を探してみるが、こちらは穴熊。そこまでガチガチに組んでいるわけじゃないので無敵とまでは言わないが、少なくとも敵陣よりは固い。罠の類いは発見できなかった。

　守る必要がなければ、あとは攻める手だけを考えればいい。

　昨夜はここで検討を打ち切ってしまったが、それはここまで来れば自分が絶対に優位に立っているという確信があったからだ。百人棋士がいれば百人とも俺が優勢と言うだろう。それほどに差が広がっていた。

　自分だけいいカードを持った大富豪みたいな状況で、考えるのがすごく楽しい。そして考えるための時間もたっぷりある。

　ここで決めるくらいのつもりで長考の態勢に入った俺は──


　──………………え？



　考えるにつれ、盤に前のめりになっていく。眉間に皺しわが寄る。

　なぜなら。

　──攻める手が……無い？

　そんなはずはなかった。

　だってこっちは敵陣に竜も作ったし、角と金桂の二枚換え、手番だって握っている。これだけ有利な材料が揃っていれば、どうにでも料理できるはずだと思ってた。

　しかし同時にこうも思う。


　それらの材料も結局────作ろうとする料理に合わなければ無駄でしかない。



「ん……？」

　知らず知らずのうちに眉間に皺が寄り、前のめりになる。

　──難しいのか？　……これだけ有利な材料が揃ってるのに？　本当に？

　だが更に読むにつれて、難しいどころの騒ぎじゃないことが判明していく。

　どれだけ読んでも、俺が良くなる変化が見つからないのだ。ただの一つも。

　それはつまり……。


　──もしかして、これ…………悪いんじゃないか……？



　衝撃、などという言葉ではまだ温い。

　スゥ……と背筋が寒くなり、逆に頭や顔は息苦しいほど熱い。まるで風邪をこじらせた時のように気分が悪く、吐き気がした。胸はドンッ！　ドンッ！　と肋骨ろっこつが痛むほど跳ねていた。

　あまりにも激しい心臓の鼓動で声が震えてしまわないよう、俺は囁くような声で盤側に要求する。

「棋譜を……」

「どうぞ」

　手が震えないよう我慢しつつ、記録係が渡してくれた棋譜を受け取る。

　俺が確認したかったのは今までの手順じゃない。それは完璧に頭に入っている。

　確認すべきは符号の横に記されている数字──消費時間。


「ッ…………!!」



　数字を確認した俺は、思わず叫びそうになってしまった。

　二日目に入ってから名人が現局面までに消費した時間は、わずか十七分。

　一手に二分も使っていない。持ち時間が八時間もある将棋では実質ノータイムだ。

　俺はてっきり、名人が『仕方がない』と思って手を進めているのかと思っていた。不利を自覚して、一日目に消費した時間を取り戻そうとしているのかと。

　だが……違った。

　名人は不利を自覚してなどいなかった。


「…………まさか……」



　固く引き結んでいたはずの口から、勝手に言葉が漏れた。衝撃のあまり心から言葉が溢れたのだ。


　──まさか…………読み切っていた!?　……の、か…………!?




「ッ…………!!」



　記録係へ棋譜を返す。

　もう手の震えを隠すことはできなかった。

　薄い紙が、音がするほどに震えていた。

「失礼します。昼食のオーダーを……」

　ホテルスタッフがメニューを手にして対局室に入ってくる。

　正直、昼飯なんてどうでもよかった。そんなもん食べてるような場合じゃない。飯を食う時間を削ってでも考えたかった。

　……が、ここで昼を抜けば、俺の動揺を名人に悟られてしまうかもしれない……。

　いや、これだけ考えてる時点でとっくにバレてるんだろうが、それでも虚勢を張ることを選んだ。もはやそれくらいしか抵抗の手段が無い。

　俺はメニューを指さしながら、すぐに食べ終えられそうなものを注文する。

「これ……クラブハウスサンドを」

　一方、名人は食事を注文しなかった。

　──昼食を摂とらない？　どういうことだ……!?

　精神的に動揺している俺は、名人の『昼食注文なし』にすら過剰に反応してしまう。

　昼を食べないことなんて普通にある。朝ご飯を食べ過ぎてしまったからかもしれないし、タイトル戦じゃあ朝も夕方もおやつが出るから昼は食べなくてもいいと思ったのかもしれない。

　それ以前に、単にハワイの飯が合わないってことだって考えられる。

　しかし弱気になってしまった俺は、

　──もしかして……すぐに終わるってことか!?　そこまで悪いのか!?

　と、思い込んでしまった。

　形勢の悪化はダイレクトに心に響く。

　そして勝負とは……心が折れた時点で終わる。

　昼食休憩を含めて二時間以上考えたが、逆転の手は浮かばなかった。その時間は単に、自分の読みが完全に甘かったということを確認するためだけの時間だった。考えれば考えるほど心に毒が回り、戦意が削そがれる。

　対局が再開すると同時に俺は敵陣に対して歩を突いたが、虚勢でしかなかった。

　名人はそれまでと同じようにハイペースで手を進めていく。やはり読み切りだったのだ。

「ああ……」

　固いと思っていた穴熊が名人の歩によってボロボロに崩されていくのを、俺は他人事のように眺めていた。既に戦えるような精神状態ではない。ましてや逆転など……。

　紛まぎれを求めて攻め合いに出てみたものの、名人は間違えなかった。

　そして……九二手目。

　名人が俺の玉の横腹に金を打ち付けるのを見て、頭を下げた。

「……負けました」

　午後二時四五分──投了。

　一日目が終わった時点で必勝と思っていた将棋は、二日目のおやつが出る前に終わった。

　負けたのは俺だった。




「慌てずに！　ゆっくり入室してください！」

　俺が投了するのとほぼ同時に記者やカメラマンが対局室に雪崩なだれ込んできた。立会人が制止しようとするが、誰も聞こうとしない。

　報道陣は入室すると同時にシャッターを切り、そしてカメラを構えたまま、ベストなポジションを求めて殺到する。


　ベストポジション────　つまり、勝った名人の顔が撮れる場所を。




「…………」



　俺も名人も、俯うつむいたまま無言。身じろぎすらしない。できない。

　この場合、主催新聞社の観戦記を担当する記者が最初に質問する権利を有する。

　しかし、あまりにも対局者の……俺の落ち込みが激しく、部屋の空気が重いため、その記者も何も言い出せない。

　代わりに口を開いたのは会長だった。

「……普通に考えれば──」

　足の踏み場も無いほどの人混みの中、いつの間にか音も無く盤側に座っていた月光会長は、俺の心を代弁するかのように言う。

「……穴熊に組めて、二枚換えで、しかも飛車が成り込んで手番も握っているのなら……普通は、先手が良さそうなものですが……」

　その口調には純粋な驚きがある。

　スペシャリストとして一手損角換わりを指し続けてきた月光会長ですら、この手順で先手が悪くなるなど思いもしなかったのだ。俺と同じように。

「では、つまり──」

　ここでようやく観戦記者が口を開き、恐る恐る確認する。

「名人が角を打ち込んだ手が『マジック』だったということでしょうか？」

「マジック？　これはそんな生やさしいものではない」

　珍しく厳しい口調で即座に否定した会長は、畏おそれすら含んだ声でこう言った。


「これは…………奇跡です」
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　頭の中で音が鳴っていた。

「永世七冠へ向けて好発進ですね！　このままストレート奪取もありますか!?」

「次は先手番ですが、連勝への意気込みをお聞かせください!!」

「名人！　大記録を待ち望む国民の皆さんに何か一言!!」

　対局室の静寂は、俺が頭を下げた瞬間に破られた。

　廊下を走ってくる記者や関係者の足音。

　雪崩れ込んできた記者達がシャッターを切る音。

　そして名人への質問が、途切れることなく室内に響き続ける。

　負けた俺にも質問があったはずだが、それがどんな内容だったか、どう答えたのか、全く憶えていない。

　ただ……妙な音が鳴り続けていて、それがずっと気になっていた。

　名人は寄せられる大量の質問に淡々と答えていた。記録は意識していない、次も盤上真理を求める戦いに徹したいと、報道陣が求めるような派手な答えは決して口にしない。名人が何か言ったり駒を動かすたびに大量のフラッシュが焚かれ、カメラのピントを合わせる電子音が鳴り響いた。

　だがそれとは別の、低い、地鳴りのような音が響き続けている。

　感想戦を終え、部屋に戻ってからもその音は鳴り止やまなかった。

　雷鳴かと思って窓の側に立ち、空を見上げるが、雨は降っていない。外はいつのまにか夜になっていて、姉弟子と歩いた時と同じように、無数の星が瞬いていた。

　けれど昨夜は聞こえなかった音が、今ははっきりと聞こえる。

　──いったい何の音だろう？

　和服を脱ぐのも忘れ、窓辺に立ったまま、俺は呆然ぼうぜんとそのことを考え続ける。音の正体を。

　背後で人の気配がした。


「す、すみません……ノックしても、おへんじがなくて…………」



　あいだった。

　いつまでたっても打ち上げ会場に現れない俺を呼びに来たらしい。そういえば合い鍵を渡していた。それを使って入ったんだろう。

「あの……師匠？　気を落とさないでくださいね？」

　絞り出すように明るい声を振りまきながら、幼くて健気な弟子は敗北した師匠を励まそうとしてくれる。

「だいじょうぶです！　まだ一つ負けただけじゃないですか！　これから巻き返していけば、きっと──」

　そう言いかけて、あいは言葉を呑み込んだ。

　振り向いた俺の顔を見たから。

「一つ負けただけ……だと？」

　手に持っていた信玄しんげん袋ぶくろを床に叩きつけると、俺はあいに向かって叫んだ。

「あの将棋がそれだけだと本気で思ってるのか!?」

「ひっ……」

　怯おびえた表情を浮かべる、十歳になったばかりの弟子。

　あいのそんな顔を見るのは初めてだった。同じように、きっと俺も、あいが初めて見る表情を浮かべているに違いない。

　だが俺は止まらなかった。そのまま叫び続ける。

「あんな将棋を見せられてよく笑っていられるな!?　一敗で済む話か！　シリーズ中盤であれをやられてたら終わりだったぞ!?　俺の将棋観が根底から否定されたんだッ!!」


「しょ…………しょうぎ……かん……？」



「俺が読めていなかった手を指されたんならいい！　それならまだ修正できる！　読みの量を増やせばいいんだからな！」

　勝負所での時間配分を変えれば、読みの量を増やす事はできる。それはすぐに対応できる。

　だが──

「俺も読んでいた手を、読んでいたにもかかわらず即座に否定した手を指されて負けたんだ！」

　俺にとって一番あり得ない手。

　真っ先に思い浮かび、真っ先に否定した手。

　それが最善手だった。

「しかも俺が誰よりも研究してるはずの戦法を……その研究成果を、俺が育ててきた感覚を根底から否定されたんだぞ!?　名人はあの一局で、俺がこれまで指してきた何十万っていう将棋を全否定したんだッ!!」

　このとき俺はやっと、自分の頭の中で響き続けている音の正体に気付いた。

　それは──世界が崩壊していく音だった。

「時間が無い……一手損角換わりの研究を最初から全て洗い直すか？　いや！　名人が俺の一手損を受けてくれるという保証はない……そうなったら研究した時間がまた全部ムダになっちまう……！　くそっ!!　どうすりゃいいんだよぉッ!?」

　部屋の隅で立ったまま震えている弟子を放置して、俺は和服のまま床に座り込み、爪を嚙みながらブツブツと呟き続ける。

　名人は俺の最も深い急所を見定め、そこを斬ったのだ。

　音も無く。

　ザックリと。




　対局の翌日は、観光できなかった対局者のためにバスをチャーターしてのハワイ観光が予定されていた。

　だが俺は全ての予定を切り上げ、一人分だけキャンセルが出ていた早い便に乗って日本に戻ることにした。一秒でも時間が惜しかった。

　来た時には青空が広がっていたハワイは分厚い雲に覆われて、叩きつけるような雨が降っていた。




　音は今も鳴り止まない。
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「…………負けました」



　第二局は何の見どころも無く負けた。

　大阪おおさか市内のホテルで行われたその対局は、あの第一局から二週間しか時間がなかったということもあり俺おれの中では最初から『捨て局』と位置づけていた。

　だから敗北してもダメージは少ない。

　終局後のインタビューでも俺はこう答えた。

「次は先手番ですし、ここまでの二局で名人との対局にも慣れて間合いも摑つかめてきました。天てん童どうではもっといい将棋を指せればと思います」

　大阪対局ということで仲間の関西棋士がたくさん来てくれて控室で検討したり解説会を盛り上げようとしてくれたりしたんだが、見せ場の無い将棋ではそれも難しい。

　だが打ち上げはそれなりに盛り上がった。

　ＳＭ小説家の鬼沢おにざわ談だん先生なんかも来てくれて、俺のことはそっちのけで、久しぶりに会う姉あね弟子でしやあいと楽しそうに談笑していた。姉弟子はかなり迷惑そうにしてたけど……。

　意外な人との再会もあった。

「九頭竜くずりゅう先生、孫娘が大変お世話になっております」

「あっ……お久しぶりです」

　天衣あいのお祖父じいさんだ。

　晶あきらさんに付き添われたお祖父さんは、目立たない姿で会場を訪れると、俺の周囲から人がいなくなったタイミングを見計らって声を掛けてきてくれた。

「すみません。せっかくお越しいただいたのに、見所のない将棋を指してしまって……」

「いえいえ」

　お祖父さんはゆっくりと首を振り、

「私は将棋のことはわからないが、勝負事については多少の覚えがあります。九頭竜先生はこの対局で何かを摑もうとしておられたご様子。次の対局を楽しみにしておりますよ」

「そう言っていただけると……」

　心が軽くなった気がした。俺は周囲を見回しながら尋ねる。

「天衣も来てるんですか？」

「お嬢様はご自宅でお勉強中だ。ご自身の対局も近いからな」

　晶さんが言う『対局』とは、マイナビ本戦のこと。

　あいと同じ日に東京とうきょうで対局することになっている。

「……あんまり相手してやれなくて申し訳ないです。当日は東京まで付き添うつもりですので」

「ありがとうございます、九頭竜先生」

　お祖父さんは目を潤ませて俺の手をしっかりと握ると、

「天衣のこと、どうぞ末永く添い遂げてやってください。なにとぞ……」




　そして迎えた第三局。

　完璧な準備を整えて臨んだその対局は『将棋の街』山形やまがた県天童市で行われた。

　人口六万人ほどのこの街は将棋駒の生産地で、世界一将棋が身近に感じられる場所だ。

　春には『人間将棋』が行われる街としても知られている。

　天童駅には将棋資料館が併設されており、伝統産業である駒作りのことはもちろん、タイトル戦の状況なども詳しく解説されていた。

　特にこの竜王戦は、名人のタイトル百期と永世七冠が懸かっていることから『世紀の対決』と題されて、街の至る所にポスターや横断幕が。

　街そのものが竜王戦ムード一色で、天童駅に到着した段階から報道陣や将棋ファンがぞろぞろと対局場まで付いてくるような有様だった。

　対局場のホテル『滝の湯』にはその名も『竜王の間』という、将棋の中継を行うことを前提に設計された部屋があるほどだ。

　──いやが上にも気合いが入るシチュエーションだな……。

　必勝を期して『竜王の間』に乗り込んだ俺は、その部屋の主としてプライドの全てを盤上に叩たたきつけ、名人相手に一歩も退ひかず戦った。

　一局目も二局目も二日目午後の早い段階で将棋が終わってしまったが、この三局目は最終盤までギリギリの戦いが続いた。

　双方一分将棋。最後の叩き合いだ。


　──自玉に詰みはない…………いけるッ!!



　長い長いデッドヒートの果てにペースを摑んだ俺は、名人の玉を詰ますべく最後の力を振り絞って読みを入れる。

　だが──

　互いにアクセル全開で飛ばしていた局面で、いきなり変な手が飛んできた。

「んッ！　んんッ!?」

　本能的に危険なものを感じ、俺は盤に伸ばしかけた手を引っ込める。

　名人の繰り出したその意外な一手は……無意味なように見えて、何か危険なものを孕はらんでいるような予感がする、そんな嫌な一手だった。

　高速道路の真ん中に小石を置いたような、そんな手。

　──何だ……!?　危ないのか……!?

　それまで読んでいた一直線の変化に飛び込めば、名人の置いた小石によって盛大にスピンしてしまいそうな不安に襲われた。飛び込めば後戻りはできない。完璧に読む必要があるが……それには時間が足りなかった。

　──時間が欲しい！　あと三分、いや二分あれば……！

　ここで俺の中に邪念が浮かぶ。

　詰み筋では無い、別のある変化に飛び込めば、俺が喉から手が出るほど欲しい時間を手に入れることができる。そんな変化を思いついたのだ。

　しかしそれは『邪道』ともいえる方法。

　普段であれば絶対に採用しない、仮に他人が指せば軽蔑するような手だった。けど。

　──三連敗は絶対に避けないと……そして時間さえあれば勝てる！　だったら……！

　自分の美学と勝利への欲求の狭間はざまで揺れる感情。

　そうこうしているうちに記録係が時を刻み始める。

「ごじゅーびょうー。いち、にぃ、さん、しぃ──」

「……ええいっ！」

　指が勝手に動いたという感じで、俺はその変化に飛び込んでいた。

『千せん日にち手て』だ。

　同じ手順を繰り返せば、その間は時間を稼ぐことができる。

　千日手は同一局面が四回出現した段階で成立するため、三回目までは合法的に時間稼ぎができるのだ。

　そして仮に一手五九秒ギリギリまで考えたとすれば、自分の手番だけでもかなりの時間を稼ぐことができる。今の変化なら十分以上は確保できたことに。

　──詰みを発見するには十分な時間……！

　ギリギリまで粘りつつ手を動かしながら、俺は腰を据えて詰みを読み切ろうとする。

　しかし俺はこの時、大きな勘違いをしていた。

　そしてそれに気付いた瞬間……もう詰みを読むどころではない。


「…………あっ!?」



　繰り返される局面で、俺は相手に王手を掛けていた。




　──連続王手の千日手……!!




　普通の千日手は先後を入れ替えて再試合。

　だが連続王手の千日手は同一局面が四回出現した時点で王手を掛けた方が負けとなるのだ！

　つまり四回繰り返せば俺は負ける。

　相手玉を詰ます筋を探すのに集中するあまりそんな基本的なルールを完全に失念していた俺は、パニックになって盤側ばんそくの記録係に尋ねた。

「何回目!?　三回!?」


「…………」



「危ない!?」

　記録係は困ったような表情を浮かべるだけで答えようとしない。

　当然だ。この場合、何回目かは勝敗に直結する。答えてしまえば助言行為になりかねない。

　冷静な状態なら俺だってそのくらい理解できたはずだ。

　しかしギリギリの局面で、しかも時間稼ぎのため千日手手順に逃げ込んだという負い目がある心理状況では……もう何も考えることはできなかった。


「くっ……！」



　動揺したまま千日手手順から離れた。その手が大だい悪手あくしゅだった。

　指した瞬間にそれを悟り──


「ッ…………!!」



　全身から、ザアッと音を立てて血の気が引いていく。

　背筋から一気に汗が噴き出し……そして汗を吸った和服が急速に冷えて、まるで鉛のように重くなった。

　名人が深い溜め息を漏らす。

　それは明らかに失望の溜め息で……聞いた瞬間、恥ずかしさのあまり死にたくなった。

　名人が次の手を指すのと同時に、俺は頭を下げる。

「……負けました」

　形を整えることすらできない、棋譜を汚しただけの惨めな負け。文字通り『惨敗』だった。




「名人！　三連勝のご感想は!?」

「遂ついに永世七冠に王手ですが、応援している国民に何かメッセージを！」

　ＩＣレコーダやマイクを突き出した報道陣が、名人への質問を我先われさきにと浴びせつつ一気に押し寄せてきた。カメラを抱えた全員が先を争うように俺の背後に回り込む。

　将棋の対局の場合、敗者の方が報道陣をたくさん背負う。

　みんな勝者の顔を写したがるから。

　だから敗者はその間、うつむいて、頭の後ろでフラッシュが焚たかれ続けるのを、ただ待っていることしかできない。

　敗北という事実を……自分の弱さを嫌というほど突きつけられる時間だ。

　今回、名人の永世七冠とタイトル百期にリーチが掛かったということもあり、いつもの倍以上もその厳しい時間が続いた。

　名人は俺に気を遣って『最後の最後まで難しい将棋だった』『次も記録は意識せず盤上真理を追究したい』と語ってくれたが……だからこそ千日手に逃げた自分が恥ずかしかった。

　そしてやっと両対局者のインタビューが終わり──

「それではこの後、食事会場にて打ち上げを用意いたしております。ご準備が整われた方からご来場ください」

　ホテルの人の案内も、記者は誰も聞いていない。インタビューの内容を文字にしたり、名人からさらに言葉を引き出そうとするので必死だ。

　感想戦をする気になれなかった俺は、名人と少し言葉で最終盤の詰み筋だけ確認すると、さっさと駒を片付けた。

　記者と名人はまだ質疑応答を続けている。俺はこの場に必要なかった。だから名人を残し、一人で先に退室しようと立ち上がる。

　一歩目を踏み出そうとした、その瞬間。

「ッ……!?」

　グイッ!!

　と、後ろから引っ張られるような感覚。そして気付いた時には顔から畳に倒れ込んでいた。

　誰かが俺の和服の裾を踏んでいたため、引っ張られて畳に叩きつけられるように転んでしまったのだ。ダァン!!　……と大きな音がした。

　対局室に一瞬だけ静寂が戻る。

　全員の視線が、そのとき初めて俺に集まって──

　そうして畳の上に這はいつくばっていると、誰かがボソッとこう言ったのが聞こえた。

「……かわいそう」

　カッ！　と。

　怒りや恥ずかしさ、そして負けた悔しさといった負の感情が心の中で爆発して……じわりと目に涙が滲にじむ。


「…………」



　何も言わずに起き上がると、逃げるように自室へ戻った。もう誰も俺に注意を払おうとはしない。




　打ち上げに出る気にはなれなかった。

　俺は自室に戻ると、すぐに帰宅の準備を整える。

　負ったダメージは大きすぎたが、それでも次の対局に向けて少しでも多く準備の時間を確保しようと思った。勝てないにしても好勝負を演じることが対局者の義務だと思っていた。

　まだこの時は。

「……さすがに顔は出しておくか」

　部屋を出ると、大きなバッグを手に持ったまま打ち上げの会場を目指す。

　挨拶あいさつだけしておこうと会場に入ろうとした時。




「ま、あんなやつ失冠しっかんして当然だよ」




　中からそんな声が聞こえ、ドアの前で立ち止まった。よく知っている記者達の声だった。

　足がすくんで動けない。

「小学生の女の子を二人も弟子にして、おまけに一人を内弟子にしてるんだろ？」

「おままごとして将棋が強くなるとでも思ってるのかね？」

「あの名人ですら未いまだに弟子を取らず将棋に打ち込んでるというのになぁ。まだ人に将棋を教えられるほど強くないだろ」

「タイトルを獲とって、急に世間からちやほやされるようになって調子に乗ってるんでしょ。若いから仕方ありませんよ」

「タイトルといえば《浪速なにわの白雪姫しらゆきひめ》の女流玉座戦、また三連勝サンタテの防衛で決まりそうだな。無敗記録はどこまで伸びるかね？　ま、名人と同じで将棋の化け物だな」

「あの子は商品価値がありますから。九頭竜と付き合ってるって噂うわさもありますけど、さっさと別れて欲しいですよ」

「確かに。銀ぎん子こちゃんにはもっと話題性のある彼氏を見つけて欲しいね。芸能人とかだと話題になっていいんだがねぇ」

「将棋界も名人だけで持ってるところあるから」

「九頭竜の弟子の小学生もなかなかのルックスだから、女流デビューしたら人気出そうですよ。二人とも十歳でマイナビ本戦に出るくらい才能がありますし、ちゃんとした師匠につけるべきでしょ。そのほうがみんなのためですって」

「何にせよ、早く名人に永世七冠になっていただきたいよ。それをみんな望んでる。誰かあいつに教えてやってくれや」

「空気を読んで三連敗したじゃないですか」

「はは！　じゃあアレも棋界に貢献してくれてるってわけだ」

　言い返してもよかっただろう。

　むしろ勝負師として、言い返すべき局面だったろう。

　……だが、言い返せなかった。

　自分が弱いことも事実。幼い弟子と楽しく暮らしているのも事実。

『人に将棋を教えられるほど強くない』

　その言葉が胸に突き刺さった。図星を突かれたと思った。

　俺は何のためにあの子を内弟子にしたのか？

　自分よりも劣る存在を身近に置いて心の安定を得ようとしてるだけなんじゃないか？　かわいいペットみたいにあの子を扱ってるんじゃ？

　そんな疑問を否定することが、どうしてもできなかった。

　そのまま打ち上げに出ることなく、誰にも見られないようにホテルを出ると、俺は歩いて天童駅を目指した。

　タクシーを使うほどの距離じゃないし……それに、運転手さんに顔を見られて何か言われるのが嫌だったから。


「…………寒い……」



　晩秋の天童の夜は、底抜けに冷え込んだ。

　けれどそれ以上に……道すがら目にする将棋に関係したものや、竜王戦のポスターが、俺の心に氷柱つららみたいに突き刺さる。

　もう新幹線は仙台せんだいまでしか出てなかったけど、迷わず切符を買った。どこを見ても将棋が目に入ってしまうこの街から少しでも早く立ち去りたかった。


　誰もいないホームで佇たたずんでいると────写真を撮られた。



　観戦記者の鵠さんだった。

「……撮るんですね。残酷にも」

「仕事ですから」

　カメラを下ろした鵠記者は、コートのポケットからメモを取り出しながら言う。

「打ち上げ会場にいらっしゃらなかったので、もしやと思いタクシーを飛ばしました」

「よく見てますね」

「ええ。ずっと見てきましたから」

　確かに鵠さんは、この竜王戦を第一局から追い続けている。その熱心さは普段なら尊敬できるところだが……今はただウザいとしか思えない。

「なぜ、打ち上げに出なかったんですか？」

「敗者はひっそり帰るものなんですよ」

「本心をお聞かせいただけませんか？　私には……」

「……言わなくてもわかるでしょう？　あなたなら」

　鵠さんが敵じゃないのはわかってる。

　けど、さっきの記者達の会話を聞いてしまった後だと……。

「好きなように書いておいてください」

　立ち尽くす鵠記者をホームに残し、逃げるように仙台行きの新幹線に乗った。




　翌日の始発が出るまで、仙台駅前のネットカフェで時間を潰つぶした。

　対局者用の豪華な部屋とは雲泥の差の、椅子しかないような狭くて汚いボックス席で、眠らずにずっと漫画のページをめくっていた。内容は頭に全く入ってこなかったけど、負けた将棋のことを考えずにいることはできた。

　みじめだった。
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「師匠。お帰りなさいませ」

　玄関先で俺を迎えた弟子は、いつもの明るい表情だった。

　俺が惨敗したことは、もちろん知っているんだろう。

　失冠まであと一敗……角番かどばんまで追い込まれた師匠を刺激しないように振る舞っているのがわかって、俺は逆にイラついた。

　そんな感情が露骨に顔に出たんだろう。あいは怯おびえるような声で、

「あ、あの……お食事のご用意と……あと、お風呂も入ってます……」

「……ああ」

「ベッドも整えてありますから……」

　返事もせず荷物を自室に放り込み、ドスドスと足音を鳴らして風呂と飯を済ます。

　俺の機嫌を察したあいは、その間ずっと和室にこもって姿を見せないようにしていた。物音一つ立てずに。

　その距離感は正直、ありがたかった。

　今の俺はあいが何をしようとも妙に腹立たしい……というよりも、自分よりも弱い存在を威圧することでしか自我を保てないような情けない人間に成り果てた自分のことが限りなく腹立たしかった。あいが目の前にいなければ、苛いら立だちをぶつけるようなこともない。

　だが、夜も七時を回った頃──


「あの…………師匠？　少し、よろしいです……か？」



「何だ？」

「っ……」

　俺の部屋に入ってきたあいは、怯える。

　まるでご主人様のご機嫌をうかがう奴ど隷れいみたいに卑屈な様子で、笑顔を浮かべようとしたり逆に真面目な顔を作ろうとしたり……。

　その全てが癇かんに障った。あんなに可愛がっていた弟子なのに。


「えっと…………あした、マイナビの本戦が東京であって……だから、その……将棋を……」



　あいはほとんど震えながらそこまで言うと、

「お、お疲れのところすみません！　一局、将棋をおしえてくださいっ！」

　叫ぶように一気に言い切って、深々と頭を下げた。

「……わかった」

「ッ！　あ、ありがとうございますっ!!」

　あいは飛び上がるように顔を上げる。その顔は、俺がこの部屋に戻ってから初めて見た、あいの本当の顔だった。まるで子犬のような……。

「よろしくお願いしますっ！」

　そうして始まった将棋は早々に形勢が傾いた。

　当然だ。今日の俺は緩めるつもりも指導するつもりもない。

　ただ一手でも早く相手を叩き潰つぶすことを目的に指していた。


「あっ…………く!!」



　劣勢に立たされたあいは、それでも限界まで粘ろうと、力を振り絞って指し続ける。

　だが盤面はもう逆転不可能な状況だった。

　将棋は力の差がかなりあっても、片方が攻めるのを諦め粘ることだけを考えて指せば、なかなか終わらないゲームだ。


「くぅぅっ…………はぁ……はぁ……！」



　あいは粘り続ける。

　俺がいつもより手加減せず叩き潰そうとするように、あいも形なり振ふり構わず粘る。盤に覆い被かぶさるようにして、顔を歪ゆがめながら、絶望的な局面と向かい合う。

　俺はそんなあいの全てに苛立ち、その苛立ちが指し手を荒くして、そんな荒い手を指した自分にさらに苛立って……最低の悪循環に陥っていた。

　もうこんな将棋は終わりにしたかった。

　時間の無駄でしかない。


　──……今の俺にこんなことをしてる時間は無いんだよ！



　そんなメッセージを込めて、荒々しい手つきで強引に攻め立てる。

　でもあいはそれに気付かない。一手でも粘ることだけを考えている。その無神経な振る舞いに、激しい怒りを覚えた。

　そして苛つきが頂点に達した瞬間。


「ッ…………!!」






　俺は音がするほど歯を嚙かみ締め、盤上の駒を右手でぐしゃりと崩していた。




「あっ……!?」

　それを見たあいは、最初は『信じられない』というような表情で、盤上の崩れた駒と俺の顔を交互に見返す。


　やがて…………顔から血の気が引き、真っ青になったあいは凍えるようにブルブルと大きく震え始め、悲鳴じみた声を上げる。



「しっ、しつれいしましたッ!!」

　あいは盤から飛び退のくように座布団から降りて土下座すると、震えたまま、しばらくそうして畳の上にうずくまっていた。


「あの…………お、お手洗いに…………ごめんなさい……」



　顔を伏せたままほとんど走るようにしてトイレに逃げ込むあい。

　ぐすっ……ぐすっ……と啜すすり上げる音が聞こえる。


　──……俺は…………どうして、あんなことを……？



　凄すさまじい自己嫌悪に襲われた。

　自分のしたことが信じられなかった。後悔しかなかった。

　あいにきつく当たりたいわけじゃない。

　今だって、いきなり盤面を崩すんじゃなくて、言葉で諭さとせばよかった。

『プロや女流棋士に対して無駄な粘りをするのは相手だけじゃなくて観戦してくれているファンに対しても失礼だから、勝ち目がなくなったら投了しないといけないよ』

　そう、言葉で教えてやればよかった。

『今は自分のための時間が欲しいんだ。だから悪いけど、今日はここで終わらせてくれ』

　そう、理由を話してやればよかった。

　なぜそれができないのか……どうしてあいにイラついてしまうのか。どうしてあいに苛立ちをぶつけることで発散しようとしてしまうのか……。


　──……追い詰められてるから、なんだろうな。



　そうとしか思えなかった。だとしたら──


「……このまま……一緒に暮らしているのも…………」



　そもそもが異常な同居生活だった。

　内弟子なんて時代錯誤だし、普通なら二人ともまだ高校生と小学生だ。血も繫つながってないそんな二人が一つ屋根の下で暮らせば、変な噂の一つや二つは立ってもおかしくない。

　──俺なんかと暮らしてたら、あいの経歴にも傷が付く……。

　決断を下せば、後は行動するだけ。

　スマホで必要な相手に連絡を取る。数本の電話で全てが終わった。

　やがてあいがトイレから出てきた。


「…………しつれい、しました……」



　目も鼻も真っ赤だが、涙の跡は綺麗に拭ってある。

　そのいじらしい姿を見ると、固めたばかりの決意が崩れそうで……俺は目を逸そらす。

　あいは和室には入らず、畳の手前に正座した。

　濃い緑色の畳の縁が、まるで結界のように俺とあいの居る世界を隔てる。

　視線を盤に落としたまま、告げた。

「明日のことは晶さんにお願いしておいた。天衣達と大阪駅で合流して、新幹線で東京へ行きなさい」

「……」

　あいは返事をしようとして口を開けるが、ぱくぱくと口を動かすだけで言葉は出てこない。

　声を出すと泣いてしまいそうになるからだろう。

　構わず先を続ける。

「それから、明日は対局が終わったらそのまま清きよ滝たき師匠の家へ行きなさい。俺のタイトル戦が終わるまで師匠の家でお世話になるように。荷物は明日のうちに送っておく」

　期間限定のように聞こえるが、もうおそらくあいがこの部屋に戻ることはないだろうと、俺はその覚悟をしていた。

　あいもきっと、そのことを感じ取っているんだろう。

　だからいつまでも返事をしようとしなかった。

　それがこの子にできる唯一の意思表示だった。

　その意思を押さえ込むように、俺は返事を迫る。

「わかったな？」


「………………………………………………はい………………」



　消えてしまいそうなほど小さな声で、あいは短く答えた。

　間違って竜王になってしまった憐あわれな男と、そんな男に憧れて女流棋士を目指した少女。




　これが、仮かり初そめの師弟が交わした最後の会話となった。
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　その日、雛鶴ひなつるあいは朝から無口だった。

「どうしたのよ？　チャレンジマッチや一斉予選じゃあんなに騒がしかったのに」


「……え？　あ、うん…………えへへ……」



　隣に座る夜叉神やしゃじん天衣に声を掛けられたあいは、曖昧あいまいな笑顔で曖昧な返事をする。

「……？」

　天衣は不審げな表情を浮かべたが、もう何も言おうとはしなかった。自分達を引率するはずだった八や一いちの不在についても、何も尋ねない。

　東京の将棋会館四階『雲鶴』。

『マイナビ女子オープン』と大書たいしょされた軸が床の間に掛けられたその対局室に、あいと天衣は初めて足を踏み入れる。


「し、しつれいしま…………えっ!?　天衣ちゃん……!?」



　ぺこりと頭を下げてから入室しようとしたあいは、びっくりして固まった。

　天衣がスタスタと室内を横切ると──当たり前のような顔で上座に着いたから。

　あいはもちろん、記録係を務める奨励会員も困り果てているが……天衣はそしらぬ顔で窓の外に見える鳩森はともり神社を眺めていた。

　やがて、天衣の対局相手である登龍のぼりょう花か蓮れん奨励会二級が入室。

「……僕の席がありません」

　高校の制服に身を包み、奨励会員の証であるオレンジの名札を胸に付けた花蓮は、ナップザックを背負ったまま立ち尽くす。

　声にも表情にも明らかに苛立ちがあった。

　そんな花蓮に、天衣は座ったまま声を掛ける。

「目障りよ。突っ立ってないで早く座って」

「君は研修生だよね？　しかも僕より年下だ。上位者には上座を譲るものだって教わらなかったのかい？」

「これは女流棋戦でしょ？　だったら奨励会員も研修生も関係ないじゃない。空いてたから座っただけよ……ま、譲って欲しいなら別に構わないけど」

「浅い挑発だね」

　花蓮はナップザックを下ろして下座に着いた。顔は笑っているが、上位者が開けるべき駒箱を天衣より先に摑んだあたり、怒りが見える。

　波乱があったものの天衣の盤では駒が並べられ、対局の準備が進む。

　だが、残りの一人……あいの対局相手はいつまでたっても現れない。

　時間ギリギリとなり、関係者が慌て始めた頃──

　ズダッ！　ズダッ！　ズダッ！　と荒々しい足音と共に、対局室の襖ふすまが凄まじい勢いで開け放たれる。


「…………」



　対局室に最後に姿を現した人物は室内を睥睨へいげいすると、「チッ！」と大きく音を立てて舌打ちをした。

「……このオレが、まさか小学生のガキと平ひら手てで指すハメになるとはな……」

　左手に扇子だけを握り締めて入室した女性は大股に部屋を横切ると、ただ一つ空いていた上座にドカリと荒々しい音を立てて腰を下ろす。

「ＪＳが二人に、奨励会員のＪＫが一人……へッ！　こんな小便クセェ部屋に閉じ込められたら将棋がおかしくなっちまうぜ」

　そう言い放つ本人も去年まではＪＫだったのだが、彼女が纏まとう勝負師のオーラが、そんな反論を封じ込めていた。

　月つき夜よ見み坂ざか燎りょう女流玉将。

《攻める大天使》の異名を持つ、当代最強の女将棋指しの一人。

　このマイナビも前回の挑戦者として予選をシードされている優勝候補の筆頭だ。タイトル戦では女王の銀子相手に三連敗を喫したが、しかしその実力を疑う者はいない。

　無論あいも、今日の相手がどれほど凄すごいかは知っている。

　それに月夜見坂がよく関西将棋会館の棋士室に来ていて、師匠である八一と親しいことも知っていた。

　だからこう思った。


　──……この人を叩き潰せば、きっと師匠も褒めてくれる……。



　大きな目を爛々らんらんと輝かせながら、あいは瞬きすらせずジッと月夜見坂を見る。

「……ガキがいっちょまえに睨みやがって。師匠クズと同じでムカつく目をしてやがる」

　挨拶もせず自分を睨にらみ続ける小学生に本能的な嫌悪感を抱いた月夜見坂は、

「オラ。さっさと駒、並べんぞ」

　ザラザラと豪快に駒を盤上に散らすと、女流玉将は相手と呼吸を合わせることすらせずバシバシ駒を並べ始める。あいも負けじと激しい駒音を立てた。

　隣でその様子に聞き耳を立てながら、天衣は思う。

　──勝ち気に逸はやりすぎてる……危ないわね。

　だが、天衣は何も言わなかった。目の前に座る奨励会員は、気を散らして勝てるような甘い相手ではない。

　月夜見坂とあいが駒を並べ終わり、記録係が超高速で振り駒を行って、あいの先手が決まる。

　そして──

「時間になりましたので、対局を開始してください」

「「よろしくおねがいします！」」

　三人の声が重なる。月夜見坂だけは無言であいを睨みつけていた。

　あいは自分を落ち着かせるように大きく深呼吸すると、


「はぁ──…………んッ!!」



　唇を引き結んで、飛車先の歩を突いた。

　月夜見坂もほぼノータイムで飛車先の歩を突き返す。それを見たあいは、迷わずさらに歩を突き伸ばす。

　そこで初めて、月夜見坂はあいに興味を持ったようだった。

「相掛かり、か。ガキが生意気に力戦志向か？　それともお師匠サマの猿さる真似まねか？」


「…………」



「まあいいぜ。女流で相居飛車はあんまり指せねぇからな。暇潰しくらいにはなるだろよ……っと！」

　月夜見坂はそう言うと、同じように飛車先の歩を伸ばしていく。

　獰猛どうもうな肉食獣の牙が絡み合うかのように、互いの駒が深く深く食い込んで──




　戦いは昼食休憩前という、異例なほど短時間で終局となった。


「………………ま、け…………まし……た……」




　絞り出すかのようにそう言ったのは────あい。



　完敗。

　手も足も出ないとは、まさにこのことだった。

　あいは居玉のままノーガードで突撃した。

　一方、月夜見坂も居玉のまま斬り合いを選択。得意の空中戦で小学生に怯ひるんだ戦いは見せられないとばかりに、ほぼ全ての指し手を十秒以内に着手した。

　その速度に張り合って、あいも早指しで対抗。

　チキンレースのように双方が限界まで飛ばしていたが……次第にあいの手が止まるようになり、そしてそのまま押し切られた。

　あいの強みは、読みの速度と量。

　経験で勝る相手にも圧倒的な『量』をぶつけることで競り勝ってきた。

　口にはしないが、あいはそれが自分の強みだと自信を持っていた。普段、八一と一緒に詰将棋を解いていても、互角以上の速度で正解に辿たどり着けているのだから。

　──わたしは読みの速さと正確さなら誰にも負けない！

　決して口には出さないが、あいはそう確信していた。

『自分が一番強い』という思いは、勝負師ならば誰もが持つ。それが無ければ自分の読みに自信を持てないから、勝てない。

　しかしこの対局で、月夜見坂はあいの読み筋にない手を何度も指してきた。一瞬で。

　そしてあいは月夜見坂が指した手を読み、驚かされる。

　──わたしが読んでた手よりも……こっちのほうがいい!?

　そんな経験は、あいにとって初めてで……。

「意外、ってツラしてんな。女相手に読み負けたのは初めてか？」

　月夜見坂に指摘され、あいはハッと顔を上げる。

「オメーの読みは『浅い』んだよ。手当たり次第に読んでくからムダ読みが多い。読みの量は多いが、そのほとんどがゴミだ」

「……」

「手が広い力戦型の将棋なら、相手の読み筋に無い手を指して動揺を誘える。今まではそれで勝てたんだろうが、オレにそれは通じねぇ。なぜならオレはムダ筋を一瞬で切り飛ばして最善手さいぜんしゅを見抜けるからだ。何でそれができるか、わかるか？」

　黙って聞いているあいに、月夜見坂は尖とがった歯を見せながら言い放つ。

「それが感覚センスだ。将棋の才能ってやつさ」

　あいだけではない。

　月夜見坂に同じような負け方をした人間は、皆その差を思い知らされる。

　早指しの月夜見坂にノータイムで吹っ飛ばされ、決して超えられない才能の差を見せつけられて将棋を辞めてしまう者が続出した。

　華麗な空中戦で、翼を持つ者とそうでない者の違いを残酷なまでに思い知らせる。月夜見坂が『天使』と呼ばれる真の理由はそこにあった。

　命を絶つ存在としての天使。

　死の天使。つまり死に神。


　それが《攻める大天使》────月夜見坂燎。



「ハッ！　雷いかに勝ったっつーからどんな天才かと思えば、ナンだよ。こんなモンかよ。感想戦をやる箇所もねーな」

　月夜見坂はそう言い放つと、ぐしゃりと片手で盤面を崩し、摑つかんだ駒を片づける。

　その動作は奇くしくも、前日に八一が見せたものにとてもよく似ていて……敗戦で傷ついたあいの心を、二度、抉えぐった。


「っ…………」



　あいは何も言い返せず、正座して俯うつむいたまま膝を握り締めていた。せめて敵の前でだけは涙を見せないよう、唇を嚙んで堪こらえていた。

　駒を片づけてさっさと立ち上がった月夜見坂は、片手に持った扇子をあいに突きつける。

「おい。小学生」

　顔を上げたあいを遙かに高い位置から見下ろしながら、月夜見坂は言う。

「オレは小学生名人戦でオメーのお師匠サマと決勝で戦ヤった。もちろん平手で、だ」

　それは、八年前の小学生名人戦決勝──

　その対局で月夜見坂は二歳下の八一に敗れたが、今でも小学生名人戦史上に残る決勝戦だと評価されていた。

　準決勝まで残った四人が全員プロ棋士や女流棋士として活躍していることからも、その年の小学生名人戦のレベルの高さがうかがえる。

　月夜見坂燎はそれほどに才能豊かで……格段に強かった。

「オメーはお師匠サマとどんな手合いだ？　飛車落ちか？　二枚落ちか？」


「…………」



「ま、平手でやってたって別に怖かねーけどよ。あんなクズ、どーせ名人にボロ負けしてるザコなんだからよ。ハッ！　三連敗とか弱過ぎんぜ。角落ちでも負けるんじゃねーの？」

「ッ……!!」

　あいは悔しさに唇を嚙み、小さな両手が震えるほど膝を握り締める。

　だが、何も言い返せない。

　言い返せるほど強くはないし……ここで言い返せば、自分ではなく師匠に迷惑がかかってしまうから。

　だからあいは何も言わず、ただ、燃えるような目で月夜見坂を睨みつける。

　そんなあいを冷酷な視線で見下ろしながら、月夜見坂燎女流玉将は言った。

「手合い違いだ。失せな」
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「ちょっ……！　あ、あいちゃん!?　大丈夫!?」



　晶に抱えられるようにして玄関前まで運ばれてきたあいを見ると、桂けい香かは靴を履くのも忘れて外へ飛び出した。

　ぐったりしているあいを受け取り、家の中に運び込んで玄関の上がり框がまちに座らせると、父親がハワイに履いていったビニサンを突っかけて再び外に出る。

　家の前に横付けされたタクシーの後部座席には天衣が座っており、さっきまでその隣にはあいも座っていたのだろう。後部座席のドアは開け放たれたまま。

　そのドアの横に、良く訓練された大型犬のように晶が立っている。

「わざわざ新大阪からタクシーでここまで付き添ってくれたの？　今、お金を──」

「いえ！　交通費は主あるじから支給されておりますので、お気遣い無きよう」

「でも……」

「いらないって言ってるでしょ。貧乏人は素直に施されていればいいのよ」

　腕組みをした天衣は明らかにイラついた様子で、

「まったく！　東京の連盟でボロ負けしてから泣き通しで……鬱陶うっとうしいったらなかったわ！　泣くくらいなら、あんな将棋を指さなきゃいいのよ！　タイトル保持者ホルダー相手にただ突っ込んで行けば負けるなんてわかりきってるじゃない……！」

「仕方が無いわよ。相手はあの月夜見坂さんだったし、それに──」

「相手が誰だろうが自分がどんな状態だろうが、将棋を指す以上は勝たなきゃ意味が無いわ。言い訳したって何かが変わるわけじゃない」


「…………そうね。うん。その通りだわ」



「？」

　素直に同意され、拍子抜けしたように言葉を呑む天衣。

　やがて「フン」と鼻を鳴らすと、

「晶。帰るわよ」

「あっ！　ちょっと待って！」

「……何？」

「一回戦突破おめでとう。それから……ありがとう、勝ってくれて」

「は？　どうして礼なんか言われなくちゃいけないわけ？」

「だって……弟子が二人ともここで負けちゃったら、きっと八一くん、立ち直れない。だから勝ってくれたんでしょ？　対局前にあんな盤外戦術を仕掛けてまで──」


「ッ……！」



　天衣は慌てて視線を逸そらし、表情を見られないよう俯いた。

「さっきから家の中で銀子ちゃんと今日のあなた達の将棋を検討してたの。あいちゃんの将棋は、ちょっと残念だったけど──」

　あいに聞こえないよう声を落としつつ、桂香は天衣に言う。

「あなたの将棋は凄かった。関東の奨励会員を相手に、『絶対に負けない』っていう将棋を指してた。相手よりも固く囲うなんて、あなたの棋風じゃないのに……プライドに反してまで、勝つことに拘こだわってくれた。素直に尊敬するわ」

　天衣は今日、登龍花蓮との対局に勝利していた。

　関東の奨励会は関西よりも人数が多く、それだけに昇段も難しい。

　花蓮は未だ有段者ではないが、その実力は二段の銀子ともそれほど離れてはいないし、女流タイトル保持者とも互角に渡り合えるだろう。大金星といえた。

「強い相手と戦う時に守りを固めるのって、実は攻めるより難しいものね。いくら受けが得意だからって、先に攻められる恐怖は変わらないし……」

　そんな恐怖から目を逸らす、最も簡単な方法。

　それは──攻めること。

「将棋は一手一手のゲームだから、こっちが攻めれば相手は受けてくれる。攻めてる間は恐怖から目を背けられる……けど、その代償は大きいわ。攻めが切れれば、その瞬間に負けてしまう。ちょうど、今日のあいちゃんの将棋がそうだったみたいに」

「別に……受けを重視した方が勝ちやすいと思っただけよ。情報の少ない相手と戦うためには流れ弾に当たらないよう固く囲った方がいい。当然でしょ？」

　未知の研究に嵌はまらないよう、天衣は慎重に慎重に駒組みを展開し、相手よりも常に『少しだけ指しやすい』状況をキープし続けた。

　そして痺れを切らした花蓮が暴発するのを待ち続けた。

　本来の花蓮であれば天衣の狙いを察知して持久戦に持ち込んだはず……だが、対局前の挑発によって冷静な判断力を欠いていたことと、小学生である天衣を侮ったことにより、予想外の敗北を強いられたのだ。

　終局後、花蓮は唇が紫色になるほど青ざめ、背中を丸めて盤の前にうずくまったまましばらく立ち上がれなかった。

　小学生の研修生を相手に一瞬たりともリードを奪えなかったという事実が、自信という名の彼女の背骨を粉々に砕いてしまったのだ。

「銀子ちゃんもね？　褒めてたのよ。今日のあなたを」


「…………」



「『将棋はまだ弱い。けど、気持ちが強い』って」

「ッ!!」

　爆発したように天衣の顔は真っ赤になる。

　赤面の理由は怒りか、それとも──

「うるさいうるさいうるさいッ！　ざ、雑魚ざこのくせに人の将棋を偉そうに論評してんじゃないわよ！　私は私のために勝ったの！　他の誰のためでもないし、ましてやあんな弱いクズ師匠のためなんかじゃないわ！　勘違いするなッ!!」

　夜叉やしゃのように鋭い目で桂香を睨みつけると、

「空そら銀子に伝えておきなさい……もっと真剣に私の将棋を見ておかないと、すぐにタイトルを一つ失うことになるってね」

「中にいるから自分で言ったら？」

「戦う相手とは馴なれ合わない。同門といえどもね」

　マイナビの頂点である『女王』は銀子が保持している。

　仮にこのまま天衣が勝ち上がれば、五番勝負で二人が争うことになる。

　桂香は思い出したように、

「そういえば、これで女流棋士の申請資格も手に入ったわよね？　そっちについてもおめでとう。すぐ申請する？」

「……今のところ、そのつもりは無いわ」

「早く申請しておいた方が昇段に有利よ？」

「興味無いわね」

　天衣はサバサバとそう言ってから、小悪魔のような笑みを浮かべ、

「それに、こういうのも面白いじゃない？　女流棋士には無敗の《浪速の白雪姫》が、アマチュアの小学生に負けて失冠するなんて──」

「やっぱり優しいじゃない」

「は？」

「譲ってあげるんでしょ？　一番弟子を、あいちゃんに」

「ッ……!!」

　小悪魔のような笑みを浮かべたまま固まる天衣。

　桂香は「んー」と下唇に人差し指を当てて、記憶を探るように言う。

「そんなに待たなくても大丈夫なはずよ？　今日は残念だったけど、あいちゃんも研修会で連勝すればＣ１に上がれたはずだから。あとは八一くんの状態が──」

「かっ！　勝手にッ!!　わけわかんないこと言ってんじゃないわよッッ!!　このっ……勘違いババアッッ!!」

　天衣は黒髪を翼のように搔かき上げ、ドアをイライラと蹴飛ばしながら、

「晶ッ！　さっさと車に乗りなさい!!　置いて行くわよ!?」

「は、はいお嬢様ッ！　あの……桂香さん、失礼いたします！」

　深々と頭を下げると、晶は慌ててタクシーの助手席に滑り込んだ。

　走り去るテールランプを見送りながら桂香は苦笑を浮かべ、

「……やれやれ。素直じゃないわね」

　それから、まだ靴も脱がずに玄関でうずくまっているあいに聖母のような笑顔を向ける。

「あいちゃん。まずはお風呂に入って、それから何か食べましょ？　そして落ち着いたら話してちょうだい……昨日から何があったのかを」




　桂香があいのために作ったのは『肉吸い』という料理だった。

「簡単に言えば、肉うどんのうどん抜きなんだけどね？」

　どんぶりに満たされたツユは、確かに関西風うどんのもの。

　だが麵は入っておらず、その代わりにたっぷりの肉と、とろとろの半熟卵が入っている。

「簡単に作れるし、温かくてお肉たっぷりでガッツも出るしね！　弱った身体にちょうどいいのよ。これならお腹なかに入るでしょ？」


「…………」



「八一くんや銀子ちゃんが将棋に負けて、泣き疲れて帰って来た時には、必ずこれを作ってあげてたの」


「………………ししょう……が……？」



「そうよー？　今だって、うちに来ればいつでも作ってあげるのにね……」

　温かみのある苦笑を浮かべながら、桂香は昔を懐かしむように、

「二人とも将棋に負けると、勝つまで絶対に盤から離れなかったもの。泣きながら飲まず食わずで指し続けるから家に帰る頃にはフラフラになってて、食べ物が喉を通らなくなっちゃってるのよ。ね？　銀子ちゃん？」

「……」

　桂香に声を掛けられた銀子は、一人だけ離れた場所で興味なさそうにスマホをいじっている。

　あいと絡むつもりはないが、あいの話は気になるらしい。

　そんな銀子の態度に苦笑すると、桂香は再びあいに声を掛ける。

「食欲が出たら、卵かけご飯を一緒に食べると美味おいしいわよ。特製の醬油しょうゆがあってね？　それを掛けると魔法みたいに美味しくなるんだから！」


「…………たべたい」



「うん！　ちょっと待ってて！」

　桂香はパタパタとスリッパを鳴らして台所へ行くと、慣れた手つきで卵かけご飯を作って戻って来る。

　そしてあいが料理を食べ終わるのを優しく見守っていた。

「それで、あいちゃん？　よかったら何があったか教えてくれる？　八一くんからは『タイトル戦が終わるまで弟子を預かってくれ』としか言われてなくて」


「………………わたしが…………わたしが、わるいんです……」



　あいは再びぽろぽろと涙をこぼしながら、


「し、ししょうが……たいへんなときに…………わがままをいって…………いっ、いままでずっとごめいわくを、おかけして…………けど、わたし……なにもできなくてっ……！」



「そんな……あいちゃんは迷惑なんてかけてないわよ？　それどころか、あいちゃんが来てくれてから八一くんの勝率だって上がってるんだもの」


「…………だめです……わたしがいると、ししょうが…………」



　あいはぽつぽつと、囁ささやくような声で言葉を紡つむいだ。

　そして話が八一の状況に及ぶと──


「ッ……！　八一くん、そこまで……」



　桂香は絶句した。想像以上に八一は追い込まれていた。

「……」

　聞き耳を立てていた銀子も、スマホをいじっていた手元が動かなくなっている。

　あいの話が終わると、桂香は努めて明るくこう言った。

「とにかく……しばらくは、そっとしておきましょう。こういうのは自分で乗り越えるしかないから。それに、あいちゃんがうちで暮らしてくれると私も嬉うれしいしね！」


「…………ありがとう、ございます……」



「いいのよお礼なんて。それより今日はもう寝ましょ？　うちの親も順位戦で遅くなるし、それにどうせ終わってからどっかで飲んで帰ってくるだろうから」

　桂香はそう言って、あいを連れて二階へ。

　子供部屋の二段ベッド──かつて八一が寝ていたベッドにあいを寝かせると、電気を消す前に桂香は尋ねた。

「あいちゃん。何か必要なものはある？　何でも言っていいのよ？」


「…………じゃあ──」



　あいがいくつかの品物の名前を口にすると、桂香は驚いたように目を見開き……その目が涙で潤む。

　必ず用意してあげると言うと、あいはそこで初めて弱々しい笑顔を浮かべた。

　いじらしくて、切なすぎて、桂香は涙を堪こらえるので精一杯せいいっぱいだった。

　あいが目を閉じると、すぐに寝息が聞こえた。

　桂香は明かりを落として、そっと襖を閉める。

　そうして二階から一階に降りると──

「あら？」

　銀子が玄関から外に出ようとしているところに出くわした。今日は泊まっていくと思っていたのに……。

「銀子ちゃん？　こんな時間にどこ行くの？」

「ちょっと連盟に忘れ物。そのまま家に帰るから、今日はもうここには戻らない」

「明日にしたら？」

「誰かに盗とられるとイヤだから」

「今は逆効果だと思うけど？」

「……行ってきます」

　銀子はそそくさと家を出て行き、見送った桂香は苦笑しつつ肩をすくめるのだった。
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　あいの居ない部屋は、やけに広く感じた。


「………………広すぎる……」



　寝室でパソコンを操作しつつ、俺おれはそう呟く。部屋の広さを言ったんじゃない。将棋の広さに嫌気が差したのだ。

　自分の感覚が信じられなくなった俺は、将棋ソフトを使って今までの研究手順を全て精査していた。

　既にトップ棋士と同等以上の棋力を持っているソフトならば、その時のコンディションや感情に左右されることのない正確な答えを教えてくれるはず。

　そして確かにソフトは様々さまざまな答えを出してくれた……のだが。

「……ダメだ。かえって効率が悪い」

　一手損角換わりの研究手順、そのごく一部をソフトにかけて調べた時点で、俺はこの手法に行き詰まりを感じていた。

　調べるべきことが多すぎるし……ソフトと人間は感覚が違いすぎるので、どうしてその答えが導かれるのかを理解できず、答えを丸暗記することになる。

　結局、一夜漬けの試験対策と同じだ。根本的な棋力向上にはほど遠い。

「……『次はこの戦型の、この手順が出ます！』って範囲が限定されてるなら多少は有効かもしれないけど、真剣勝負にそんなもんあるわけがない……しかも名人は居飛車振り飛車どっちも指せる真のオールラウンダーだからな……」

　いくら俺が自信を失っているとはいえ、こんな方法で名人に勝てると思ってしまうほど落ちぶれちゃいなかった。

「けど……だったら、他にどんな方法がある……？」

　自分の感覚が信じられない以上、今の俺が頼れるのはソフトしかない。他には何も……。

　ブルッ、と身震いする。

「寒いな……もう十一月だから、当然か」

　エアコンを付けるか、それとも風呂を入れるか……いつもなら自分で悩む前に、あいが『師匠！　お風呂の用意ができましたー♪』って言いにきてくれたんだよな……。

　そんなことを考えていると、インターホンが鳴った。


「…………？」



　こんな時間に誰だ？

　黙って様子をうかがっていると、鍵を使ってドアを開けようとする音が聞こえた。

　一瞬、心臓が跳ねる。

　だが──

「八や一いち？　入るわよ」

　現れたのは、俺の心に浮かんだのとは別の少女。銀色の髪の──

「姉あね弟子でし？　何しに来たんですか？」

「何って……」

　姉弟子はちょっと不満そうな表情を浮かべたものの、すぐにいつもの無表情に戻る。

「別に？　近くまで来たから寄ってみただけだけど？　さっきまで連盟で研究会をやってて。そういえば八一、今日のマイナビ本戦の棋譜は？　見た？」

「……いや、見てないです。今は自分の将棋に集中すべきだと思うんで」

「そうよね。私もそれでいいと思う」

　姉弟子はあっさりそう言ったが……実は気になって棋譜だけ見ていた。

　天衣あいは勝った。強い勝ち方だった。

　けど……あいの将棋は明らかにバランスを欠いてた。

　その原因が何なのかは俺が一番よくわかっている。

　だから棋譜を見てしまったことを後悔した。

「いま一番大変なのは八一だもん。だから八一は自分のことに集中すればいい。小学生の世話なんてやってる場合じゃないわ」


「…………」



「私は八一を理解してるから。だから八一が決めたことを応援する」


「…………どうも」



「うん」

　姉弟子は嬉うれしそうに頷うなずくと、そのままぽすんとベッドに腰を下ろした。

　居座るつもりなのか……。

　あいを師匠の家に預かってもらうという俺の決断を応援すると言いつつ、逆に自分は居座るというこの矛盾。どういうつもりなの？

　とりあえず、気にせず研究を続けようとするも──

「……見られてると気になるんですけど？」

「何か手伝ってあげようか？　私にしてほしいこと、ある？」

「別にないです」

「そ」

　姉弟子は素っ気なく頷くと、ベッドに腰掛けたまま足をぷらぷらさせる。

　……気にしない気にしない。

　俺はパソコンでの研究に集中する。集中、集中……。

　そのうち姉弟子は本棚から勝手に棋書を引っ張り出すと、ベッドに寝転がってそれを読み始めた。

　ページをめくる音と、そして寝返りを打ったりして衣きぬ擦ずれする音が聞こえてきて……妙に悩ましい。自分のベッドにセーラー服の美少女が横になっているというシチュエーションが、こっちの集中力を著しく削そいだ。

　やがて本を読むのにも飽きたのか、姉弟子は寝転がったまま声を掛けてきた。

「何か食べるもの作ってあげようか？」

「食べられるものが作れるんですか？」


「作れるもん…………卵かけご飯とか」



「自分で作るからいいです」

　それで話を打ち切って、作業に集中する。姉弟子はベッドでごろごろする。俺の枕を抱いたり叩たたいたりして遊ぶ。

　五分くらいするとまた声を掛けてきた。

「ちょっと休んだら？　疲れてない？」

「疲れてない」

「コーヒーでも淹いれる？」

「結構です」

　むぅ、と姉弟子は少しムクれたようだった。無表情なんだが、長い付き合いの俺には何となく姉弟子の機嫌がわかる。

　何なんだホントにもう。早く帰ってくれないか？

　そうやって衣擦れの音を立てながらベッドの上に寝てられると……さすがに俺だって心を乱される。


　──……ただでさえ今は周りから色々いろいろと言われてるのに。



　第三局の打ち上げの席で聞いた言葉が甦よみがえり、無性に叫びたくなる。

　そんなこっちの気も知らず──


「…………あのさ、八一」



　俺の枕を抱きながらベッドの上でごろごろしてた姉弟子は、枕で顔を隠したまま、それまでよりも固くて小さな声で囁ささやいてくる。


「……本当に…………私にして欲しいこと、ないの？　今なら特別に…………何でもしてあげるよ？」



「何でもって？」


「…………………………ハワイの続き、とか……」



　ハワイ。


　その単語が耳に入った瞬間、あの忌まわしい敗戦の記憶が生々しく甦り────あの時から頭の中で鳴り続けている音が急に大きくなった。耐えられないほどに。そして。



　俺の中で何かが切れた。

「……あのねぇ」

「なに？」

「俺のことは放っておいてください。俺は俺のタイトル戦があるし、姉弟子だって女流玉座の防衛戦があるでしょ？　協力してくれる気持ちは嬉しいけど、今はお互いのことに集中した方がいいと思うんです」

「私はいいわよ。どうせ負けないし。だから八一のサポートをしてあげる」

「……ああもう！　わかんねェのかよ！」

　俺は椅子から立ち上がって、ベッドの上で横座りしている姉弟子を見下ろしながら叫ぶ。

「俺と一緒にいると姉弟子まで悪い評判が立つんですよ！　そういうのウザいでしょ!?　だからせめてタイトル戦のあいだは距離を置くべきだって言ってるの！　こっちが気を遣ってやってんだから察してくださいよ!!」

「言わせておけばいい！　何を弱気になってるの!?」

　姉弟子もベッドから起き上がり、俺に対たい峙じする。

「そんなの今までだってさんざん言われてきたじゃない！　それを実力で黙らせてきたんじゃない！　タイトルを獲って──」

「そのタイトルを失いかけてるんじゃねえか！」


「だから…………もうっ!!」



　姉弟子はイライラと叫ぶと、俺の腕を摑つかんで言った。

「タイトルなんて無くなったっていいでしょ!?　八一がタイトルを失って、それで離れてくような連中なら最初からいらない！　タイトル獲ってから近づいてきた連中なんてみんないなくなればいいっ!!」

　タイトルなんて……いらない？

　何を言ってるんだこの人は？

　タイトルがあるからこそ、俺と姉弟子が一緒にいても許されるんだろ？　そのバランスが崩れたら、こうして一緒にいることすら許されなくなるんだろ？

　俺が何のために苦労してると思って──

「私はずっと八一と一緒にいた！　これからもずっと一緒にいる!!　昔みたいに二人で強くなればいいじゃない!!　それじゃダメなの!?」


「…………」



　二人で強くなる？

　俺と姉弟子で？　子供の頃みたいに？

　そんな……そんな簡単に強くなれるなら……こんなに悩んでねえんだよッッッ!!


「…………姉弟子がいたって、それでどうなるんですか？」



「は？」

「たかが奨励会員に何ができるってんだよ」

「ッ……!!」

　最初、姉弟子は『何を言われたかわからない』って顔をしていた。

　けどすぐにその灰色の瞳は、姉弟子が激した時に見せる薄い青色に変わっていく。俺の腕を摑んでいた姉弟子の手が、震える。

　俺は俺で興奮していたから止まらない。

　追い詰められている焦燥感、あいへの後ろめたさ、自分の不甲斐ふがいなさ、そしてハワイで負けて以来鳴り続けているあの音をかき消すために、姉弟子に向かって叫び続けてしまう。負の感情をぶつけ続けてしまう。

「俺が誰と戦ってると？　あの名人ですよ？　三段リーグも経験してないような温ぬるい将棋とは何から何まで違うんです。姉弟子と一緒に研究なんてしたら、それこそ勘が鈍っちまう。ソフトを使って一人で研究したほうがよっぽど効率がいい──」

　そこまで言って、俺は固まった。

　姉弟子の目に……溢あふれそうなほど涙が溜たまっていくのが見えたから。

　──やばい。言い過ぎた。

　俺は慌てて優しい声を出す。

「あ、姉弟子。ごめ──」

　だが、涙は零こぼれなかった。

　代わりに拳が飛んできた。

「死ねッ!!　頓とん死ししろドクズッ[image: ]」

　石みたいに固い拳が鼻面に叩き込まれ、俺は床に転がる。体重の乗った本気パンチだった。

「さっさと死ねッ!!　死んじゃえバカやいちッッ[image: ]」

　倒れた俺に容赦ないサッカーボールキックを連発。尖とがった爪先がみぞおちに入って、息ができなくなる。

　そして最後に、持っていたこの部屋の合い鍵をキーホルダーごと俺に叩たたきつけると、姉弟子はもう一度「死ねッ!!」と言い放ち憤ふん怒ぬの足音を立てて出ていった。


「ぐッ…………痛いてェ………………あの女、ありえん…………！」



　のそのそと起き上がると、俺は鼻に手を当てて、血が出ていないか確認する。

　幸いなことに出血もなければ骨も折れていないみたいだ。姉弟子が手加減してくれたとは思えないけど……。


「…………自分がクズなんて、言われなくたってわかってますよ……」



　そう呟つぶやくと、俺は再び椅子に座り、モニターに映る駒を操作し始めた。

　望んだ環境を手に入れたはずなのに、その日は全く研究が進まなかった。
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「ひどいよ八一……！　あいつ最低……！　クズ……！　わ、わたしが……心配して行ってあげたのに、邪魔だって……私のこと、邪魔って……!!」

『もう戻って来ない』と言って出ていった銀ぎん子こちゃんは私の予想より三十分くらい早く戻って来て、しかもボロボロに泣いていた。

　部屋の中に飛び込んでくると、そのまま私の膝にすがりついて泣くわ喚わめくわ……まあ要するに『八一死ね』。あいちゃんよりみっともない。

《浪速なにわの白雪姫しらゆきひめ》のこんな姿、他の誰にも見せられない。


「もう死ねばいい……あんなクズ死んじゃえ……！　わ、わたしが……アパートの下で待ってるのに…………ぜんぜん追ってもこないしッ…………!!」



「はいはいはい。泣くのはいいけど、もうちょっと静かにね？　上で寝てるあいちゃんが目を覚ましちゃうから」


「……うう…………ひぐっ…………」



　さすがにこの姿をあいちゃんに見られるのは恥ずかしいみたいで、銀子ちゃんは私のスカートを嚙かんで嗚咽おえつを堪こらえる。

　あーあ……このスカートお気に入りだったのになぁ。

　まあいいけど。銀子ちゃんが超かわいいから。

「まったく……だから言ったでしょ？　今日はやめといた方がいいって。さすがにこのタイミングで押しかけるのは銀子ちゃんの悪手あくしゅよ」

　乱れに乱れた銀子ちゃんの髪を優しく撫なでてあげながらそう言うと、まだ怒りが収まらないお姫さまはガバッと顔を上げて、

「違うよ！　八一が悪い！　邪魔って言ったもん!!」

　銀子ちゃんはそう叫ぶと、ぼろぼろ涙を流しながら、また私の膝にすがりつく。

　完全に駄々っ子だ。

　この家にやって来た四歳児の頃に戻っちゃったみたい。

　昔から、銀子ちゃんは八一くんと喧嘩けんかすると、こうやって私に告げ口をした。

『桂けい香かさん聞いて。八一が──』

『だって八一が──』

『八一が悪い。私は悪くない。だから八一を叱って！』

　銀子ちゃんがこんなお願いをしてきたのを、私は何百回、何千回と聞いてきた。

　でも八一くんを叱って欲しいんじゃない。

　仲直りをするきっかけを作って欲しいのだ。

　このひねくれたお姫さまは自分で謝ることができない。それ以前に、八一くんと喧嘩をするとパニックになってしまう。

『叱って』というのは『何とかして』『仲直りさせて』という意味で、だから私はいつもこうやってまず銀子ちゃんを落ち着かせてから八一くんを呼び出して、

『こういうのは、悪くなくても男が謝るものなの。だから銀子ちゃんと仲直りしてあげて？　ね？』

　と諭さとしたものだ。

　八一くんは銀子ちゃんと喧嘩をしてもケロッとした顔で外へ将棋を指しに行ってしまう。全く尾を引かない。一時間もすれば喧嘩したことすら忘れて、頭の中は将棋でいっぱい。

　それがまた銀子ちゃんには許せないのだ。

『私と将棋、どっちが大事なの!?』

　銀子ちゃんは口が裂けてもそんなこと言えない。

　でも、そういうことなのだ。

　将棋が生まれた瞬間から女が男に言い続けてきた陳腐な、けれど切実なこの台詞せりふを、銀子ちゃんは別の言葉で言い続けてきた……。

「けど……仕方ないよね」

　膝の上にうずくまる銀色の髪を撫でながら……二人の幼い頃を思い出しながら……私は囁ささやいた。

　子供の頃は特に身体が弱かった銀子ちゃんにとって、八一くんは自分と将棋を指してくれる唯一の同年代の存在だった。

　自分と一緒の歩幅で歩いてくれる、ただ一人の男の子だった。

　いつも一緒にいてくれて、盤の向こうから笑いかけてくれる、特別な存在。

　恋に落ちない方がどうかしてる。

「だって、将棋でも日常でも……こんなわがままなお姫さまにずっと付き合ってくれるのは八一くんだけだもん」

　この家に来た時の八一くんは、どちらかというと銀子ちゃんに振り回され、その後ろをおっかなびっくり付いて歩くような、完全な弟分だった。

　だけどいつの間にか八一くんが前を歩くようになっていた。ある時期から八一くんの将棋は銀子ちゃんを引き離し、師匠をもぶっちぎって、誰も届かない高みへ行ってしまった。

　兆候はあった。

　銀子ちゃんはクールに見えるけど、将棋に関しては喜怒きど哀楽あいらくが激しかった。負ければ大泣きするし、勝てば素直に喜ぶ。師匠は『泣く子は強くなる』なんて言ってたけど、私には、その場その場で感情を爆発させることで悔しさを発散させているように見えた。

　逆に八一くんは、勝っても負けてもあまり気持ちを見せない子だった。

　ただ……盤から離れなかった。

　特に負けると、ずっと盤の前に座っていた。何時間でも何日でもその将棋についてずっと一人で考え続けていた。

　あれは確か……奨励会に入って少しした頃。小学六年生くらいの時だったと思う。

　八一くんが壁にぶつかって、奨励会でＢが付いたことがあった。

　香落ちの上手で全く勝てなくて、ずっと一人で盤に向かっていた時期があった。

　夜も寝ずにずっと将棋盤に向かっている八一くんは傍から見ていても病的で、さすがに『もう寝なさい』と言おうとしたことがあった。

　そして私は見たのだ。

　自分の部屋で、一人でじっと将棋盤に向かい合っていた八一くんが……盤を睨にらみつけたままボロボロと涙をこぼしている姿を。

　泣き叫ぶでもなく、ただひっそりと涙だけを流し……その涙を拭ぬぐうことすら忘れて将棋に没頭している姿を、私は見た。

『心の中にずっと溜め込んでいた感情が、涙になって溢れた』

　そんな風に、私には見えた。

　そして『この子は溜め込んだ悔しさを力に変えられるんだな』と、その時初めて本当の八一くんを見た気がした。八一くんの才能の正体を。


　それからすぐに八一くんは壁を乗り越え────一気に強くなった。



　今の八一くんの状態はあの時に近いように思える。今までで最も高くて厚い壁にぶつかり、それを超えるために一から自分を造り替えているように。

　銀子ちゃんもそれを感じているからこそ焦っているんだろう。

　八一くんがもっと遠くに行ってしまいそうで。自分が置いて行かれるのが怖くて……。

　それからもう一つ。

　銀子ちゃんのほうが、ちょっとだけ……思春期が来るのが早かった。

　それが二人の強さをわけたものだと、私は思っている。

　八一くんの頭には将棋しか無い。今だって、ずっと。

　けど、銀子ちゃんの心の中には──

「……まだぜんぜんお子ちゃまだもんね。うちの竜王は」

　八一くんは自分のことがよくわかってない。

　自分が他人にどれだけ影響を与えてるのかとか、自分の才能がどれほど凄すごいのかとか、そういうのに無頓着。銀子ちゃんなら『鈍感！』と罵ののしるだろう。

　一局目の将棋だって、名人の大局観は確かに凄かったけど、八一くんだって凄かった。誰もあの将棋を見て『九頭竜くずりゅうがブチ壊しにしたショボい将棋』なんて言わない。ハワイの控室に私もいたけど、二人の将棋は高度過ぎてチンプンカンプンだった。

　確かに二局目は不出来だったけど、三局目はほとんど勝っていた。決して実力が大きく劣るわけじゃない。八一くんは連敗しつつも状態を上げていっている。あの内容なら普通にやってれば次こそは勝てるだろうと思う。

　そう。普通に。

　それができないのは、まだ経験が足りないから。

「だって……まだ十七歳だもの」

　タイトル獲得時は十六歳だ。

　あの名人ですら初タイトルは十九歳の時。

　しかも当時の棋界には、あの名人ほど絶対的な存在はいなかった。

　直接戦いはしなかったとはいえ、名人が棋界を征服している中で、八一くんはわずか十六歳で最上位タイトルをもぎ取ったのだ。


　素直に考えれば────その才能は名人と同じか、それ以上。



　けどそのことを正面から認めているのは、将棋界では私くらいだろう。現役のプレーヤーなら誰だって年下の人間が自分よりも格上だって認めるのは抵抗がある。私みたいに最初から自分の才能を見限ってる人間の方が、そういうのは客観的に見られる。

　他の誰も認めていない、八一くん本人ですら気付いていない、この世界で私だけが気付いている事実。

　だから伝えたい。

『八一くんは弱くないよ』

　って。

　そしてこうも言いたい。

『私はずっと見てきたよ』

　って。

『八一くんがずっと頑張ってきたことも、悔しくて泣いてたことも、泣きながらずっと盤に向き合ってきたことも……どんな困難や強敵からも絶対に逃げなかったことを、私は知ってるよ』

　そう、伝えたい。

　今はきっと私とも顔を合わせたくないだろうし、仮に私が言葉で伝えたところで八一くんが素直にそれを聞いてくれるとも思えないけど。

　でも、どんな方法を使ってでも伝えたい。

『私は知ってるよ？　いつだって、ずっと……きみが努力してたことを』

　他の誰でもない。

　私がそれを伝えなくちゃいけない。


「それが…………お姉さんのお仕事だもんね？」



　いつまでも泣き止やまない銀子ちゃんの頭を撫で続けながら、私はそう囁いていた。

　胸の中に灯ともった熱い何かを感じながら。
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「………………どこだ………………」



　パソコンのモニターだけが光を放つ室内で、俺はずっと研究を続けている。

　ソフトを使って単純に正解手を見つける手法に限界を感じて以来、様々な方法を試しては壁にぶつかり、行き詰まりを感じる日々を過ごしていた。

　まるで巨大な迷路に迷い込んでしまったようだ。

　出口がどこにあるのかどころか……自分がどこにいるのかすら見失っている。

　将棋の神様がいるのなら、せめて俺が正しい方向に進んでいるのか、それだけでも教えて欲しかった。


「…………努力なら、いくらでもするから……」



　いくら時間を費やそうとも、その作業が全て無駄になるんじゃないかという恐怖が常にあった。

　見当違いの方向に進んでいて、引き返さなければいけなくなるんじゃないかという焦りだけが募った。

　そんな恐怖や焦りのせいで、どれだけ時間をかけても研究の効率は上がるどころかむしろ停滞するようになっていた。


「……教えてくれよ…………誰か…………」



　少しでも前に進んでいる保証が欲しかった。

　答えに向かっている実感が欲しかった。

　誰かに『正しい』と言って欲しかった。

　けれど聞こえるのはあの音だけで──


「…………強くなるしかない。一人でやるしかないんだ」



　勝負師は常に一人。誰かに頼ろうとするその気持ちが『弱さ』に繫つながる。

　桂香さん、姉弟子、師匠、そして俺を無条件に慕ってくれる幼い弟子……それはとても居心地のいい空間で。

　そんな甘く、温かい空気は……俺をゆっくりと腐らせていった。

　──捨てるんだ。強くなるために。

　その決意を固めた俺は、部屋からほとんど外に出ることなく、まともな食事も口にしなかった。

　飢えることで精神も肉体も研ぎ澄まそうと、コーヒーやチョコレートといったカフェインと糖分を多く含んだものと水だけを摂取し続けた。スマホの電源も落として外部との接触を遮断した。

　一度だけ、近くのコンビニでそれらの物資を買い込もうと部屋を出たが、その時に玄関のドアのノブに紙袋が吊つるされていた。

「……？」

　中を見ると、二つに折った手紙が。

『八一くんへ。好きなものを作っておきました。食べてください』

　桂香さんの字だった。

　子供の頃から見続けてきた、見るだけで心が温かくなるような、優しい字。見間違えるはずがない。

　紙袋の中には、まだ温かさの残る料理がタッパーに詰められていた。メッセージにある通りどれも俺の好物ばかりだ。

　しかし全く食欲がわかなかったし……そもそも食事をする気になれなかった。満腹感は眠気を誘い、集中を削ぐ。

　そしてそれ以上に──捨てると決めたあの温かさを思い出してしまう……。

　桂香さんには申し訳ないが、冷蔵庫に放り込んで手を付けなかった。

　次の日も、その次の日も、紙袋は玄関の前にひっそりと置いてあった。桂香さんのメッセージを添えて。

『八一くんへ。ちゃんと食べてますか？』

『八一くんへ。体調だけは気を付けて』

『八一くんへ。寝るときは温かくしてね』

　いつも俺のことを心配する言葉が、温かい文字で記されていた。

　どの文章も短く、そして将棋のことに全く触れていないのが、逆に俺に対する深い気遣いを感じる……きっとものすごく悩んだ末に書いてくれているんだろう。

　だが昨日だけは、いつもと違うメッセージがあった。




『八一くんへ。明日は私の対局があります。忙しいと思うけど、見てください』




「……？」

　俺はその文面に違和感を覚えた。

　桂香さんが自分の将棋を「見て」と言うのは珍しい。どちらかというと身内に見られるのを嫌がる方だし、そもそも「見てくれると嬉しい」とかそういう表現を使う人だから。

　そんな些さ細さいなことが心に引っ掛かっていた。

　だから研究に集中していても……翌日の昼過ぎくらいにふと、その対局のことを思い出したのだ。

「そういえば……今日、マイナビの……」

　本戦一回戦。相手はあの釈迦堂しゃかんどさん。

　いかに女流タイトル保持者ホルダーの対局とはいえ、プロ棋士のタイトル保持者である俺にとって参考になる研究が披露されるとは思えない。この対局を見ても俺の将棋にプラスにはならない。

　強くなるために必要なもの以外、捨てると決めた。

　けど──

「桂香さんの対局……」

　俺は少し迷った末に──マイナビ女子オープンのサイトを開き、『棋譜中継』のボタンをクリックした。
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　翼でも生えているものだと思っていた。

　けれど目の前に現れたその人は、翼など持っていなかった。

　それどころか、足すら不自由で……。

「失礼」

　ガラスでできた鈴のように清らかな声で、ふわりとスカートを膨らませ、その人は当然のように上座に着いた。

　東京とうきょう。将棋会館の特別対局室。

　自分には一生縁が無いと思っていた将棋の聖域で、私はその人を、下座から仰ぎ見る。

　釈迦堂里奈りな女流名跡みょうせき。

　クイーン四冠にして現役の女流タイトル保持者ホルダー。《永遠の女王エターナルクイーン》と呼ばれるその人は、絵本で見る女王さまそのものの姿で私の前に現れた。

　初対面……では、ない。

　実は幼い頃、父親の紹介で一度だけ指導対局を受けたことがある。優しい先生だという印象が残っていた。

　しかし今、こうして再び盤を挟んだ威圧感は、幼い頃のそんな温かい印象など一瞬で吹き飛ばしてしまうほど強大で……。

「師匠マスター、本日の銘柄はいかがいたしましょう？」

「そうだな……今日はリゼをストレートで。とても大切な将棋を指す朝は、爽やかな気分でいたい」

「御意」

　傍らには、かいがいしく師の手伝いをする神鍋かんなべ歩夢あゆむ六段の姿があった。

　この少年……いや、もう青年と呼ぶべきだろうか。彼は中学生の頃からこうして師匠が連盟に来る際には必ず付き添っていた。

　釈迦堂先生は杖つえを使えば一人で歩くことができるけど、対局室で杖を使うと畳を傷めてしまう。だから誰かが付き添う必要がある──

　しかしそれは表向きの理由に過ぎないだろう。釈迦堂先生を見る歩夢くんの目は、師弟の情愛を超えた想いを湛たたえていた。


「…………」



　私は息を潜ひそめながら、改めて、盤の向こうに座る偉大な女流棋士を仰ぎ見る。

　天辺てっぺんの人──

　私が将棋を覚えた頃、この人は既に女流棋士の天辺にいた。

　それから二十年近くもその場所に留とどまり続ける伝説の女流棋士。

　次世代の挑戦を完璧に退け、その次の世代をも圧倒し……今は更にその下の世代と死闘を繰り広げている。

　女流棋界を跳び越えて奨励会で活躍する規格外の天才──《浪速の白雪姫》が現れるまでは、一人で女流棋界を支えていたと言っていい。

　一度将棋を捨てて、今度は将棋に捨てられそうになっている落ちこぼれの私が、そんな偉大な天辺の女流棋士に挑む……。


　──……場違い、だよね。



　何だか自分がとても卑小な存在に思えて、私は将棋盤から目を逸らした。

　やがて、紅茶を淹いれた歩夢くんが銀のお盆にティーセットを載せて戻って来ると、釈迦堂先生は愛まな弟子でしに優しく告げた。

「ありがとう。もう下がっていなさい」

「お昼に、また……」

「うん」

　名残を惜しむかのように言葉を交わすと、歩夢くんは私に一礼して対局室から退いた。

　釈迦堂先生はカップを持ち上げると、口を付けずに、じっくりとその香りを確かめるように大きく息を吸い込んだ。

「よい香りだ……大切な将棋を指す前は、紅茶の香りで心を落ち着けるのだよ。緊張しすぎると指し手が震えてしまうからね」

　盤の向こうからそう微笑ほほえみかけられても、私は引きつった笑顔を返すので精一杯。

　──この人が……私ごときと指す将棋で震える？　そんなバカな……。

　釈迦堂先生にとっても、マイナビという女流最高位棋戦の本戦は緊張するということだろうか？　そうであって欲しいと思った。私は今、声が出ないほど緊張しているから……。

「あの、先生……」

　緊張で擦かすれる声で、私は釈迦堂先生に挨拶あいさつをする。ありったけの勇気を振り絞って。

「初めまして。清滝きよたき鋼介こうすけの娘、清滝桂香と申します。本日はどうぞ──」

「その挨拶は間違っている」

「え？」

「初めまして、ではないだろう？」

「憶おぼえて……!?」

「ふふ」

　手にしていたティーカップをお盆の上に戻しながら楽しそうに微笑むと、天辺の人は私に囁く。

「さあ。やり直そう」


「あ、あの…………お久しぶりです、釈迦堂先生……」



「うん。余も楽しみにしていた」

　指導対局で指した相手なんて、それこそ万を超える数になるはず。

　その全てを憶えているのだとしたら……考え得る理由は一つ。

　この人は、ただの一局すら気を抜かなかったということだ。

　どんな幼い子供との対局でも、この人は全身全霊を込めて将棋を指してきた。


「っ……！」



　全身がカッと熱くなった。

　こういうことなのだ。天辺に立つ人というのは。そこが違うのだ。私とこの人とでは。

　将棋への、愛の深さが。

　将棋に愛され、そして将棋を愛する。その想いの強さが。


「さあ────将棋を始めよう」



　わくわくと、弾はずむような声で、釈迦堂里奈女流名跡は駒箱の蓋ふたを開ける。

　まるで恋をする少女のように。




　振り駒の結果、私は後手を引いた。

　しかし序盤から主導権を握ろうと先に動いたのは私だった。

「『向かい飛車』……か。なるほど？」

　それは十二手目。

　私の飛車が勢いよくスライドしたのを見て、釈迦堂先生は驚いたように手を止める。


「…………ふむ」



　奇策に類する作戦だった。

　矢や倉ぐらや四し間けん飛車といった定跡じょうせきが固まっている戦型では、釈迦堂先生に勝てる可能性は一億分の一も無い。

　ならばこれまで自分が公式戦で一度も使ったことの無い作戦を選択し、せめて相手の研究を外したかった。

　──釈迦堂先生が私なんかの研究をしてるなら……だけどね。

「ふふ。面白い……面白いな」

《永遠の女王エターナルクイーン》はシャララと音を立てて西洋風の黒い扇を広げると、


「ならば────とことん楽しませて貰もらうとしようか」



　中央の歩を突き、さらに銀を繰り出してきた。

「急戦……！」

　ミチッ、と音が出るほど唇を嚙む。

　釈迦堂先生は私の奇策に全く動揺した様子を見せず、むしろこちらの手に乗って攻めかかってきた。防御を手抜いた速攻だ。

　望むところだった。

　──５筋の位はくれてやる！　その代わり、こっちは美濃みの囲いで固く……！

　攻められる恐怖に耐え、私は守りを固める。

　天衣ちゃんの将棋が頭の中にあった。あの子の度胸が欲しいと思った。

　けれど私には……あの子ほどの才能も根性も無くて。

　さらに今日、私の前に座る人の攻めは、私ごときの技術で受け切れるものではなくて。

　──小駒の使い方が上手すぎる！　歩の攻めだけで、どうしてこんな……!?

　突き捨て、手裏剣、垂らし、そして遮断──

　女流名跡は多彩かつ軽やかな歩の手筋を駆使し、私を翻弄ほんろうし続けた。

　そしてあっという間に『勝勢』ともいえる局面を築き上げてしまった。

　こ……こんなにも……力の差があるなんて……。


「…………どこも……」



　どこに駒を動かしても、どんな攻撃を繰り出しても、逆に自分が傷ついてしまう。

　まるで、いばらの森のようだった。

　何も知らない私は、その森に咲く花の美しさにフラフラと引き寄せられ……気がついた時にはもう、身動きが取れなくなっている。


　──……ここまでなの？　こんなものなの？　私は……。



　あまりの情けなさにじわりと涙が滲にじむ。

　その時。

「大切な将棋なのだろう？」


「…………え？」



　釈迦堂さんに声を掛けられたような気がして、私は盤から顔を起こす。

　けれど釈迦堂さんは私と目も合わせず、何も言わなかったかのように、紅茶のカップに口を付けていた。

　……そうだ。

　──今日の将棋は……絶対に……絶対に、負けちゃいけない将棋なんだ……！

　私は思わず胸に手を当てる。

　かつて私が道を見失っていた時、銀子ちゃんがこう言ってくれた。

『桂香さんは本当は強いの。けど、自分が弱いと思ってるから……自分に自信がないから、自分で考えた手を指せてないの。自分で自分を否定してしまっているの』

　冷え切った私の心に、銀子ちゃんはこう言って火を点つけてくれた。

『だから桂香さん、もっと自信持って指しなよ！　勝負事において自信が一番大事なんだから!!　それしかないと言っていい[image: ]』

　その時に受け取った火は、今も心の中に灯っている。

　その火はきっと、将棋というゲームがこの世に生まれた瞬間から、リレーのように受け継がれてきた聖火だ。この胸に灯る火こそが、その気高い熱で将棋というゲームを限りなく純粋な存在へと鍛えてきた。

　今、私には自信があった。

　自分の方が強いとか、絶対に勝てるとか、そんな自信じゃない。

　私の方が将棋を愛しているという自信が。

　──今は言える！　私の方が将棋を好きだって!!

　一度、将棋を捨てた私だからこそ。

　自分が将棋に愛されていないことを知っているからこそ。

　片想いの恋だと知っているからこそ、わかる。

　この恋は本物だと。

「自信……自信！」

　声に出して自分に言い聞かせる。

　形勢は絶望的だ。しかも相手は釈迦堂里奈女流名跡。逆転の可能性は限りなく低い。

　普段なら投げていただろう。

　けれど今日は……今日の対局だけは、絶対に勝つ必要があった。『全力を尽くす』とか『心が折れなければ負けじゃない』とか、そんな御ご託たくは必要なかった。

　ただ、勝つ。

　絶対に勝つ。


　それ以外に選択肢を持たないならば──────私は強くなれるッ!!




「熱い…………熱い！」



　胸を握り締めて確かめた。そこに宿る炎を。

　今日の私には、ある。

　絶対に勝たなくちゃいけない理由が。

「……絶対に勝つ。絶対に諦めない。絶対に折れない。駒を全部取られて頭金を打たれるまで……何があっても指し続けるッ!!」

　だから私は駒台に手を伸ばすと、拳銃に弾丸を装塡そうてんするような気持ちで、そこに置かれた小さな駒を摘つまみ上げる。
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「なんだ……これ……!?」


　棋譜中継を見た瞬間────その将棋の異様さに言葉を失った。




「こ、これ…………本当に……桂香さんと釈迦堂さんの棋譜か……？」



　最初、俺は先手と後手を間違えて認識していた。独創的な勝負手を連発して局面をリードしている後手が釈迦堂さんで、その対応に苦慮している先手が桂香さんだと……。

　だが、逆だった。

「ど……どんな展開で、こんな将棋になったんだ……!?」

　慌てて棋譜を最初に戻し、再生する。

　中盤でリードを奪われた桂香さんは、六一手目に釈迦堂さんが歩を垂らした局面ではっきり劣勢に立たされていた。

　二人の実力差からすればもはや挽回不可能な局面──

　しかし、七六手目。

　桂香さんは三枚あった持ち駒の歩を三連打して釈迦堂さんの飛車を無理やり釣り上げると、強引に王手飛車を掛けて勝負形に持ち込む。

　手筋と呼ぶにはあまりにも強引で泥臭いその手順に、釈迦堂さんは少しだけ……ほんの少しだけ、自分のペースを乱された。

　流れを引き寄せた桂香さんは、そこから盤上で自分の音楽を奏で始める。

　飛車角をダイナミックにブン回しながら必死に自分のペースに持ち込もうとする桂香さんには、相手が雲の上のクイーン四冠という意識は完全にブッ飛んでいるだろう。とにかく自分の全力を出し尽くそうという意識だけが……『どんなことをしてでも絶対に勝つ！』という意思だけが、棋譜から伝わってくる。

　釈迦堂さんの将棋が繊細なピアノソナタだとしたら、桂香さんは泥臭い浪花節だ。泥臭く粘り強い関西将棋の魂が、指先から迸ほとばしる。

「ど、どうなるんだ!?　どっちが勝つ!?」

　リアルタイム中継に棋譜が追いつき、三十秒ごとに更新される画面を、俺は食い入るように見詰め続ける。

　瞬きすらできない。

　一手指した方が良く見える。それほどに形勢不明。

　だが、この勢いなら──


「桂香さんが…………釈迦堂さんに？」



　最終盤。

　双方一分将棋。互いの玉が接近し、綱渡りのような、少しでもミスをしたらその瞬間に奈落へ堕おちる恐怖の中で殴り合う女流棋界のレジェンドと落ちこぼれの研修生。

「こんな……こんなの……!!」

　誰がこんな勝負を予想できただろう？

　桂香さんのことを最もよく知る俺ですら信じられない。姉弟子をも研究会で一ひねりしていた釈迦堂さんを、桂香さんが追い詰めるなんて──

　そして遂に、最後の瞬間が訪れる。

　釈迦堂さんの手番。

　７四に桂を打てば釈迦堂さんの勝ち。だがその二マス横の９四に桂を打てば桂香さんが勝つという極限の状況。

　どちらも王手だが、その手の価値は全く違う。

　たった二マス。

　その違いが人生を変える、究極の二択。

「どっちだ……!?」


　釈迦堂さんが選んだのは────────────────────────９四桂。






　勝ったのは桂香さんだった。





「………………熱い……」



　そうとしか評し得ない。

　すごい将棋だった。

　凄すさまじい意地を見た。

　着せ替え人形なんかじゃない。

　他の誰にも指せない。

　本当に、世界に一つだけ。

　桂香さんにしか指せない、たった一つの将棋がそこにあった。

　心の形が人それぞれであるように、本当に気持ちのこもった将棋というのも、唯一無二の個性を放つ。

　薄暗い部屋にこもっているはずの俺の視界は、その将棋が放つ眩まばゆいばかりの光に覆い尽くされていた。

　十一月に暖房も入れず、冷え切っていたはずの室内なのに……この将棋を見た後は、指先までドクドクと脈打つように熱を持っていた。


「…………熱い……！」



　呻うめくようにそう呟くと、再び頭から今の将棋を並べていく。

　序盤で奇襲に失敗した桂香さんは、以降、釈迦堂さんに実力差を見せつけられ、ある意味順当に追い詰められる。

　だが──そこからが強かった。折れなかった。

　何度も最善手さいぜんしゅを逃し、失敗し、泥だらけになって。

　それでも諦めず、自分を叱咤しったして、常に前進し続ける。そんな将棋だった。

　圧倒的な実績と実力を誇る相手に一手たりとも怯ひるんだ手を指さず、逆に相手が微かすかに震えたその瞬間に、何の迷いも無く、たった一筋の光に向かって飛び込んだ。

　輝くような好手も、目の醒さめるような手筋も無い。

　才能があって口が悪い奨励会員なら「こんな手を指すくらいなら死ぬ」とでも言いそうな、鈍臭い将棋……。

　だから桂香さんに勝利をもたらしたのは将棋の技術じゃない。


　それは────決して砕けない勝利への意思だった。



　勝利を信じて真まっ直すぐ突き進む勇気だった。

　誰にも砕けない、絶対に折れない、何よりも固く美しい……そんな将棋を見た。一手一手がまるで宝石のように不滅の輝きを放っている。

「すごい……」

　対局中の様子を見たくなった俺は中継ブログのページを開く。

　そこには予想を超える壮絶な桂香さんの姿があった。


「こ、これが…………桂香さん……!?」



　表情を歪ゆがめ、盤を睨みつける桂香さんの写真があった。

　泣きそうな顔で戦い続ける桂香さんの写真があった。

　昼食休憩に入ってからも盤の前から離れずに、苦く悶もんの表情を浮かべながら、胸を拳で叩たたきながら、「やれる！」「私は強い！　私は負けない！」と何度も声に出して自分を叱咤していたと書かれていた。

「あの穏やかな桂香さんが……そんなことを盤の前で口にするなんて……」

　けれどすぐに、そのくらい重要な対局だと思い至る。

　この対局で勝利すれば──桂香さんは女流棋士になれる。

「……夢が叶かなうんだもんな。不可能だと思ってた夢が……」

　更新された中継ブログには、桂香さんが勝利した直後の対局室の写真が貼られていた。

　投了の瞬間、釈迦堂さんは『負けました』と言う代わりに、頭を下げてからこう告げたと記されていた。




『おめでとう。強くなったね』




　それを聞いた桂香さんは、溢れる涙を抑えきれなかったという。

　目頭にハンカチを押し当てて俯く桂香さんの写真があった。

　そして、それを優しく見詰める釈迦堂さん……。

　かつて俺に『レベルの低い女流棋士など不要』と言い切った釈迦堂さんが、この対局で女流棋士の資格を得た桂香さんを祝福していた。心から。


「…………すごい将棋、だったもんな……」



　目にハンカチを押し当てる左手と、そして相手が投了してからもまだ膝を握り締めたままの右手が、桂香さんの過ごしてきた年月を、挫折と努力を、物語っていた。

「頑張ってたもんな……ずっと……」

　何度も挫くじけ。迷い続け。

　一日ごとに近づくどころか遠くなっていく夢を追い続け……奇跡を起こした。誰の力でもない。自分の力で。

　そんな桂香さんの姿が……今の俺には眩しすぎて……。

　中継ブログが更新される。

　そこには、勝利した桂香さんのインタビュー動画が貼り付けてあった。


「…………」



　再生ボタンを押すか、少しだけ迷いがあった。

　……今の俺がこれを見ていいのか？

　夢を叶えた桂香さんに対して不純な気持ちを……嫉妬を感じてしまいそうな自分がいて、そんな自分がすごく情けなくて……見るのがこわかった。

　けど、俺はこれを見なければいけない。

　桂香さんは『見て』とメッセージを送ってくれた。それはきっと将棋だけじゃない。対局する自分の全てを見て欲しいと思ったんだろう。

　だから。


「…………」



　俺は動画の再生ボタンをクリックした。微かに震える指先で。




　──これで念願の女流棋士の資格を得られました。長年の夢を叶えたお気持ちは？

　記者がそう話を向けると、桂香さんは言われて初めて気付いたかのように、

『あ……そうですね。もちろんそれもありました。けど──』

　人生最大の夢が叶ったというのに、それに対しては特に何の感慨も見せず、桂香さんは全く別のことを喋しゃべり始めた。

『あの……伝えたかったんです』

　──伝える？　何をですか？


『はい。えっと……何て言っていいのか…………その、奇跡って、ありますよね？　不可能を可能にしてしまうものが何なのかって、ずっと考えていたんです。だって、私が釈迦堂先生に勝つためには、奇跡を起こすしかないじゃないですか？』



　──それは見つかりましたか？

『見つかった……見つけた、ような気がします。奇跡を起こせる唯一のもの……けど、それって別に、特別なものじゃないんです。全然そうじゃなくて、むしろ特別じゃないものが、毎日毎日普通に繰り返してくことが……ごめんなさい。何て言えばいいのか……』

　──ゆっくりで構いませんよ。

　記者にそう言われ、桂香さんは何度も言葉に詰まりながらも、何か強い意志を感じる様子で言葉を紡つむぐ。

　桂香さんは必死に何かを伝えようとしていた。……誰に？

　俺の鼓動は早まっていた。

『それまで弱かった子が急に強くなって、大人をどんどん負かして……そしていつのまにか、絶対に勝てないと思っていた人にも勝ってしまう。そんな奇跡が、将棋の世界では割と普通に起こるんだってことを……つまり、私みたいな才能のない人間でも、その……』

　桂香さんはそこで再び言葉に詰まる。

　何度も口を開きかけるが、出てくるのは言葉ではなく涙だけで……。


『ああ……ごめんなさい。私はバカで、将棋が弱いから…………何をどう言っていいか、わからなくて……』



　ハンカチを握り締め、もどかしそうに俯いて、夢を叶えたはずの桂香さんはなぜか謝罪の言葉を口にした。

　そして涙に濡れた顔を上げ、桂香さんは言う。

『ごめんなさい。やっぱり言葉では伝えられないんです。だから今日、この将棋に勝つことで伝えたいと思っていました。つまり──』

　くしゃくしゃになった顔を無理やり笑顔の形にして。

　カメラに向かって──カメラの向こうにいるはずの誰かに向けて、桂香さんは力強い口調で断言した。

　力を尽くして戦った者だけが、自分の力で何かを勝ち取った者だけが持てる、この世で最も固い決意と自信を込めて。




『報われない努力はない。それを証明するために戦いました』
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『見ててくれた？　八一くん』




　宝石のような大粒の涙が、桂香さんの頰を伝って落ちた。

　それはダイアモンドよりも固くて美しい、努力の結晶だった。
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　気がついた時には泣いていた。


「……けいかさん…………」



　ボロボロと、驚くほどたくさんの涙が流れる。

　まるで心の中に溜まっていた澱おりを全て洗い流すかのように、次から次へと涙が溢れて止まらなかった。

　子供の頃に戻ったように泣きじゃくる。赤ちゃんみたいに桂香さんの名を呼びながら。


「けいかさん…………けいかさぁん…………！」



　桂香さんは戦ってくれた。

　人生が懸かった将棋を。

　運命を変える一局を。


　自分が女流棋士になるためではなく────俺のために指してくれた。



　それなのに……俺は……俺は……！


「お、おれは…………なんてバカなことをっ…………！」



　桂香さんだけじゃない。

　俺の部屋を訪ねてきて、俺の力になりたいと言ってくれた姉弟子。

　そして誰よりも健気けなげに俺のことを想ってくれていた、あい。

　今すぐ会いたかった。

　会って謝りたかった。


「ッ……！」



　居ても立ってもいられなくなった俺は、部屋着のままで玄関を開け、外へと飛び出す。

　どこへ行けばいいのかはわからない。

　桂香さんはまだ東京だ。

　姉弟子とあいがどこにいるかもわからない。

　けど、この部屋の中にいないことだけは確かだ。だからここにいてはいけない。

　いつの間にか夕暮れになっていた。

　久しぶりに出る外の空気は冷たくて、清冽せいれつで……胸の中の悪い空気が浄化されるような気がした。

　ふと、気付く。

「……？」

　ドアノブに紙袋が吊してあった。いつものように。

　紙袋の中にはタッパーが詰めてあって、そこにはやっぱり、いつもと同じように温かい料理が入っていて──

「温かい？　……ッ!!」

　桂香さんは今、東京で対局している。


　だとしたら……これを作っていたのは────




「ッッッ……!!」



　自分のバカさ加減があまりにも悔しくて、腹立たしくて、血が滲にじむほど唇を嚙かむ。

　俺が想像している通りだとしたら、この中に入っている料理は……！

　タッパーに入っていた玉子焼きとおにぎりを手づかみで頰張る。




　連盟の近くの公園で食べた、あの味がした。





「…………あい」



　間違いない。


　これを作ってくれていたのも、届けてくれていたのも────あい。



　桂香さんの手紙を入れていたのは、そうしないと俺が素直に手を付けないと思ってのことだろう。

　俺の心を乱さないように、それでも何とか俺の役に立ちたいと……あいはずっと、俺のために尽くしてくれた。何の見返りも求めず。こんなダメなクズ師匠のために。

　料理はまだ温かい。

　もしかしたらまだ近くにいるかもしれない！


「あいっ…………！」



　アパートの階段を駆け下りる。

　慌てるあまり転びそうになりながら、俺は夕暮れの商店街を走った。

　運動不足の身体はすぐに悲鳴を上げた。

　足はもつれ、肺は破れそうになる。

　突っかけただけの靴が片方脱げるが、構わず走った。

　ヨロヨロと、今の俺の将棋みたいに不ぶ様ざまな姿で走り続け。

　そして──





　夕暮れ時の雑踏の中に…………天使が見えた。






　羽は生えていなかったけど、その背中は、はっきりと輝いていて。


「………………あい……」



　ひょこひょこと駅へと向かって歩いて行く小さな背中。

　視界にそれが入った瞬間。







「あいッ!!」







　俺は、大声で叫んでいた。

　小さな背中がビクッと跳ねて……

　ゆっくりと、こっちを振り返る。
















　振り向いたその顔を見たとき──

　俺の目に、新しい涙が滲む。

　揺れる視界の中ですら輝き続ける天使。

　その天使に向かって、俺は全力で駆けた。

　振り返ったあいも、こっちに向かって駆け出す。

　久しぶりに走ったから足がもつれて転びそうになるけれど。

　そのまま俺は、膝を地面に擦りながら──




　情けない姿勢で、小学生の女の子と抱き合った。




　道を歩く人々が驚いたように俺達を見るけど、世間の目なんてどうでもよかった。

　大切なのは……一番大切なのは、この腕の中にある。

「ごめん、あい……」

　あいを守るためなんて、都合のいい言い訳だ。俺は俺を守ろうとしてただけなんだ。自分で勝手にいじけていただけなんだ。敗北の理由をあいに押しつけていただけなんだ。

　この子が俺を救ってくれた。

　負け続け、心が折れかけていた俺を。竜王というタイトルの重みに潰されかけていた俺を。

　だから俺はこの子を自分で育てると誓ったんだ。

　それを……。

「あい……ごめん！　ごめん……!!」

「ししょう……」

　抱きしめたまま「ごめん」と謝り続ける俺に、あいが言う。


「……ししょう…………わたし、ね……？」



「ん？」

「おととい……Ｃ１に上がったんですよ？」

「っ……!!」

　あいの言葉を聞いて、俺は驚きに息を飲む。


　研修会でＣ１に上がったということは────女流三級への申請資格を得たということ。



　でも夢を叶えたというのに、あいの声は不安に揺れていて。


「ししょう、わたし…………じょりゅう棋士に、なってもいい……ですか……？」



　俺の腕の中で震えながら、あいは小さな声で囁く。

「じょりゅう棋士になっちゃったら……もうずっと、ずっとずっと、師匠の弟子のままなんですよ……？　それでも……いいんですか……？」

　将棋界の師弟関係は、弟子が奨励会や研修会にいるうちは完全なものにはならない。

　仮に弟子が棋士になれず退会してしまえば、そこで解消されてしまう。

　けれど弟子が棋士になった時……その関係は不滅のものとなる。

　だから──

　目に涙を溜ため。

　不安に震える声で、あいは俺に尋ねた。





「わたしを…………ほんとうのでしに、してくれます……か？」






　答えは決まっている。

「もう離さない。二度と」

　そう言って、俺はあいを更に強く抱きしめた。

　夕暮れの商店街。

　灯あかりが点ともり始めた福島ふくしまの飲み屋の前で、俺達は永遠の師弟として契りを交わす。

　ムードも神聖さもまるでない。

　けど……俺達にとって最もふさわしい場所だと思えた。

　ここからまた始めよう。

　ここからまた歩き出そう。

　一人じゃなく、二人で。

「ししょう……いたい、です……」

「あっ……ごめん」

「ううん。うれしい……」

　俺が思わず力を緩めると、そのぶんを返すようにあいがぎゅっと抱きついてくる。首に回した小さな手に力を込めて、くっついた頰をすりすりと動かして。

　融とけ合うように、師弟は一つになった。

　やがて、どちらからともなく力を抜き……少し離れて、お互いの顔を見詰め合う。

「……えへへ。泣いちゃいました」

　泣き笑いの表情で、あいは頰を服の袖で拭う。

　俺は残った涙を親指で掬すくうと、立ち上がってあいの手を取った。

「さ、帰ろう。部屋は汚くなっちゃったけど」

「……」

「あい？」

　俺が手を引いても、あいはそこから動こうとしない。

「どうしたんだ？　先に荷物を取りに清滝師匠の家に行くか？」

「……そうじゃ、なくて……」

　あいは苦しそうな表情を浮かべて、


「…………わたしと一緒に住んでることで、師匠が悪く言われちゃう……」



「あい、知って……!?」

「……」

　こくん、と小さく頷く。

　血も繫がっていない小学生の女の子と同居することで俺が世間から何と言われているのかを、あいは知っていた。

　直接言われなくとも、今は少しネットで調べればすぐそういった言葉は出てきてしまう。

　こんな小さな子供にも、名前を隠した大人達の悪意が降り注ぐのだ。

　けれどあいは、そのことを今まで俺に言わなかった。知りながら自分の心の中だけに秘め、俺のために何ができるのかを必死に考えてくれていた。

　こんな小さな身体で、俺に向けられた悪意を受け止めてくれていたんだ。

　それなのに……俺は……！

「心配しなくていい。これからは俺が、あいを守るから」

「ししょう……」

「絶対に守るよ。もう逃げたりしない」

　もう一度その場に跪ひざまずいてあいを抱きながら、俺は誓う。

　真っ暗な暗闇の中に、たった一人でぽつんといるのかと思っていた。

　負け続けることで、タイトルを失うことで、誰もが離れていくんだと思っていた。

　けどそうじゃなかった。

　俺はただ……目を閉じていただけなんだ。

　現実を見るのが怖くて、部屋に閉じこもりパソコンのモニターに映ったソフトが生み出す架空の将棋だけを見詰めていた。暗くて当たり前だ。目を閉じてるんだから。

　目を開けば、部屋の外はこんなにも明るくて。

　俺の周囲には、俺のことを心配してくれて、力になりたいと思ってくれて……俺のことを必要としてくれるたくさんの人達がいて。

「帰ろう。俺達の部屋に」

「はい！　師匠!!」

　立ち上がり、しっかりと手を繫いで、アパートへ向かって歩き出す。

　午後の空は温かな光に満ちていて……どこまでも広く、俺とあいを包み込んでいた。




　あの音はもう、聞こえない。
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「ししょー♡」

　竜王戦第四局の対局場へと向かう特急列車の中で隣り合って座る俺おれと弟子は、人目も憚はばからずイチャイチャしていた。

「ししょー♡　ねえねえししょー♡」

「どうした、あい？」

「よんでみただけですー♡♡♡」

　窓際に座った弟子は、流れる外の景色よりも、隣に座る俺の顔ばかり見て「ししょう♡」「ししょう♡」と舌っ足らずに呼び続ける。

　それはまるで小鳥の囀さえずりのよう。

　そしてそれを聞くたびに俺は幼い弟子の頭を優しく撫なでる。

　大阪おおさかを出てから……いや、あの日から何百何千と繰り返されたやり取りだ。

「あい。そんなに心配しなくても、俺はもうどこにも行かないよ」

「もっと『あい』ってよんでください！」

「ははは。あいはかわいいなぁ」

「にゃーん♡」

　か　わ　い　い　♡

　すりすりと小さな頭を俺の腕にこすりつけてくる幼い弟子。子猫みたいに可愛い。いつまでもこうしてじゃれ合っていたい……。

　仲直りしたあの日から、俺とあいはずっとこんな感じだ。

「……あれ、どう見ても事後……」

「……距離感ヤバいよね……」

「……やっぱりガチロリ……」

「……児童相談所が……」

「……センテンススプリング……」

　といった不穏な単語が耳に入ってくるが……そんなの関係ねえッ!!

　だってさぁ。ちょっと聞いてよ。

　あの日、俺とあいがアパートに戻って、久しぶりにあいが作ってくれたご飯を腹いっぱい食べて、風呂に入って、それから俺はあいに尋ねたわけさ。

『償いをさせて欲しい。どうすればいい？　あいは俺にどうして欲しい？　俺にできることがあれば、何でもするから……』


『……あの…………じゃあ…………』



　あいはもじもじと俯うつむき、小さな声でこう答えたんだ。

『手……』

『て？』

『手を……つないだまま、眠りたい……です……』

　どうして？

　そう尋ねると、あいは真っ赤になって俯いたまま、小さな声で──





『だって…………目を覚ましたとき、師匠がいなくなっちゃってたら……いやだもん……』






　こんなん抱きしめないわけがないでしょうがあああああああああああああああああ!!

　普段、俺は自室のベッドで寝て、あいは和室に布団を敷いて寝ているんだが、この日から和室に布団を並べて敷いて、手を繫つないだまま寝るようになった。

　あいは一緒の布団で寝たがったんだけど、さすがにそれは自重した。

　弟子とはいえ、他の家の大事な娘さんだ。

　嫁入り前の女の子と同衾どうきんするなど決して許されることではない。

　……とはいえ目を覚ますと俺の腕にくっついたあいが半分くらいこっちの布団に入り込んじゃってたりするんだけどね！　不可抗力不可抗力。

　まあそんなわけで俺とあいの距離感はあの日を境にグッと近づいた。

　無論こうした振る舞いは批判の対象となるだろう。

　後ろに座ってるはずの記者の鵠さん（基本よく喋しゃべる）が駅を出た瞬間から完全に無言なのは、おそらく俺とあいのやり取りを聞いて呆あきれているからだ。呆れるを通り越して引いてるかもしれない。そのくらいの自覚はある。

　ああバカだよ。完全に師匠おやバカだ。

　けどそれがどうした？


　──……俺が拒絶したことで、あいはすごく苦しんだんだ……。



　まだ十歳の女の子にとって……しかも俺だけを頼りに大阪で厳しい修業を積んでいたこの子にとって、それは死よりもつらい経験だったに違いない。

　その反動でちょっとくらい甘えるのは仕方ないし、逆にここで愛情を注いでやらないと、あいは心に傷を負ったままになってしまう。

　だから俺はあいを甘やかす。どこまでも甘えさせる。

　世間からどう見られようが構うもんか！

　そうさ！　俺は逃げない！

　どんな批判だって、試練だって……受け止めてみせる!!

「そうです師匠！　見せつけてやりましょう！」

　あいは俺の腕にコアラみたいにぎゅぎゅーっと抱きついて、


「人がいないあいだにお家うちに上がり込んで大事なものを横取りしようとするような小ずるい泥棒猫には、こうやって見せつけてやらないといけないんです！　そうやってまた妙な気を起こさないように思い知らせてあげないとっ……！」



「？　お……おう？　……うん。そうだね？」

　何だろ？　何となく……俺とあいが言ってることが微妙に食い違っている？　よう……な？

　っと、そうそう。

　あいだけじゃなく、他にも謝らなくちゃいけない人がいる。

　姉あね弟子でしだ。

　桂けい香かさんにはすぐに謝りに行ったけど……姉弟子は俺を避けてるようで、今日まで顔を合わせられていない。

　さすがにあれだけのことをしでかして、メールや電話で謝るってのは非常識だ。こういうのはちゃんと顔を合わせて話すべきだから、この機会に謝っておこう。

「えーっと、どこにいるかな……？」

　俺が座席から腰を浮かせて姉弟子を探そうとすると、

「あっ！　師匠、窓の外に珍しい鳥さんが見えますよ！」

「え？　どこどこ？」

「あー……もういなくなっちゃいました。てへ♡」

　ペロッと舌を出して首を傾けるあい。かわいい。

　さっきから俺が姉弟子を探そうとするタイミングに限って、窓の外に何かを発見しているような気がするが……まあ考えすぎだろう。

　ハワイの時と同じで、姉弟子も桂香さんも師匠も一緒に来ている。検分や前夜祭で絶対に顔を合わせるんだから焦る必要ないよね！

「にしても、今回は同行してる人数がハンパないよな……」

　注目度の高いこの一局。大阪組だけでも普段の倍以上の関係者や記者がいる。

　さらに東京とうきょうからは北陸新幹線でこの数倍の人数が、永世七冠に王手を掛けた名人にくっついてゾロゾロとやって来るはずだ。

　宿がパンクしないか心配だけど、

「だいじょうぶです！　このくらいの人数なら、いくらでもおもてなしできます!!」

「そうだよな。なんたって今回の対局場は──」

　俺がそう言いかけたとき、列車が終点に到着したとアナウンスが告げる。


　大阪と北陸を繫ぐ『特急サンダーバード』の終着駅────和わ倉くら温泉。その駅のホームには、



『歓迎！　第30期竜王戦第四局』

　という横断幕が。


「おおー。すげぇ歓迎っぷりだ…………な……………………？」




























「「………………」」



　巨大すぎる横断幕を目の当たりにし、盛り上がっていた列車は一瞬で沈黙に支配される。

　なんで？　どうして竜王や名人ではなくＪＳの名前が？

　そもそもなぜこんな巨大な横断幕が掲出されるのか？

　それは今回の対局場に理由があった。

　日本一の温泉旅館。

　ここ北陸の和倉温泉を代表する名宿『ひな鶴つる』。

　かつて俺が竜王位を奪取した思い出の場所。





　つまり────あいの実家である。






「師匠！　早く行きましょう！」


「あ…………ああ……」



　地元に戻っていつも以上に元気な姿を見せるあいに手を引かれ、俺は列車を降りる。

　駅を出ると、今度は看板が立っていた。竜王戦の会場へと案内する看板だ。
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　そしてその横には、やはり数倍くらいの大きさで、こんな看板が立てられていた。
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　………………なん……だ……？　これ…………は………………？



「ししょー♡」

「は……はい？」

　俺の腕を両手でガッチリと摑つかんだまま、あいは満面の笑みでこっちを見上げ──

　はっきりと、こう言ったのだ。

「もう逃げちゃダメですからね♡」

　和倉温泉郷はその熱い源泉のように沸き立っていた。

「おかえりーっ!!」

「あいちゃーん！」

「おめでとーっ!!」

「夢をありがとーッ!!」

「幸せになってねー!!」

　竜王戦に……では、ない。

　どっちかというと『雛鶴ひなつるさんのところのあいちゃんが将棋の女子プロになって戻って来たんだよすごい！』という盛り上がりだ。

「いや……？　そういうのとも、ちょっと違う……？」

「あっ！　師匠、お迎えの車ですよ！」

　スペクタクルは始まったばかりだった。

　普通は駅から旅館までマイクロバスなんかが用意されるんだが、今回は駅前にオープンカーが運転手付きで停とまっており……パレードが始まったのである。

　そのオープンカーに乗るのは、もちろん俺とあい。


「えへへ♡　ししょー……なんだかはずかしいですね？」



「ソ……ソウダネ……」

　車はゆっくりと動き始めた。

　対局会場……というか、あいの実家までの道路は地元の人々によって埋め尽くされており、万歳をしたり小旗を振ったりしている。皇族か！

　そんな人々とあいはほぼ顔見知りのようで、懐かしげに名前を呼び交わしながら手を振り合っている。恥ずかしいとか言う割に積極的だ。

　他にも、週末に温泉旅行へやって来たと思おぼしき浴衣姿の人々もいた。皆さん最初は戸惑ったようにパレードを眺めていたが、やがて温泉地のアトラクションとでも思ったのか、楽しそうに手を振ったり写メったりするようになった。やめて！


「…………」



　あいの隣に座った俺は恥ずかしいとかそういう感覚は麻痺まひしていた。人間は予想外の事態が発生すると、心を守るために何も感じなくなるらしい。にこにこと笑いながら群衆へ手を振るあいの横で引きつった笑顔を浮かべ、手元ではハンカチを畳んだり広げたりし続けていた。手汗ハンパない。

　幸いなことに、車がホテルに到着するのにそう時間は掛からなかった。

　ちなみに東京組は先に到着していて、そっちは「あ、適当にタクシーで来てください」みたいな扱いだったようだ。あの名人が来たというのに街の人達は「へー」くらいの反応。あいちゃんどんだけ人気者なの……。

「竜王、そして将棋関係者の皆様。ようこそお越しくださいました」

　丁寧なお辞儀と共に宿の玄関先で俺達を出迎えたのは、

「当宿の女将おかみ、雛鶴亜希奈あきなでございます」


　全世界にその名を轟とどろかせるスーパー女将────あいのお母さんである。



「お母さん、ただいま！」

「あい……少し見ないうちに、立派になりましたね……」

　お母さんは駆け寄ってきた娘と手を取り合うと、心なしか潤んだ瞳で、半年以上も離ればなれになっていた愛まな娘むすめの成長した姿を眺める。

　そして何度も頷きながら、とんでもない発言をした。

「九頭竜くずりゅう先生に、一人前の女にしていただいたのですね？」

「うん！　あい、ししょーに大人にしてもらったの！」

　母子おやこの愛情溢れる、しかしどこか不穏なモノを感じざるを得ない会話に、随行の記者団が一斉に取材態勢に入る気配がした。さぞかし面白い記事が載るんだろう。文化面ではない。社会面に、だ。はいはい俺ロリコン俺ロリコン。もうどうにでもしてくれー。

「……失礼いたしました」

　娘との久方ぶりの交歓を果たした女将さんはそっと目頭を拭ぬぐうと、

「あい。あなたは調理場にいるお父さんに、大きくなった姿を見せてあげなさい。お客様のご案内は私が」

「うん！」

「では皆様。まずはお部屋へご案内いたします。その後、検分へ」

　凜りんとした女将の言葉に、俺達将棋関係者は思わず背筋を伸ばして頷うなずいたのだった。




　検分でも度肝を抜かれた。

「こちらが対局室となります」

　案内された部屋は、昨年俺が竜王位を奪取した、あの思い出深い部屋──

　の、はずなんだが。

「あれ？　名前が変わってませんか？」

「ええ。多少、部屋に手を加えましたから」

　首を傾かしげる俺に女将さんはその部屋の新たな名前を説明する。

『臥竜鳳雛がりょうほうすうの間』──それが対局室の名。

「通常は『臥龍』と書くところですが、竜王戦をお迎えするに当たって『臥竜』といたしました。観戦記などお書きになる際は、くれぐれもお間違えなきよう」

　あいのお母さんの慇懃いんぎんなプレッシャーに、今回もネット中継を担当する鵠さんはその端正な顔を明らかに強こわ張ばらせていた。変換ミスは絶対に許されない……。

　室内に足を踏み入れた一行は、さらに驚かされる。

「「こっ、これは……!?」」


　対局室は────大変身を遂げていた。



　まず、盤面を写すカメラが天井に埋め込まれている。

　将棋会館の対局室と同じレベルの設備……と思ったんだが、実際はそのレベルを軽く超越していた。

「カメラは天井だけではありません。あらゆる角度から対局を観戦できるようにと、室内には二十以上のカメラが備え付けられております」

　そんなに!?　っていうか……どこにカメラがあるのか全然わからないぞ!?

「剝むき出しのカメラなど無粋の極み。また、レンズに光が反射すれば対局者の集中を削ぐことにもなります。カメラは柱などに埋め込み、レンズも極小のものを採用しました」

　こっちの思考を読んだかのように女将は説明を加える。

　室内を撮影していた鵠記者が何かに気付いた。

「あれ？　これ、畳も──」

「ええ。将棋盤を置く中央の畳は他の畳より一回りほど大きい特注品です。これにより、天井からの盤面映像に畳の縁へりが映らないようになっています」

　そんなところにまで配慮を……。

「窓にはカーテンだけではなくブラインドもご用意してありますので、部屋の明るさは自在に調整可能でございます」

　窓や天井を次々に手で示しながら、お母さんの自慢……もとい、説明は続く。

「照明器具も、備え付けたレールによって自由に動かすことができます。テレビ局の中継車まで繫ぐケーブルは壁の中に埋没させておりますので、室内はもちろん廊下や非常階段で剝き出しのケーブル類を目にすることはございません。部屋の入り口には金属探知機も埋め込まれていますので電子機器の類いもシャットアウトできます」

　全てを説明し終えると、女将は確信を込めてこう言った。

「断言しましょう。世界中のどこを探しても、この『臥竜鳳雛の間』ほど将棋を指すのに適した空間は存在いたしません」

「……すごすぎる……」

「い……いくらかかってるんだ……？」

　数々のタイトル戦を観戦してきた関係者達も完全に度肝を抜かれた様子で、そんな絶句する面々の反応を女将さんは満足そうに眺めている。

　俺は別の意味で驚いていた。

　この設備についてもそうなんだが……それ以前に、この女将さんは将棋のことが大嫌いだったはず。あいが研修会に入る時も最後の最後まで反対したのがこの人だ。

　そんな人が、いくら娘の師匠のタイトル戦とはいえここまで将棋に投資するだろうか？


「………………怪しすぎるだろ……いったい何を企んで……？」



「九頭竜先生？　この部屋に問題が？」


「は!?　い、いえ…………すごいなーって思って……ははは……」



「……部屋の設備に問題がなければ、次は棋具のご確認を」

　盤駒ばんこまも極上の品だった。駒の一枚一枚が宝石のように美しく、そしてお値段もそれくらいする超高級品。

　しかもそれが三セットも用意され、女将が『すしざんまい』の看板みたいに「さあどうぞ。どれでもどうぞ」と勧めてくる。

　関係者からはもう溜ため息しか出ない。女将イチオシの、一番高いやつを使うことになった。

　もともと俺も名人も検分で何か要求するタイプじゃないから、お母さんの話を聞いた後は五分もせずに検分終了。

　それはまあ、いつも通りと言えばいつも通りだったんだが──

「では九頭竜先生。前夜祭の準備に参りましょう。さあこちらへ」

「は……あ？」

　名人や関係者の案内を従業員に任せ、女将は俺の手を取ると、直々に別室へと誘う。




　連れ込まれたのは前夜祭の会場に近い小さな部屋だった。

「九頭竜先生。こちらの和服にお着替えください」

「え？　これって……俺がここに送った和服と違うヤツですよね？」

　嵩張かさばるし重いので、タイトル戦では和服は宿に郵送しておく。

　というかそもそも和服は俺のアパートなんかで管理できるものじゃないから、作ってくれた呉服屋さんで管理してもらって、後はほとんどお任せだ。『この日にここで対局があるから送っといてください』とメールするだけ。

　だからどんな和服が届くかは『対局前日のお楽しみ☆』みたいなところはあるんだが……この服だけは『ない』と断言できた。

　だが女将は確信を込めた表情で、

「いえ。これでいいのです」

「いやでもこれ紋付きじゃないですか？　紋付きなんて就位しゅうい式とかそういうセレモニー的なイベントでしか着ないし……あと、それこそ冠婚葬祭とか……」

　皆無じゃないが、紋付きでタイトル戦に出るのは稀まれだ。

　だから呉服屋さんも別の和服を送ってきてるはずだけど──

「いいのです。今日はこれでいいのです。皆様お待ちかねですので早くお着替えください」

「ですけど……」

「いいから早く着なさいッ!!」

「はいッ!!」

　お母さんの圧倒的な気迫に押され、俺は慌ててスーツを脱ぐ。

「着付けはご自分でおできになりますか？」

「い、一応……」

「結構。では私は娘の準備を見てきますので、式場でお会いしましょう」

「はあ……？」

　娘の準備？　あいも何か準備するのか？　女流棋士の資格を得て地元に戻って来たし、町内の人に挨拶あいさつするため、おめかしでもするんだろうか……？

　そんな俺の温ぬるい考えは、前夜祭で粉砕される。
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「…………すっげェ……」



　前夜祭の会場は人で埋め尽くされていた。

　千人以上入ることができるという大ホールには無数の丸テーブルが置かれ、正装した人々が極上の料理と美酒を楽しんでいる。

　それはいいのだが。


「おかしい…………何かがおかしい…………」



「ふつうと違うんですか？」

「そうだね……一般的な前夜祭っていうのは、そもそも一般のお客さんも入れて棋士とファンが気楽に交流したりするから、立食パーティーみたいなのが多くて……」

　関係者のみのクローズドなものもあるけど、竜王戦は最高位タイトルということもあって、こういったセレモニーも壮大だ。

「だから会場が広かったり、お客さんが多かったりするのは、そんなにおかしなことではないんだけど──」

「だったらいいじゃないですか」

「いや……うん。そうだね。そうなんだけどもね？」

　キラキラと無垢むくな瞳でこっちを見る弟子にそう答えつつも、俺は違和感を拭いきれない。

　最大の疑問。

　それは──今この瞬間に俺とあいが普通に会話できることだった。

　前夜祭の会場である大ホールにはステージがあり、そこに対局者である俺と名人が並んで座っているんだが……そのステージ上には何故かあいも座っていた。しかも真ん中に。

　わかりやすく説明すると、




　俺

　あい

　名人




　こうである。

　紋付き袴はかまを着た俺と、白無垢姿のあいが、ステージの中央にででんと座っているのだ。並び的に見ると明らかにあいが主役だ。あいちゃんオンステージ。

　しかも名人は普通にスーツ着てる上に、一人だけちょっと離れた場所にポツンと座らされている。隔離といってもいい。何なら俺、あい　　　　　　名人、くらいの距離感だ。

　確かにタイトル戦では対局者と一緒に地元出身の奨励会員なんかが舞台上で紹介されて、地元なだけにそっちが主役になってしまうようなこともある。特に今回は対局場が実家ということもあって、あいが主役扱いというのもわからんでもない。『竜王戦前夜祭兼あいちゃん女流棋士おめでとう会』ということでまあ理解できる。

　だがなぜ白無垢なのか？　一瞬「あいは何を着てもかわいいなあ♡」思ったけどよく考えたら異常だ。俺の紋付きと併せると明らかに何かがおかしい。これは単なる前夜祭ではない。

　だって──

「金屛風びょうぶだよ!?　なんで金屛風の前に座るの!?　おまけに紋付きを着て!?」

「おちついてください師匠。このホールは披露宴などでも使われるので、金屛風は普段から置いてあるんです。おかしなことは何もないですよ？」

「あいちゃんは落ち着きすぎじゃないかい!?」

「わたしは温泉旅館の娘ですから」

　そういう問題なのか!?　それで済ませていいのか!?

　……だいたい、この前夜祭のプログラム自体がおかしいのだ。

　通常、前夜祭のプログラムというのはほぼ固定されている。たまに地元の人々が伝統芸能の踊りやら太鼓の演奏やらを披露したりもするけど、だいたい『開会挨拶』→『乾杯』→『両対局者の抱負』→『解説陣による勝敗予想』みたいな流れだ。

　今回の前夜祭プログラムは、

『石川いしかわ県知事による開会挨拶』

『祝電披露（首相がＴＶ電話で生出演）』

『月光つきみつ会長による乾杯発声』

『両対局者の紹介』

『大盤解説陣による勝敗予想』

　ここまではいい。やけに豪華だがプログラム自体におかしな部分はない。

　問題はこの後に、

『女流棋士資格申請書記入の儀』

『記念品交換』

『親族固めの杯』

　という謎の行事が組み込まれていることである。記念品？　固めの杯？

　俺とあいの衣装といい、将棋の前夜祭に必要だとは絶対に思えない。

「絶対おかしい……これって前夜祭というよりも……何か別の式典なんじゃないのか？」

「ふぇ？　べつの式典って、どんなですー？」

「そ、それはわからないけど……」

　そもそも『親族』って誰の親族だ？

　そんな疑問を持ったまま会場を見回すと──

「親父おやじ!?　母さんに……兄貴まで!?」

　何と、最も近いテーブルからこっちに向かって手を振っている我わが家族を発見！　あんまりにも近くにいたから逆に気付かなかった！

「ちょっ!?　な、なんでみんなここにいるんだよ!?」

　俺は慌てて家族のテーブルに駆け寄る。

　今まで家族がタイトル戦に来たことなんて一度もなかったし……来るなら来るで連絡くらい入れるのが普通だ。

「ってか兄貴、こんなトコに来て大丈夫なの？　就活が大変だって言ってなかった？　大学四年の秋にまだ就職先が決まってないって──」

　俺がそう言うと、母さんが嬉うれしそうに答えた。

「八や一いち。お兄ちゃんの就職先は、ここ『ひな鶴』さんなのよ」

「ええっ!?」

「就職試験に落ちまくって困ってたときに、ここの女将さん……いや、社長が声を掛けてくださったんだ」

　既にあいのお母さんを『社長』と呼ぶ忠誠心をさりげなく見せつつ、今度は兄貴が事情を説明する。

「最初はどうしてこんなに立派な旅館の社長さんが俺なんかに声を掛けてくれたのか不思議だったが……事情を聞いて納得したよ。あいさんとお前がこの『ひな鶴』と和倉温泉郷を、ひいては日本の旅館業をさらに盛り上げるために、棋士をしながら旅館の経営もする覚悟を決めていたなんて……及ばずながら俺も手伝わせてもらうぜ!!」

「え？　待って？　そんな話になってるの？」

　俺があいのお母さんと約束したのは……あいが女流タイトル保持者ホルダーになれなかったら、俺が旅館業を手伝うってことだったような……？

　そんな俺の疑問を強引に押し切ろうとするかのように、兄貴は力強い口調で言う。

「将来はファミリーの一員として、あいさんやお前を立派に支えてみせる！　大船に乗った気でいてくれ！」

「いやいやいやいや！　ちょっと待ってくれよ！　俺はまだここに婿入りするなんて決めてないんですけど!?」

「わかってくれ八一！　大学四年のこの時期にまた就職活動なんてしたくないんだよ!!」

「だからって弟を売って恥ずかしくないのか!?」

「ないね！　全然ないねっ!!」

　兄貴はいい笑顔で言い切った。

「っていうか、小学生の女の子をたぶらかして玉の輿こしに乗ろうとするようなクズに言われたくないね！」

「なっ……!?」

　よりにもよって家族からロリコンクズ呼ばわりされた……だと!?

　反論しようとすると、今度は親父が声をかけてくる。

「八一。父さんも職場から早期退職しろと言われて途方に暮れていたんだが、雛鶴さんが前職と同じ条件で雇ってくださるとおっしゃってるんだ。それだけじゃないぞ！　お前の弟は全寮制の有名私立中学に入学するため学校見学へ行っているが、それも雛鶴さんが紹介状を書いてくださったからだ」

「ありがたいねぇ……本当にありがたいねぇ……」

　親父の言葉に被かぶせるように、母さんも言う。涙ぐんでいる。

「お正月には親戚のみんなをこんな立派な旅館にタダで招いてくださるっていうんだよ？　そもそも雛鶴さんのお嬢さんだってあんなにも可愛らしいじゃない。いったい何が不満なの？」

「俺の人生をエサにして成り上がろうとするお前らの根性がだよッ!!」

「悲しいことを言うな、八一……父さん達は少しでもお前の力になれるならと、その一心でここに来たんだ。決して私利私欲のためじゃない。それだけは信じて欲しい」

　そう言って俺の肩に手を置く親父。

　その腕には、明らかに高そうな新品の時計が輝いていた。俺は親父の手を払って叫んだ。

「クズだ！　お前らクズ一家だ!!」

「「お前もな!!」」

　ゲラゲラと笑いながら一斉に突っ込んでくる我が血族。

　その清々すがすがしいまでのクズッぷりに、近くにいた将棋関係者もドン引きしている。

　ただ、まあ……家族だからこそわかることもあった。

　みんな俺のことを心配してくれてて、だからこうやって明るく強引に元気づけてくれているんだろう。

　親父と兄貴は自分達も将棋を指すから、プロがどれだけ厳しい世界で戦っているかはわかってる。帰省したときも成績のことは一切口にしないし、そもそも将棋の話題を出さない。

　母さんは気が弱いから俺の対局の結果すら見られないという。

　だからみんなが今までタイトル戦の会場に来たことはない。理由を尋ねたことはなかったけど、聞かなくたってわかる。家族だから。

　そんな家族が、ここまで露骨な応援をする意味。

　強引にでも俺を元気づけようとする意図。

　新聞やテレビで俺が孤立し、敵役にされているのを見て、居ても立ってもいられなくなったんだろう。

　そして弟はまだ小さくてそういったことがよくわからないからここに連れて来てないんだろう。女将さんとも打ち合わせての行動のはずだ。この異様な、およそ将棋の前夜祭とはかけ離れた、どっちかというと披露宴にしか見えない会は。

　問題は──


「あ、あい……………………知って、た……のか？」



「ふぇぇ？　なにをですかぁ？」


「…………いや」



　キラキラと透き通る瞳で俺を見詰めながら、やたら可愛らしい仕種で首を傾げるあい。

　はっきりさせないほうがいい。そう思った。

　直後、俺は強烈な殺気を感じて身を強こわ張ばらせる。


「ッ…………!?」



　全身を串刺しにされるようなその殺気は……俺の家族が座っているテーブルの、隣のテーブルから放出されていた。


　俺にとってのもう一つの家族────清滝きよたき一門のテーブルである。



　そのテーブルに座る銀色の髪に黒いセーラー服の少女から、殺気は放たれていた。


「あ…………姉、弟子…………」



　円形のテーブルなのでこっちに背中を向けて座っている姉弟子の顔は見えないけど、相当すごいことになってるっぽい。

　だって姉弟子の正面に座ってる桂香さん、顔面蒼白そうはくで震えてるもの……何かロクでもないこと言ったっぽい師匠も、ノータイムでブン殴られてたし……。


「……姉弟子に謝るのは、明日に…………いや、このタイトル戦が終わってからにしよう。そうしよう……」



　ガクガク震えながら一門のテーブルから視線を逸そらす。

　と、ちょうど視線を向けた方からこっちに近づいてくる男女の姿が。


「ッ……！　あのひと……」



　あいは小さく呟つぶやいて緊張に身体を強張らせ、テーブルの下で俺の手をギュッと握る。

「やあ！　元気だったかい？」

「あはは～☆　おつかれさまでーす」

　大盤解説の仕事で東京からやって来た山刀伐なたぎり尽じん八段と鹿ろく路ろ庭ば珠たま代よ女流二段だ。

　今回の前夜祭では司会も務めるこのコンビだけど……意外な人選だった。二人とも北陸には特に縁が無い。

　しかもこうして一緒に挨拶に来てくれるなんてあまりにも意外で、俺は思わず口に出して聞いてしまう。

「あれ？　山刀伐さんと鹿路庭さんって……仲がいいんですね？」

　水と油というか、山刀伐さんは女性とか大ッ嫌いだろうって勝手に思ってた。そして鹿路庭さんはその女性の中でも特に山刀伐さんが嫌いそうなタイプだろうと……。

　が、山刀伐さんの答えは更に意外なものだった。

「珠代くんはボクが将棋を一から教えたんだ。連盟の事業で、地方へ将棋を教えに行く出張教室みたいなのがあったんだけど、そこで出会ってね。その縁で、研修会に入ってからは定期的に研究会をやってるんだよ」

「えっ!?」

「あはは～☆　お世話になってまーす。意外？」

　将棋界の人間関係は複雑怪奇だ。

『絶対に合わないだろう』って二人が、意外にこっそり何十年も研究会をやってたなんて話はたまに聞く。

「珠代くんが沼ぬま津づのご実家から東京へ出て来る時も、ボクが面倒を見るという条件でね。ほら、彼女の師匠は理事をやってて忙しいから」

「そうそう。うちの師匠、今回もなんか名人の国民栄誉賞？　の手続き？　があるとかで東京に残ってるんですよね～。弟子だけこんな田舎に行かせといて自分は権力者とせっせとパイプ作りって、やることセコすぎって感じー」

「そうですか？　すごくお似合いの師弟な気がしますけど……」

「ああ？」

　真顔で睨まれた。にんきじょりゅうきしこわい。

　山刀伐さんが苦笑しつつ言う。

「ちょうどボクが借りてるマンションの隣にもう一部屋、研究用の部屋を借りていたから、そこに暫しばらく住まわせてあげることにしたんだよ。女流棋士になって仕事が軌道に乗ったら出て行くという条件だったんだけど、何故か居着いてしまってね」

「ええ!?　山刀伐さんの隣の部屋に!?」

「そですよ～。だから九頭竜先生を研究会に誘ったときも、遅くなったらジンジン先生の部屋に泊めちゃえばいいかな～って。まぁ何となく立ち消えになっちゃいましたけど。研究会の話」

「フフッ！　残念☆」

　逃した獲物を見る目でジンジンは俺を見る。


　ヤッベぇ……危うくトラップに引っ掛かるところだったわ…………そして俺の手を握るあいが無言のまま爪を立ててるわ……。



「けど八一くん。またいつでもボクらの研究会に来てくれていいんだよ？　寝る場所も、ボクのベッドを使ってくれて構わないからネ☆」

　あなたはどこで寝るつもりなんですか……？

「ジンジン先生の部屋ってめちゃんこ快適なんですよ！　この人、家事とか完璧だし。一緒に暮らしたら離れられないですよ。便利すぎて」

「フフフ。部屋の掃除はさせるわ料理は作らせるわ、どうしてこんな子に育ってしまったんだろうね？」

「だってジンジンが作ったほうが美味おいしいんだもーん」

　もはや『先生』という敬称すら抜け落ちている。二人だけの時はこうなんだろう。

　そんな二人を呆然ぼうぜんと眺めながら、俺はこう言っていた。

「な、なんか……そのまま結婚とかしちゃいそうですよね？」

「「あはは☆ないない」」

　二人は同時に否定する。

　タイミングどころか音程すらハモるほど、完全に同時だった。

　……わっかんねェなぁ。




　ともあれ、このように息のぴったり合った二人の司会によって前夜祭のプログラムはテンポ良くこなされていった。

『はい！　というわけでＴＶ電話による首相のお祝いのメッセージでしたぁ。さすが一国の首相だけあって感動的なメッセージでしたね！』

『ボクの好みのタイプだったね』

『あはは～☆　ジンジン先生って両刀バイのくせに発言がストレートぉ』

　司会者養成講座なんかにも通っていたという鹿路庭さんの司会っぷりは完璧だ。

　固くなりすぎないよう客層に合わせた笑いを織り交ぜ、タイトル戦の前夜祭としては異例ずくめのプログラムにも柔軟に対応している。わざわざ東京から呼ばれるわけだ。

　特に『両対局者の紹介』ではその話術が遺憾なく発揮され、

『……このように、あいさんはご両親の反対を押し切って八一さんの弟子になったのです。まだ九歳だったあいさんは、親元を離れ遠い大阪で厳しい修行の日々を送りました。そんなあいさんを時に厳しく、そして時に優しく教え育はぐくんだのが、他ならぬ八一さんでした。いつしか二人の間には、師弟の絆を超えた愛が生まれたのです──』

　などと感動的なナレーションにより会場の涙を誘った。やばかった。俺ですらちょっと泣きかけたからな……おかげで『両対局者の紹介』で何故あいがメインで紹介されてるのかについては誰も疑問を抱かなかった。

　あ、本来主役のはずの名人の紹介は三十秒くらいで終わりました。ひでえ！

　とはいえ酷ひどい目に遭ったのは名人だけじゃない。

　いつの間にか名人を差し置いて主役になってしまっているあいは四回もお色直しをして、その間に俺は地元の有力者のテーブルをお酌して回ったんだが、


「…………あいちゃんは、おらの孫の嫁にと考えておったのに……」



「……将棋指しなんて板前より意味がわからんが。仕事やのぉて遊びやろ？」

「竜王？　だら！　わりゃ竜どころかミミズやないけ!!」

　と、どのテーブルでも露骨な敵意と嫌味を浴びせられた。

　あいと女将さんの人気は地元有力者の皆さんの間では絶大で、完全にアイドル。そして俺はそのアイドルを横からかっさらった泥棒猫である。

　──あの親父さん、姿を見せないと思ったら……こういうことか……。

　笑顔を貼り付けて酌をしながら、俺はこの旅館に来てから一度も姿を見ていないあいのお父さんを恨うらむ。

　あいを弟子に取った際、真っ先に賛成してくれて『一緒に頑張りましょう』とフレンドリーなことを言ってくれたと思ったら何のことはない。

「……自分に代わる人ひと身み御供ごくうを手に入れたかっただけじゃねえか……！」

　俺に対して嫌味を言ったり見えないところで小突いたりしてくる地元の方々も、あいが会場に姿を現すと一変。

「あいちゃん、よかったねぇ」

「優しそうなお師匠さんやねぇ。おらちゃもこれで安心なが」

　などと言って、あいのご機嫌を取ろうと必死だ。

　あいも自分を褒められるより俺のことを褒めてもらったほうが喜ぶので、それを見た地元の人々は急に俺を褒め称たたえ始める。全く嬉しくない……。

　そして遂ついに謎プログラム『女流棋士資格申請書記入の儀』へと突入。

　本局の立会人を務める月光会長が申請用紙を携えて和服で登場し、厳おごそかな雰囲気の中、何が何だかさっぱりわからない俺にこう尋ねる。

「竜王。あなたは師匠として、ここにいる雛鶴あいさんを弟子にすることを誓いますか？」

「はぁ……」

「雛鶴あいさん。あなたはこの男性を師匠とし、病めるときも健やかなるときも将棋道に邁進まいしんすることを誓いますか？」

「はいっ！　ちかいますっ!!」

「結構。ではお二人とも、この神聖なる用紙にお名前を記入してください」

　会長が言うと、男鹿おがさんが恭うやうやしい感じにペンを渡してくる。


「…………」



　俺はこの珍妙な儀式に大いに疑問を抱きつつも、申請用紙はどうせ書かなきゃいけないので、師匠の欄に名前を書いた。

　俺からペンを受け取ると、今度はあいが緊張した面持ちで自分の名前を書く。

『師弟最初の共同作業で～す！　どうぞ盛大な拍手で祝福してあげてくださ～い!!』

　鹿路庭さんが煽あおる煽る。

　当事者である俺がどんどん醒さめていくのに反比例して、会場の盛り上がりは最高潮に達していた。幼い師弟の新たな門出を祝福する……のとはちょっと違うんじゃないかという感じの盛り上がりだ。

「フフ……少し妬やけちゃうね？」

　ジンジンは切なそうな笑顔を浮かべていた。なぜあなたが嫉妬するんですか。

「これで今後、多少無理な日程でもタイトル戦を引き受けてくれる宿が一つ確保できましたね」

「さすが会長。素晴らしい妙手です」

　ヒソヒソとそんな会話を交わす会長と男鹿さん。あんたらか俺を売りやがったのは。

　べろんべろんに酔っ払って万歳を繰り返す地元の皆さんと我が家族。

　娘の晴れ姿を見て、そっと目頭を押さえる女将。

　そして、そこだけがお通夜のように静まり返っている清滝一門のテーブル……。

　離れた席で一人ニコニコと何の不満も漏らさず式を見守る名人が意外と楽しそうにしていてくれたことが救いといえば救いだった。
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「………………うー……きもちわりぃ……」



　翌朝の目覚めは最悪だった。


「くそっ……あのジジイども…………どさくさに紛れて飲み物に酒、混ぜやがったな……」



　前夜祭で地元有力者のテーブルをいくつも回ったんだが、その時に「まあまあ一杯」と妙な味のするお茶やジュースを飲まされた。

　どうやら酒が混ぜてあったらしく終わる頃にはフラフラだ。

　そして心配した弟子あいに手を引かれながら自分の部屋に戻ると──室内は一変していた。

『こ、これは……!?』

　部屋には布団が敷いてある。それはいい。旅館ならそういうもんだ。

　問題は……敷かれた布団は一つなのに、枕が二つ置いてあったこと。

　しかも二つの枕のうちの一つは、あいが実家で使っているものだった。

　明らかに身内の犯行……というか、犯人は一人しかいない。

『も、もー！　おかあさんったら、こんなイタズラしてーっ!!』

　あいは真っ赤になってプリプリと怒りを示しつつも、俺の身体に寄り添ったまま、もじもじしながら上目遣いに尋ねてきた。


『こ、こんなの…………だめ？　ですよ……ね？』



　もちろんダメである。

　酔ってフラフラしてたけど、ダメなのはハッキリわかった。ダメ絶対。ノーロリコン、ノータッチ。幼女との触れ合いは妄想の世界でもＮＧなのに現実でそれをやったらたいへんなことになってしまう。


『けど…………あいと師匠は、もう正式な師弟かんけいを結んだから…………い、いっしょのおふとんでお休みしても……おっけー？　ですよ……ね？』



　いやダメだよ？

　というか将棋の師弟関係と一緒のお布団でお休みすることとは何の関係もないよ？


『…………しょぼーん……』



　自分で『だめですよね？』と言っておきながら、あいは何だか名残惜しそうな様子で、とぼとぼと帰って行った。

「ちょっと可哀想かわいそうだったかな？　……いやいや！　な、何を言ってるんだ俺は……」

　まだ酔いが残ってるんだろうか？

「とりあえずシャワーでも浴びて頭をスッキリさせよっと……」

　せっかくなので朝風呂に浸かってサッパリし、ドライヤーで髪を乾かして居室に戻ると、布団が上げられ朝食のお膳が準備されていた。

　準備してくれたのはこの宿の最高責任者──つまり女将で、俺の姿を見ると畳に手を突いて丁寧に挨拶をしてくる。

「おはようございます」


「あ…………どうも」



「昨夜はお楽しみでしたか？」

「何をですかッ!?」

「……まあ、いいでしょう。確かに少し急ぎすぎたかもしれません」

　不穏な言葉を漏らしつつ、女将はテキパキとお膳の用意をしてくれた。

　食欲は無い……と思ってたけど、並べられる食事を見ていると、不思議と食べたいと思うようになっていた。

「朝粥がゆです。こちらのタレをかけてお召し上がりください」

　女将は準備を終えると、「お済みになった頃、また参ります」と言って部屋を出て行った。

　用意された朝粥を木の匙さじで掬すくって食べる。

「……これは美味いな！」

　普通のお粥……なんだが、べらぼうに美味うまかった。

　お米の柔らかさや温度はもちろん、好みに合わせてかけて食べるタレが絶品だ。

　お膳の上に説明書きが置いてあったので、それを読んでみる。


「なになに？　……『カツオ節がベースのタレには、隠し味として能登のと半島の魚醬油いしりをちょっとだけ加えてあります』か。なるほど…………ん？」



　説明書きの裏に何かが書いてあるのが透けて見える。

　裏返して見ると、無骨な文字でこう書かれていた。

『ごめん』

　差出人は記されてないが、誰かはすぐにわかった。この料理を作ってくれたであろう人──あいのお父さんだ。

「……ま、この朝粥でチャラにしてやるか」

　美味い料理は人を寛大にする。酒の気持ち悪さはサッパリ消えていた。

　食べ終わると、監視でもしてるかのようなグッドタイミングで女将が再び部屋に。

「着付けのお手伝いをさせていただきます」

「え？　いや、一人ででき──」

「させていただきます」

「……はい」

　反論しても無駄だ。俺は諦めて、和服の着付けを任せる。

　昨日の紋付きとは違う、ちゃんと対局用の和服だから安心したけど……着付けをしてもらってるあいだというのは手持ちぶさただ。間を持たせるため当たり障りの無い話をする。

「あの……今朝、あいはどうしてます？」

「あの子ならカニを食べています」

　朝からカニ……まあ大好物だしな。『きゃにー♡』と嬉しそうにカニの身をほおばっている弟子を想像してほっこりする。かわいい。

　……けど、何だかカニに弟子を奪われたような気がして複雑だ。普段なら真っ先に俺を起こしに来てくれて、朝ご飯の準備もしてくれるあいが……今朝はカニに夢中……。

　俺がカニに嫉妬していると、


「…………怒っていますか？」



　着付けをする手を止めて、唐突に、女将がそう言った。

　一瞬、驚いた。

　昨日のあの前夜祭（？）のことを言ってるんだろうが……この女将が珍しく不安そうな声を出したからだ。

「いやぁ……驚きはしましたけど、怒ってはないです」

　これは本心だった。むしろ感謝している部分もある。

　あいにつらく当たってしまったことへの罪滅ぼしになったから。

　これで罪が消えたとは思わないけど、少しでもあいが元気になってくれたなら嬉しい。

　だが女将はさらにこう言った。

「私は先生あなたに謝らねばなりません」

「昨日のことなら、俺は別に──」

「そうではないのです」

「え？」

「私は……あいがすぐ家に帰ってくると思っていました」

　俺の帯を摑んだまま、女将は言う。

「だってそうでしょう？　十六歳と九歳の子供が、血も繫がっていない二人が、将棋などというボードゲームだけで繫がった共同生活など、早々に破綻するに違いない。そう高をくくっていたのです」

「……」

「けれどあの子は、一度でも私に『帰りたい』とは言いませんでした。電話でもメールでも、出てくる言葉は師匠と将棋のことばかりで……」

　女将はスマホを取り出して、あいから送られたメールを見せてくれた。

『今日は師匠にほめてもらえたよ！』

『今日は負けちゃったけど、師匠にきたえてもらってまたがんばる！』

『心配しないで。あいはいつも大阪で笑ってます。師匠がいてくれるから、さびしくないよ！』

『毎日すごく幸せです。師匠の弟子になることを許してくれて、ありがとう！』

　あいのメールには『将棋』と『師匠』が溢れていて……。

　途中からは文字が涙で滲んで読めなかった。

「そんな！　ち、違うんです！　謝らないといけないのは、むしろ俺の方で……！」

　着付けの途中だったが、俺はその場に土下座する。

「あいは……あいさんは、大阪で何度も泣きました。いつも笑ってるなんて噓です。俺のせいで……師匠の俺が不甲斐ないばっかりに、何度も何度も傷つけてしまって……！」

　三局目が終わった時のことだけじゃない。

　思い出せば、あいはいつも泣いていた。姉弟子に負けたとき、天衣あいに負けたとき、澪みおちゃんを負かしたとき、桂香さんに勝ったとき……あいはいつも傷つき、泣いていた。


「……普通の小学生なら、もっと楽しく笑っていられるはずです。けど、俺と将棋に出会ってしまったばっかりに、あいさんは泣いてばかりで……女流棋士になるための大事な一局だって俺は自分のことばっかで、見守ってやることすらできなくて……っ！」



「それでいいのです」


「…………え？」



「確かにこの家で暮らしていた時よりも、あいは泣いたでしょう。たくさんたくさん泣いたに違いありません。そのくらいわかります」

「なぜ……？」

「なぜ？　親だからですよ。あの子が私達に心配をかけまいと敢えて明るく振る舞っていたことくらいわかります。そして、なぜそんなことをしていたのかも」

　女将は俺を立たせると、乱れた服を直し、着付けを続ける。

「あの子が傷つかないよう守ることは、私達にもできます。けれど親というものは、どうしても子供を守ってしまいます。子供が転んで泣けば、手を貸して慰めてしまう。転ばないように最初から手を繫いでしまう。そうやって成長する上で必要な、痛いことや悔しいことや辛いことから遠ざけてしまうのです。だから──」

　緩んだ帯をギュッと締め、袴を履かせてくれながら、女将は言った。

「だからあの子と一緒に傷ついて、一緒に泣いて、それでも一緒に立ち上がって、一緒に歩いて行くことは……九頭竜先生にしかできません」

「ッ……!!」

「この広くて豪華な『ひな鶴』にいた時よりも、先生と一緒に粗末なアパートで過ごした一年足らずの時間のほうが、あの子にとって大切なのです。あの子にとって最高の幸せとは、親に守られて暮らすことではなく……あなたと一緒に戦うことなのです。たとえ傷つくとしても」

　最後に羽織を着せてくれながら、女将は言う。

「だから私は、親として、あの子にできる最後の贈り物をしてあげたかったのです。あなたとの絆を、少しでも太く、強くしてあげようと……」

　着付けを終えた俺に「けど、少し急ぎすぎたかもしれませんね」とぎこちなく微笑みかけると、

「先生と将棋を信じられなかったこと、お詫わびいたします。そして娘のこと、改めてお願い申し上げます」

　女将は改めてその場に正座し、畳に手を突く。

「私は『ひな鶴』の女将として、この旅館を守ってゆかねばなりません。日本一の旅館を守り、育て、次の世代へと引き継ぐ。それが女将としての義務であり、喜びです。けれど母親としての喜びは……娘の幸せ以外にありません」

　そう言い切る女将の顔は、母親としての慈愛に満ちていて。

「九頭竜八一先生」

　最後に女将は深々と頭を下げると、優しい声でこう言った。

「これからも娘と一緒に歩いてあげてください。どうか……どうか末永く、二人で……」

　部屋を出ると、もう対局開始の十五分前。

　対局者は十分前には対局室に入るという暗黙の規定があるため時間ギリギリだ。

「やべっ！　遅刻遅刻……」

　信玄しんげん袋ぶくろを片手に袴をワサワサと鳴らしながら急いで廊下の角を曲がろうとすると……急に、ニュッと細い足が飛び出してきた。

「わっ!?」

　転びそうになるが、何とか堪こらえることができた。

　こんなことをするのは一人しかいない。

「ちょっとやめてくださいよ姉弟子！　袴って転びやすいんですから！」


「…………チッ」



　露骨に舌打ちしてくる。明らかに俺を転ばそうとしてやがった……遅刻になったらどうするんだよ……。

　とはいえ、これくらいの仕返しはされて当然。

　むしろ姉弟子の性格からしてこの程度で済むとは思えない。子供時代の姉弟子ならアスファルトの上で俺を転ばせた後、近くに落ちてる大きめの石で泣くまで殴るくらいのことはした。

　さすがにこのタイミングでそんなことされたら困るぞ……と、怯おびえていると。

「襟」

「え？」

「……ちゃんとしなさい」

　姉弟子は俺の首に手を回すと、乱れていた羽織の襟を直してくれる。


「っ……！」



　びっくりする。

　姉弟子の顔が、いきなり近くに来たから。あの夜のことを思い出して……。

　ドキドキと心臓が鳴る。謝るなら今しかないと思った。

「姉弟子！　俺──」

「遅刻するわよ。早く行きなさい」

「じゃあ、対局が終わったら話す時間をもらえますか？」


「…………考えとく」



　プイッと横を向いて、姉弟子は呟くようにそう答えてくれた。

「ありがとうございます！」

　俺は羽が生えたかのように、軽やかに戦いの場へと駆ける。




　対局室に入る前から記者団が部屋の前に待機していて、俺が近づくと一斉にカメラが向けられた。途切れることのないフラッシュとシャッター音。織田おだ信長のぶながの鉄砲隊みたいだ。

「おはようございます」

　サッと一礼して、俺は部屋の中へ。

　名人は既に入室していて、下座に着いて眼鏡を拭いていた。俺は一礼の後、上座に着く。再び凄まじい数のフラッシュ。詰めかけた報道陣のせいで将棋関係者は弾はじき出されてしまっていて、知っている顔は立会人の月光会長と秘書の男鹿さん、観戦記者の鵠さんくらいしかいない。

　それから十分間、何をするでもない時間が続く。

　──そういえば……この会場に来てから、将棋のことを考えるのは今が初めてだな……。

　ふと、そんなことを思った。

　今回は色いろんなことがありすぎて将棋のことを考える余裕が全くなかった。頭の中には真っ白なキャンバスが広がっている……とでも表現すればカッコいいが、要するにノープランだ。

　──ま、いいか。後手番だし。

　今までだったら、もうこの時点で不利になったと慌てただろう。

　けど不思議と今日は前向きな気持ちでいられた。早く将棋が指したくてウズウズする。

「時間になりましたね」

　午前九時。立会人の月光会長が穏やかな声で告げる。

　普通の立会人なら緊張で声が上ずりながら『対局を開始してください』とでも言うところで、さすがにこの人は違った。

「さあ、お茶でも飲んで、それから始めることにしましょう」

　数々の死闘を潜くぐり抜けてきた偉大な棋士は、いたずらに緊張を高めるのではなく、これから始まる長く激しい戦いに備えてまず無駄な力を抜けと言っているのだ。

　名人はクスリとし、俺も釣られて口の端が上向いた。呼吸を揃えて頭を下げる。

「……よろしくお願いします！」

　無数のフラッシュが瞬き、シャッター音が挨拶の声をかき消す。静寂とは対極的な状況……だがもう対局に集中した俺の耳から、外界の雑音は急速に遠ざかっていった。

　そんな中で、名人は独特の舞うような手つきで初手を指す。

　ひらりと盤上を舞う名人の右手は飛車先の歩を摘つまみ、それを真まっ直すぐに突いた。駒の先端がマス目を突き破りそうなほど鋭い手つきだった。それを見て俺は確信する。


　先手番の名人が打診してきた戦型は────相掛かり。



「……そう来ますか。なるほどね」

　第一局と同じように、俺の得意戦法を使おうというのだ。

　もちろん受けて立つ。当たり前だ。ノータイムで飛車先の歩を突き返す。

　相掛かりの序盤は互いが同じ手を指し合うのが特徴だ。

　それはさながらワルツのようで、俺は名人が差し出した手を取って、同じステップを踏みながら踊り始めた。
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『将棋史上最大の一戦は、予想外の展開を見せています！』

　アナウンサーは興奮した様子でそう語り始めた。

　夜九時の全国ニュース。

　そのトップで、俺と名人の将棋のことが報じられている。

『日本中の注目を集めている竜王戦第四局は一日目が終了し、名人が封じ手を行ったのですが……局面は超スローペースの進行で、しかも単に前例をなぞるだけの展開となっています！　ネット上ではあまりにも平凡な戦いに落胆する将棋ファンも出ていますが……』

　カメラが引き、アナウンサーの隣に座る人物を映し出す。

『先生。本日の対局をどうご覧になりましたか？』

　テレビ画面の中では魔女のような衣装を着た女性が底の知れない魔性の笑みを浮かべながら、甘い声でこう答えた。

『確かに未いまだ定跡じょうせき手順。アマチュアが指そうとも同じ局面に至ることは可能』

　中世ヨーロッパだったら確実に狩られる感じのその女性の横には、こちらもヨーロッパの騎士みたいな純白マントのイケメンが控えている。

　言わずと知れたオサレ師弟──釈迦堂しゃかんど里奈りな女流名跡みょうせきと神鍋かんなべ歩夢あゆむ六段である。


「…………」



　リモコンを持ったまま、固まる。

　関係者だけの夕食会を終えて自室に戻った俺は、軽い気持ちでテレビをつけてみた。

　したらこれだよ。

「……思い切った起用したなぁ。女子アナとかドン引きしてるじゃん……」

　何だか目が離せなくて立ったまま画面を見ていると、

『だが結果として同じ形になろうが、その精度は桁外れ……同じ楽譜の曲を演奏しても名演奏家と素人とでは全く別の曲であるかのように聞こえるのと同じだ。そうであろう？　ゴッドコルドレンよ』

『師匠マスターの仰るとおりです。神は自らに似せて人を作りたもうた。つまり人が神の深遠な思考を理解できぬように、神を真似まねて将棋を指そうともそれは似て非なるもの……』

　視聴者の混乱を助長する、わかるようなわからんような補足だ。

『な、なるほど……』

　アナウンサーは明らかに「わかりません」という表情で相づちを打っている。ご苦労さまです……。

『定跡に従っているにもかかわらず二人の指し手が遅いのは、お互いがその定跡を疑いながら指し手を進めているからに他ならぬ』

　さすがにテレビでこの解説はマズいと思ったか、釈迦堂さんがもうちょっとわかりやすい説明を試みる。

『今回名人が選択した戦法……相掛かりの歴史は古い。だがその手の広さ故、矢や倉ぐらや横よこ歩ふ取どりのように細部まで定跡化することができず、力戦型の将棋とされてきた。しかしそれでも、将棋連盟のデータベースにはおよそ四千局ほどの棋譜がある』

『よ、四千……』

『あの二人はその全てを記憶している。そして練習将棋や研究も含めれば、それこそ万を超える棋譜を脳内に蓄積していよう。それだけの棋譜によって検証された最善手さいぜんしゅを、さらにタイトル戦という集中力が極限まで研ぎ澄まされる舞台で再検証しつつ指しているのだ。いかに前例があろうとも、一手一手に時間がかかるのは必然』

『ど……どうして、そこまで？　そこまでしなくても勝てるのでは？』

『決まっていよう？　名人は相掛かりという戦型の結論を……いや、将棋というゲームそのものの結論を出そうとしているのだよ。勝敗の彼ひ岸がんにある結論を』

『将棋の結論？　それは、一体……？』

『互いに最善手を指し続けた場合、先手と後手、どちらが勝つのか。神が人に投げかけた将棋という謎の答えさ。フフ……永世七冠などという人が定めし肩書きなどより遙はるかに価値がある』

『で、では……定跡から外れた瞬間というのが』

『既存の将棋が終わり、新たなる将棋が誕生する瞬間となろう。その手がいつ指されるかはわからぬが、明日は将棋界にとっての新紀元ノヴァ・エラとなる』

　釈迦堂さんは『いや、それとも破滅の日アポカリプスか？』と芝居がかった様子でつけ加える。

「……さすが、《永遠の女王エターナルクイーン》はよく見てるな」

　新紀元うんぬんのトンチキ発言はともかく、俺と名人が超スローペースで定跡をなぞっていた理由はドンピシャだ。

　脳内で古い棋譜も検索し、細かな変化まで丹念に検証しつつ将棋を指すという作業は、びっくりするくらい体力と時間を消耗した……おかげでヘトヘトである。

　名人の読みの精度は恐ろしく研ぎ澄まされていて、盤を挟んでいると、その迫力に圧倒されるほどだった。

「けど……ついていけてる。まだ大丈夫……！」

　第一局のような『気付いたら負けてた』という展開は無いはず。

　先入観を捨てることにより、名人の読みに追随できているという手応えがあった。今までの三局とは比べものにならないほど読みが嚙み合っている。

　自分が強くなった……とは、言わない。

　だけど、姿さえ見えなかった名人の影は踏めた。あの大局観の端くらいは。

「後はいつ、どのタイミングで定跡を外れるかだな。俺からか、それとも名人か……」

　俺が決戦に向けて決意を固める一方、テレビでは釈迦堂さんが物憂げな表情で、

『……一時期は廃すたれてしまった相掛かりだが、再び脚光を浴びつつある。定跡の行き詰まりやコンピューター将棋の勃興ぼっこうによって、昨今はこのような古い将棋が突然表舞台に出現することが多くなった。ふっ……おかげで余のような年寄りでも何とか若手と渡り合うことができる』

『そのようなことを仰らないでください！』

　アナウンサーが何か言うより早く、歩夢が立ち上がって叫んでいた。おい生放送だぞ。

『我が師マスターは誰よりも強く、そしてお美しくていらっしゃいます！　小娘どもなど相手になりませんッ!!』

『ふふ。可愛いことを言ってくれる……明日のネット解説では、おそらくこの世界の終わりと成り立ちを見ることになろう。老いたこの身では到底その全てを読み解くことは叶わぬ……余に最後まで付き合ってくれるか？　我が愛しき弟子ゴッドコルドレンよ』

『我が師マスターとであれば、たとえ地獄インフェルノへでも……！』

　なんだこれ。

　唐突に始まった演劇みたいなやり取りにポカンとしていたアナウンサーだったが、すぐに気を取り直して番組を進めようとする。

『そ、それでですね。気になる封じ手の候補ですが──』

「おおっと！」

　慌ててチャンネルを変える。

　対局中に他の棋士の検討結果を聞いてしまうのはアウトだ。

　本当なら将棋の話題が映った時点で変えるべきだったんだろうが……いきなり登場したあの二人のインパクトにやられてついつい見てしまった。怖いもの見たさというか……。


「ま、チャンネル変えたからもう大丈夫────って、えええ!?」



　ホッしたのも束つかの間ま。


　変えたチャンネルでも今日の対局の報道をしてるぅぅぅ！



　慌ててまたチャンネルを変えるものの、映るのは将棋、将棋、将棋──

「ど、どのチャンネルでもこの対局のことをやってるのか!?」

　祈るような気持ちで最後のボタンを押す。

　するとようやく画面から将棋盤が消えた。

『それでは現地からの中継を──』

　やっと見つけたそのチャンネルでは、どこかの地方の事件か何かを生中継しているようだった。コートに身を包んだレポーターが暗闇を背にして寒そうに立っている。

　これで一安心。

　俺はリモコンを布団の上に放り投げ、窓際のソファに座り込む。

　何だかドッと疲れが……。


「ヤバいよヤバいよぉ…………みんな名人の永世七冠とタイトル百期が目当てなんだろうけど、ここまで注目されてるってのは……」



　ここ和倉温泉に来てからは『あいちゃん旋風』に巻き込まれたのですっかり忘れてたけど、日本全体に目を向ければ、名人の偉業達成へ向けてカウントダウンしてるような状況。

　明日はもっと報道が過熱するだろう。

「……日本中が、名人の偉業達成の瞬間がいつになるかを……つまり俺がいつ投了するかを、固唾かたずを呑んで見守ってるわけだ……」

　何とも言えない気分になりかけた、その時。

　窓の外から不思議な光が差し込んだ。カーテンを閉めていても明るいほどだ。

「何だ？　やけに明るいな……？」

　不思議に思ってカーテンを開けて外を見ると──

『あっ！　今、窓にチラッと九頭竜竜王の姿が見えました！　名人の部屋の灯あかりは既に消えていますが、竜王はまだ寝てはいないようです！　明日の作戦を考えているのでしょうか!?』

　そんな声が聞こえてきた。

　外ではなく、テレビから。

「？？？」

　わけがわからず、テレビと外とを交互に見る。

『見ています！　竜王がこっちを見ています！　やはり緊張しているのでしょうか!?　随分と落ち着きの無い様子で──』

　テレビの中ではレポーターが巨大な旅館の一室を指さしながら喋り続けている。

　ホテルの外には巨大な投光器があって、俺の部屋を照らしている。

　投光器の周囲にはテレビ局の中継車らしき車が無数に集まっていた。

　つまり──

「えっ!?　俺を撮ってるのかよ!?」

　っていうか中継って、この旅館の外から!?　マジで!?

　慌ててカーテンを閉め、部屋の電気を消す。プライバシーも何もあったもんじゃない！

『竜王の部屋の灯りが消えました！　明日に備えて眠る模様です!!』

「違うよお前らが遠慮ナシに撮るからだよ!!」

　テレビに向かって俺は叫んだが、もちろん返事は無い。

　スタジオのアナウンサーが質問する。

『現地からの情報は以上ですか？』

　レポーターはマイクを握り締めながら、

『えー、両対局者にインタビューすることはできないのですが、対局場となっている旅館の女将さんからはお話をうかがうことができました』

　おい。

『そこで新たな情報が入ったのですが、九頭竜竜王はこの旅館の娘さんの師匠に当たり、二人は既に結納を済ませているとのことです』

『結納ですか？　でも竜王はまだ十七歳ですよね？　婚約にはまだ早いような……』

『お二人は今年の四月から大阪で同棲どうせい生活を送っており、娘さんの年齢が婚姻可能になり次第正式に結婚してこちらの旅館を継がれるそうです』

『娘さんは今おいくつなんですか？』

『小学四年生だそうです』

『犯罪じゃないですか』

『はい。現地観戦に訪れている将棋ファンの皆さんもですね、「名人に勝って欲しい」「竜王は早く逮捕されるべき」「失冠しっかんしたら死刑にしてください」「もげろ」と、名人へのエールというより竜王への罵声が多いといったような状況でして──』

　ちょっと待ってこれ全国放送なんですけど日本全国に小学四年生と同居してて婚約までしちゃった痛い変態ペドゴンキングって思われちゃってるっていうかこれもう世間的に確定──


「…………………………寝よう」



　テレビの電源を落とし部屋のカーテンを閉めると、布団を被って全てを忘れた。

　おかげでよく寝れたよ……おかげ様でな！

　そして翌朝。

　対局二日目の朝は、記録係の読み上げる棋譜に従って一日目の指し手を再現する。

　盤上が指し掛けの局面に戻ってから、立会人が封じ手を開封するが……今回は立会人が目の不自由な会長なので、それは副立会人の仕事となった。

「正立会人に代わって読み上げます」

　緊張した面持ちの副立会人が、封じ手用紙に記された次の一手を読み上げる。


「封じ手は………………えっ!?」



　副立会人は驚きの声を上げる。


「し、失礼しました。封じ手は────」



　そうして読み上げられた手は、俺達対局者以外は全く予想していなかった、将棋の常識から外れた一手。


　名人は────定跡を外れた。




「ッ!!　………………来たか……」



　盤上を舞うように動く名人の右手を見ながら、俺は顎を引いて戦闘態勢に入る。

　ここから先は将棋千四百年の歴史も、プロが指した四千局の相掛かりの棋譜も、これまで自分が培つちかってきた大局観も頼ることはできない。

　それは既存の将棋の全てを否定する、叛乱はんらんの一手。
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　封じ手──名人が定跡を離れた一手を境に、控室の空気は、まるで電気を帯びたかのようにチリチリと沸き立ち始めていた。

「ソフトの評価値が安定しません！」

　パソコンで検討していた観戦記者の鵠が悲鳴を上げる。

　大盤解説の準備のため継ぎ盤で検討していた山刀伐と鹿路庭が、呻うめくように言った。

「二人の読みが深すぎるんだね……ソフトは浅く広く読む。だから時間をかけて読みの深度を深くしていくと、そのたびに評価が変わってしまう……」

「じゃあ……この対局はソフトの形勢判断が当てにならないってこと!?」

　後手──八一の側を持って検討していた鹿路庭は頭を抱える。

「ああもう、どうしたらいいのよ……この時点でひとッつも手が見えないのに……」

　彼女の言葉を「情けない」と叱責しっせきする棋士はいない。

　盤面は戦型を分類することが不可能なほど奇妙に歪ゆがみ、もはや二人の将棋は、プロ棋士にもソフトにも理解の及ばない域へと達しつつあった。

　そんな中で、

「師匠ならこう指します」

「へ？」

　鹿路庭の横から継ぎ盤に手を伸ばしたのは──雛鶴あい女流三級。

　女流棋士の仮免許をもらい、晴れて控室の検討に加わる資格を得たあいは、さっそくその権利を行使して師匠の次の一手を予想したのだ。

　その一手を見て、山刀伐は感心したように頷うなずく。

「へぇ……なるほど。確かにこれは八一くんが好きそうな手だね」

　しかし。

「小学生が何をわかったようなことを言ってるの？　八一はこう指すに決まってるじゃない」

　鹿路庭を挟んであいの反対側から別の手を指摘したのは、空そら銀ぎん子こ女流二冠。

　再び山刀伐は感嘆の声と共に頷く。

「ははぁ……これもありそうだね。うん。八一くんはこっちの方が好みかも」

　勝ち誇ったように「ふふん」とあいを睥睨へいげいする銀子。だがあいはノータイムで中腰になって継ぎ盤に手を伸ばすと、銀子の動かした駒を元の場所に戻し、自分が指摘した手を指し直す。

「こうです」

「こうよ」

「こうです」

「こうよ」

「こうです！」

「こうよ！」

　互いの指し手を否定して自分の意見を押し通そうとするあいと銀子。相手の動かした駒を戻して自分の主張する手を指す、という子供じみた行為を何度も何度も繰り返す。

「あ、あの……ちょっと──」

　そんな二人に挟まれた鹿路庭が抗議らしき声を上げるが、

「「いいから黙ってて！」」

「あ……うん？　ご、ごめん？」

　何故か叱られた鹿路庭は「ま、でも手を教えてくれるからいっかー」と二人の検討（？）を黙って眺めることにする。こう小さく呟いて。


「…………あんまり踏み込むとヤバそうな感じするしね……」



　竜王と名人が指している将棋は、割と何でもアリな現代将棋の感覚からしてもあまりに異質だった。そんな将棋を理解しようとすれば自分の感覚もおかしくなってしまう。鹿路庭はそれを怖れていた。

　将棋には、人を引きつけ、変質させる力がある。

　高度な将棋であればあるほどその作用は強くなり、まるで巨大なエネルギーによって中性の分子が電気を帯びるように周囲のあらゆる存在に作用する。

　そのことを世界で二番目によく知る人物は、控室の最上段で静かに座りながら、秘書の読み上げる棋譜を検討していた。


「…………迄まで、五一手です。竜王は次の手をもう四十分ほど考えています」



「ふむ」

　月光は男鹿の言葉に頷くと、一分間ほど沈思してから、別の人物に声を掛ける。

「……鵠さん」

「はい会長」

「ソフトはどんな状態ですか？」


「やはり安定しません。評価値も候補手もコロコロ変わって…………あの、会長」



「何でしょう？」

「会長は、現局面をご覧になってどう思われますか？　このままでは棋譜中継のコメントすら書けなくて……」

　途方に暮れた様子で、逆に質問する。

　鵠は主催新聞社に雇われている立場上、控室の外で待機している数百人のマスコミに対してもプロによる検討の情報を流す役目を負っていた。『わかりません』では話にならない。

「そうですね……」

　月光は少し考えてから、

「将棋には二つの考え方があります。盤上真理……つまり将棋そのものの正解を導こうという考え方と、真理などどうでもよく相手を間違わせてでも自分が勝てばよいという考え方です」

「はい」

「彼は、持ち時間の長い将棋──要するに二日制の対局では盤上真理を追究しようとします。だから相手が悪手あくしゅを指すと、露骨にガッカリする。わざとらしく溜め息など漏らしてね」

　それは有名な伝説。

　名人は相手が間違えると、自分が有利になったにもかかわらず苛いら立だちを見せる。

「一方、八一くんは真理追究よりも勝利を重視する棋風です。関西将棋……泥臭く粘り強い受け将棋というのは、言ってしまえば相手が先に間違えるのを待っているわけですから」

「しかし……名人は間違えませんよ？」

「『イオニゼーション』という現象をご存知ですか？」

「は……？」

　唐突に出現した将棋と全く関係のない単語に、鵠は戸惑う。

「電荷的に中性の分子が、電荷を持ったイオンとなることです。空気が摩擦による高電圧によって電離イオニゼーションすることでプラズマが発生し、雷やオーロラとなります」


「あ、あの……それが、今の将棋と、その…………どう……？」



「要するに、強大なエネルギーというのは、存在するだけであらゆるものを変質させてしまうということです。空気すらも光と化すほどに」

「名人と盤を挟むことで……竜王が変わりつつある、と？」

「将棋とはエネルギーです。人間が思考するためには膨大なエネルギーを必要とします。将棋を指すと疲れるでしょう？　ですが指し終わった時、消費されたエネルギーの代わりに何が残ります？」


「………………棋譜？」



「そう。棋譜とは純粋なエネルギーの結晶であり、その読みが深ければ深いほど、強い」

　月光は確信を込めた声で断言する。

「彼は今、将棋というゲームの結論を出そうとしています。数多あまたの天才達が千四百年かかっても辿たどり着けなかった、超高度に発達した科学の力を駆使しても導き出せなかった、究極の問い──『互いに最善手を指し続けたら、先手と後手のどちらが勝つのか？』その答えを」

「「ッ……!!」」

　鵠と、そして月光の隣に控える男鹿も、驚きと好奇心を抑えることができなかった。それは将棋を指す者であれば誰もが答えを知りたいと思う謎。

　だが同時に、月光の語るオカルトじみた話を信じられずにいる。

「将棋は一人では指せません。その答えを導くためには、同じように最善手を指せる相手が必要になります。そのために彼は、これまでの三局で八一くんを励れい起きさせたのです。今も八一くんは、彼の将棋が放つ凄まじいエネルギーを受けて変質し続けているはず」

「まるで……ご自身が対局しておられるかのように話されますが──」

「ええ。私も彼とここまでは来たことがありますから」

　その言葉を聞き、鵠は息を呑む。

　そうだった。

　かつて名人が七冠同時戴冠という将棋史上最大の偉業を成し遂げた時、最後の最後まで抵抗し続けた男。

　五冠までを手中に収めつつも、急激に強くなっていく次世代の覇者によって一つ、また一つとタイトルを奪われ、それでも戦い続けた男。

　残り一冠、しかもフルセットまで追い詰められた状況での防衛戦は、その当時発生した阪神淡路大震災で絶望に打ちひしがれる関西の人々に希望という名の一筋の光をもたらした。

　廃墟の中で、病院のベッドの上で、人々はどれだけ傷つこうとも戦うことを最後まで諦めない盲目の棋士に己を重ね合わせ、彼の一手一手に勇気づけられた。

　その時、確かに将棋は人々に力を与えていたのだ。

　そしてその舞台で出現した７七桂という鬼き手しゅは『たった一手で七冠制覇を一年間遅らせた』という伝説と共に今も人類至高の一手として語り継がれている──

「彼との対局中……既に視力を失っていた私は、脳内にしか浮かばないはずの将棋盤を見ることができました。微かすかに光を感じることができるだけのこの目が、駒と駒との間に生じる青白い火花のような光だけは、はっきりと見ることができたのです。その光が、私にあの手を教えてくれた。７七桂を」

　かつて名人だった男は、とうの昔に光を失ったはずの目をモニターに向けて言う。

「見えませんか？　対局室に、光が降りてくるのが」

　オカルトじみたその発言を、鵠と男鹿は冗談だと思った。月光は真面目なようで割と冗談を言うから。

　しかし。

「「ッ……!?」」

　パソコンのモニターに表示された映像を見て、二人は言葉を失う。




　対局室の映像には……オーロラ極光のような、不思議な光が掛かっていた。




「……デジタルノイズ、ですよ……ね？」


「…………多分……」



　鵠と男鹿は呆然と映像を見詰める。

　対局室では、八一の持ち時間が残り一時間を切っていた。
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　鼓動が速かった。

　思考が加速していた。

　感覚は恐ろしい程に研ぎ澄まされ、部屋の外の微かな物音すら聞くことができた。


「…………こんなに見えるもんなのか……」



　自分の力が凄まじい勢いで引き上げられていくのがわかる。

　脳内将棋盤は現実の視界よりもクリアで、演算速度はまるで光だ。駒と駒との連携を読まなくても感知でき、盤の隅々まで完全に支配している全能感が麻薬のような陶酔を与えてくれる。

　思考の同調。

　強い人と将棋を指すと、その仕し種ぐさや時間の使い方を体感することで相手が何を考えているのかを吸収し、一時的にだが急激に強くなることがある。

　バッティングセンターで一六〇キロの剛速球を体験した後だと、どんな球でも止まって見えるような感じだ。

　そして名人の指し手は、時速三〇〇キロにも四〇〇キロにも感じられる。

　一日目に名人と同じリズムで定跡をなぞり、最善手を追究したことで、俺は名人の超人的な感覚を共有していた。

　──神の領域。

　よく『将棋の神様と戦うとしたら、何枚落ちなら勝てる？』と質問されることがある。

　全知全能の神とはつまり、将棋を完全解明した存在。

　その指し手とは最善手に他ならない。

　ならば常に最善手を返してくるこの名人は将棋の神様といえるのかもしれない。少なくとも最も神に近い存在ではあるんだろう。


「…………神様と平ひら手てで戦うとか、どんな罰ゲームだよ……」



　盤を挟んだ向こう側にいるのが同じ人間とは思えなかった。

　とはいえ、神様や天使のような神々こうごうしい感じでもない。

　底の見えない黒い穴のようなものが呼吸をしている。そんな感覚だ。


　──……神様なんかじゃない。同じ人間だ。



　名人だって負けることはある。

　なら俺にも勝機があるはず。今までだって俺は、不可能に挑むことで絶対に勝てないと思った相手にも勝つことができた。

　山刀伐さんの超急戦を破った一局を強くイメージする。

　あのとき俺は、名人の下した結論を覆すことができた。

　──あれと同じことができれば……勝てる!!

　盤を見据えたまま記録係に問う。

「この手は」

「一時間と八分です」

「全部で」

「七時間十七分使われました」

　ズンッ！　と音を立てて両の拳を畳に突き立てると、俺は姿勢を低くして盤に覆い被さり、最高速度へ達するための加速態勢を取った。持てる力と時間の全てを注ぎ込み、将棋という暗黒宇宙の深淵から探り出す！

　神を殺す、手段を。

「カアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ!!」

　歯が割れるほどキツく奥歯を嚙み締める。

　──もっと！　もっと速くッ!!

　視界が赤く濁っていく。加速する思考が脳に血を大量に送り込み、眼球の毛細血管がブチブチと音を立てて切れるのがわかった。急激に上昇する体温のせいで鼓膜の内側の空気が膨張し、耳の奥がギリギリ痛む。遂には鼻の血管が切れて、ドロリと熱い血が鼻び腔くうから垂れた。

　神に迫れば迫るほど、肉体は脆もろく壊れていく。

　──もう少し……!!　あと少しだけ耐えてくれ……!!


「アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッッッッッ[image: ]」



　読む。

　読む。読む。読む。

　読む読む読む読む読む読む読む読む読む読む読む読む読む読む読む読む読む読む読む読む読む読む読む読む読む読む読む読む読む読む読む読む読む読む読む読む読む読む読む読む読む読む読む読む読む読む読む読む読む読む読む読む読む読む読む読む読む読む読む読む読む読む読む読む読む読む読む読む読む読む読む読む読む読む読む読む読む読む読む読む読む読む読む。

　そして時間と身体が限界に達する、その直前。


「──────そこだッッッ!!」



　発見した一手を盤上に叩きつける。

　限界を超える力で二時間近くを費やし極限まで読んだ、究極の一手を。最善手を超える最善手を。

　──やったか!?

　手応えはあった。垂れた鼻血を手の甲で拭いながら顔を上げる。




　名人はノータイムで、俺の読みを上回る手を返してきた。





「…………は？」



　一瞬、わけがわからなかった。

　数秒後、衝撃波のような驚きが脳内で炸裂する。


「そ…………ん、な…………」



　その衝撃は限界に達していた俺の心と身体をポッキリと折った。

　五〇〇キロの球を投げたら、ノーモーションで一〇〇〇キロの球が返ってきた。

　それほどの衝撃だ。


　──…………本当に……神……なのか……？　この人は…………？



　同じ人間とは絶対に思えない。

　そして名人が超ノータイムで指すのは、とても珍しい。

　この番勝負でそれがわかった。一分将棋でも常にギリギリまで考える。考えることが好きで、癖になっているんだろう。

　だがこの手は一瞬で指した。


　そのことに意味を見み出いだすとすれば…………読み切っている、ということだ。




「…………ああ…………」



　思わず溜め息が漏れた。

　ガックリと首が折れる。両手で頭を抱える。


　──これでダメだったなら…………もう無理だろ……。



　仮に名人が読み切っているのだとしたら、今の一手を超える手を捻ひねり出さなければ勝つことはできないが……。

　そんな手を指す力も、時間も……今の俺にはありはしない……。


　──…………負け……か。



　どれだけ努力しようとも、届かない存在がある。

　今の一手でそれを思い知らされた。力の差がありすぎる……。


　──………………けど、熱戦にはできたよな？



　あの情けない三敗目を喫した時点で失冠は覚悟していた。

　あとはどう対局を盛り上げるかだったけど……昨日、報道の過熱っぷりを体験して、世間が何を求めてるかも理解できた。

　皮肉ではなく、清々しい達成感がある。

　ずっと憧れてきた偉大な棋士と戦い、その最後にして最高の偉業達成を、当事者の一人として経験できるのだから。

　棋士として、それは名誉に違いなかった。たとえ敗者として永遠に記録されようとも。

　──盛り上げることはできた……将棋界に、ちょっとは貢献できたはずだよ……。

　竜王戦は二日目の夕食休憩がない。

　既に夜になっていて、投げるにはちょうどいい時間だった。このあたりで投げれば夜のニュースにも、明日の朝刊にも間に合う。

　歴史的な一局。


　その敗者として俺にできる最後の役目は────美しい棋譜を残すこと。



　──さて……最後くらいは綺麗に飾るか。

　形作りをしようとした、その時。




『報われない努力はない。私はそれを証明したよ？』




「えっ」

　誰かに声を掛けられた気がして、俺は顔を上げ、部屋の中を見回す。

　今の声って……間違いなく……。


「……………………桂香さん……？」



　姿は見えない。対局室には俺の他に、名人と記録係しかいない。

　けれど再び声が聞こえた。

『実績も才能も比べものにならないような相手にだって勝てたよ？　見ててくれたよね？　八一くん』


「………………桂香……さん……」



　声は確かに桂香さんだった。

　もちろん対局室にいるはずがない。

　限界を超えた俺の脳が見せた幻なのかもしれない。

　けど……もしこの場に桂香さんがいたならば、きっと今みたいに俺を励ましてくれたはず。

　それだけは信じることができた。

　だって桂香さんは、俺のために──

「……あんなに熱い将棋、見せてくれたもんな……」

　形作りをしようとしていた手を握り締める。

　抜けていた力が少しだけ戻った気がした……まだ俺は戦える。

　投了するのをやめ、次の手を指そうとした瞬間──

『ハッ！　何よその手？　クズにふさわしい無む駄だ手てね！』

　再び別の声が聞こえ、俺は盤に伸ばしかけた手を引っ込める。

　別の手を検討して……恐る恐る尋ねた。


　──……この手はどうかな？



『ま、いいんじゃない？　さっきよりはマシね』

　腕組みしながら、ツンと顎を上げて憎まれ口を叩たたく、黒衣の少女。

『けど、もっといい手があるはずよ。ちゃんと考えなさい』


「………………天衣…………」



　衝動だけで指そうとしていた俺を、天衣は諫いさめてくれた。

　確かに残りの時間は少ない。

　けれどこういう時こそ慌てずに、しっかりと読みを入れなければならない。

　右手で袴の膝をグッと握り締め、その上に左手を重ねて、俺は深く深く読みを入れる。

　指そうと思っていた手の他に、もう一つ、別の手が浮かんできた。

「二つ……二つだ。どっちが正しい……？」

　逡巡しゅんじゅんする俺に、

『さっさと決めなさい。八一』

　氷のように冷たい声。

　けど俺は、俺だけは、その声に秘められた温かさを感じることができる。

　誰よりも強い絆で繫がった……姉弟きょうだいの声だから。

『勝たないと……もう一生、話してあげないんだから……』

　どこか切なげな視線を投げかけ、姉弟子は俺のパーカーを着た姿で、子供っぽく頰を膨らませる。

　その仕種にドキドキした。姉弟なのに。


「…………単純なもんだな」



　自分のアホさに苦笑する。この大事な場面で女のことを考えて元気が出るなんて。

　名人のような才能は、俺にはない。

　瞬間の判断力もない。

　人間離れした将棋体力もない。

　大局観もダメダメだ。

　根性だって足りないだろう。

　経験の差は絶望的で、実績の差はさらに絶望的だ。

　棋士として、人間として、あらゆる部分で劣っている。

　勝てる要素は一つもない。

　俺が持っていないものを名人は全部持ってる。

　将棋に勝つためのあらゆるものを。




　けど、俺には。
















　足りないものを数えるのはやめよう。

　他人ひとより劣っている理由を探すことも。

　敵の数を数えるよりも、応援してくれる人の声を思い出そう。

　負けることは怖くない。

　悔しいけど……すごく悔しいけど、怖くはない。

　自分が否定されるのは耐えられる。

　だけど。

　自分を支えてくれる人のことは否定されたくない。

　俺のことを、こんなにダメな俺のことを信じてくれる人の気持ちは裏切りたくない。

　だったら自分が頑張るしかない。

　自分の力を、才能を信じることはできなくても。

　最後の最後の最後まで勝つことを諦めず、俺のことを信じてくれている人達の言葉を信じて戦い抜く。棋譜汚しと罵られようとも、信じたその手を指し続ける。


「それが────努力するってことだろうがよッッッ!!」



『ここまでやったら負けても名誉』なんて情けねェこと考えてた数分前の自分をブン殴ってやるかのように、俺は大きく振りかぶって盤に駒を叩きつける！

　それを見た名人は、


「？　……笑った…………？」



　扇子で口元を隠してはいたが、名人は盤の向こうで確かに笑っていた。

　俺の思考を読んで、その青臭い決意を笑ったんだろうか？　この人には心の奥まで見透かされてる気がする。

　でも恥ずかしいとは思わない。

　冷え切っていた指先が、今は──

「熱い」

　胸の中で炎が燃えていた。

　それはどんな冷たい言葉を浴びせられても、現実という厳しい嵐に遭っても、絶対に消えない炎だ。

　不思議なもんで心に火が点ついた瞬間から、敗勢だと思っていた局面が割と『まだやれるんじゃねえの？』って感じに思えてくる。

　名人は小考を繰り返す。

　持ち時間を小刻みに使いながら、やはり間違いなく最善手を指してくる。

　形勢が悪く、しかも時間の少ない俺には選択肢がほとんど無い。とにかく差を広げられないよう必死に喰くらいついていった。

　──諦めるな……！　諦めなければチャンスはある……!!

　そして遂ついに最終盤。

　名人も持ち時間が尽き、互いに一分将棋に突入した状況。

「ここ……ッ!!」

　反撃できる最後のタイミングで、俺は玉を敵陣に向かって突撃させる！

　双方の玉型が薄く、しかも中央に位置する相掛かり戦では、最後はこうして互いの玉と玉とが一騎打ちをするかのように接近していく。

「熱い……熱い……ッ!!」

　全身が焼けるように熱かった。

　緊張と興奮で喉がヒリヒリと乾く。

　心臓が肋骨ろっこつを突き破りそうなほど跳ねている。

　俺の玉はほとんど単騎で盤を駆け上がり、空中遊泳するかのように名人の攻めをかいくぐっていく！

「カアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッッッ!!」

　一歩でも間違えればその場で頓とん死しする危険なダンス。

　相手の懐にノーガードで潜り込み、己の反射神経だけを頼りに殴り合う。

　だが相掛かりを得意戦法とする俺にとっては、最も戦い慣れた終盤の形！　同じ一分将棋なら俺に分があるはず!!

　しかし。


「ぐッ……！　強い!!」



　俺の踏み込みで始まったそのダンスは、次第に名人がリードするようになっていった。

　将棋の神様は一歩間違えるどころか一ミリの狂いも無く、ゼロ距離で放たれた銃弾を銃弾で撃ち落とすような超絶技巧で応じてくる！

「十代の反射神経に、どうして四十代中盤の棋士が対応できるんだよ!?」

　改めて、そのヤバさに震える。人間じゃない……。

　緊張と絶望と勝利への渇望。思考と感情が制御不能なほどぐちゃぐちゃに融け合った俺の脳は、限界を迎えつつあった。

　得意な形のはずなのに。何万局と指してきたはずなのに。


　手かちが…………見えないッッ!!



「くそっ！　何でだよ!?　あとちょっと……あとちょっとなんだよッ!!　もうちょっとだけやれるだろッ!?　ここで頑張んなくていつやるんだよッッ!?」

　右手で膝を握り締め、そして左の拳で側頭部をガンガン殴りながら、俺は壊れたテレビのように大切な場面を映してくれない脳ミソを叱咤する。

　映せ！　映せよッ!!

「この将棋はッ！　この対局だけはッ!!　勝たなくちゃいけないんだッッッ!!」

　その瞬間。

　視界から将棋盤が消し飛んだ。




『師匠！　どっちが早く解けるか、競争しましょう!!』





「………………あい？」



　目の前に、見慣れた光景が広がる。

　いつもの部屋。

　対局室でも宿泊室でもない、大阪の部屋。

　福島ふくしまの商店街にある２ＤＫの古いアパート。

　そこで俺達は、二人で床に寝転んで、何かをしていた。あいは俺の隣に寝転んで、ウキウキしながら薄い冊子を広げる。

　それは──


「………………詰将棋？」



　連想が弾ける。

　堰せきが破れたように思考の濁流が、将棋盤も、アパートも、全てを押し流していく。

　──知っているはずだ！　どこかにあるはず……!!

　思い出した。

　俺は答えを知っている。どこかにその鍵があったはずだ。それほど昔じゃない。絶対にどこかで見たはずなんだ!!

　落としてしまった大切なものを探すときのように、過去へと記憶を遡さかのぼる。

　圧縮された記憶が、数秒のうちに数ヶ月を再生する。


　前夜祭の光景が、夕暮れの商店街が、薄暗い部屋で輝くパソコンのモニターが、天童てんどうの街が、夜の砂浜が──逆回しのフィルムみたいに過ぎていって────



　俺の脳内に、ハワイへ向かう飛行機であいが尋ねてきた、名人の予言じみた発言が甦った。





　────『打ち歩詰めがなければ先手必勝』






「見えたッ!!」

　その言葉が引き金となって、俺は一気に結論に辿たどり着いた。

　これだ。

　これが答えのはず。

　今まで俺はあの言葉の意味を完全に勘違いしていた。だが今、名人の言葉の意味が……神様が人間に投げかけた謎の答えを理解できた。


「……けど、本当に!?　本当にこれでいいのか……!?　こんな……こんなの────」



　俺が見つけたその結論は、常識外の一手どころではない。

　指した瞬間、負けるかもしれない。

　間違いなく議論の対象になるだろう。





　なぜならそれは────自ら禁じ手を指すという、自殺行為に他ならないから。







「ッ…………!!」



　駒に触れた瞬間、俺の中に再び迷いが生まれる。

　あの時の屈辱が甦り……心の生傷に指を突っ込んで引っかき回すようなその行為に、挫くじけそうになる。

　残り時間は十秒を切った。既に記録係は最後の秒読みに入っている。


　──……いいのか？　本当に？



　とんでもない恥をかくかもしれない。

　他の手を指しておけば、仮に失冠するとしても前竜王の体面だけは保てるかもしれない。

　でも。

「……指さずに後悔するよりも、指して後悔するほうが俺っぽい。だよな？」

『『うん!!』』

　心の中で俺を支え続けてくれるみんなが、一斉に頷く。

　全員一致だ。

『師匠！　あいがついてます!!』

　駒を持った手に、不思議な温かさが宿る。誰かが手を重ねてくれたような気がした。


　小さな弟子に導かれるかのように────俺はその変化に飛び込んだ。







[image: ]　　特異点






「「千せん日にち手てかッ!?」」

　控室は騒然としていた。

　現在、対局室では同一手順が繰り返されている。

　これが四回繰り返されれば千日手となり、その時点で勝負は引き分け──先後を入れ替えてもう一局となる。

　しかし今回はそうならない特殊な事情があった。

「手順の中で、竜王が王手を掛けている！　このまま進めば『連続王手の千日手』になって名人の勝ちだ!!」

「いやまだわからん！　第三局みたいに、竜王は時間稼ぎのつもりで千日手に──」

「だったらどこかで変化するのか!?　どうなるんだよ!?」

　控室に詰める将棋関係者はこの局面を読み切ろうとするが、ソフトも判断を下せないほど難解な局面だ。詰将棋の名手であり、誰よりも速く詰みを読めるとされる月光会長ですら、未だ答えを導けずにいた。

　だが。

　その控室の片隅で──


「……………………………………こう」



　一人の少女が前後に激しく揺れ始めていた。


「こう………………こう…………こう……こう……こう……こう……こう……こう、こう、こう、こう、こう、こう、こう、こう、こう、こう、こうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこう──」



　大きく開かれた少女の瞳は、現実の世界を写していない。

　脳内にある十一面の将棋盤を駆使し、無限に広がる可能性の全てを精査する。正座したまま前のめりになって、誰よりも速く、誰よりも遠くへ、思考を走らせる。


「こうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこう────」



「読めた！」

　継ぎ盤で検討していた若手棋士の一人が叫んだ。

「竜王がどう変化しようと、名人の玉に詰みはない！　しかも変化すれば竜王の玉が詰む！　名人の勝ちだ!!　永世七冠誕生だッ!!」

　その言葉に、報道陣が一斉に色めき立つ。

　しかし。




「ちがいます」




　否定したのは、控室の中で最も小さな女の子。

「へ？」

　若手棋士は驚いて声の主を探すが……もうその姿は消えている。

　あいは既に部屋から走り去っていた。

「あいちゃん!?　どこへ──」

　大盤解説の聞き手を銀子と交代し控室へ戻ろうとしていた桂香は、部屋の中から飛び出して来たあいを呼び止めようとする。

　だが、あいは振り向きもせずどこかへ走り去った。対局室とは別の方向へ──

　そして、その数秒後。


「…………まさか？」



　目を閉じて静かに読みを入れていた月光が、何かに気付いたように凍りつく。

　側に控えていた男鹿が心配そうに声を掛けた。

「会長？　どうなさいました？　……会長？」

　だが月光は、男鹿の言葉など聞こえていない様子で、


「ま、まさか……!?　そんな……そんな局面が…………ほ、本当に……!?」



　顔面蒼白でブルブルと震える月光。

　そんな姿はこれまで一度も見たことがなくて、男鹿はとんでもない事態が発生したことを理解した。永世七冠誕生よりも希有けうな、ましてや国民栄誉賞など問題とならないくらい、とんでもない事態が……。

　同時に、対局室でも異常な事態が発生していた。

「どうしたんだ!?　何でモニターが映らない!?」

「わからん！　さっきから画面に変な光が……！」

　対局室を映していたはずのモニター。その画面は不思議なデジタルノイズによって、まるで光を放っているかのように輝いている。

　もはや室内の様子は見ることができない。記録係の秒読みの声も、ノイズがかかったように聞き取るのが困難になっていた。しかし電波の悪いラジオみたいなその声だけが対局室の様子を知る唯一の手段だ。控室は静まり返り、誰もがその音に耳を澄ました。

　報道陣の一人がポツリと言う。

「……おい。名人が指さないぞ？」

　五五──

　五六──

「あと五秒もないぞ？　大丈夫なのか？」

「どうした？　勝ちなんだろ？　何で指さない？」

「ギリギリまで確認してるのか？　それにしても……」

　五七──

　五八──

「おい！　ヤバいんじゃないのかこれは!?」

「あと何秒だ!?　一秒!?」





　五九──────────────　という声は、ノイズに搔き消され聞こえなかった。










「………………切れ……た？」



　水を打ったような静けさの中、誰かが呆然と呟く。その言葉だけがやけに大きく響いた。

　次の瞬間。

　控室に備え付けられていた電話が鳴る。

「対局室から連絡です！」

　受話器を取った男鹿は、信じられないといったように目を大きく見開き、

「め、名人が……」

　震える声で叫んだ。








「名人が………………対局の中断を求めていますッ!!」
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「どっちが……どっちが勝ったんですか!?」

　部屋に雪崩なだれ込んできた報道陣がそう叫ぶのを、俺おれは肩で息をしながら呆然ぼうぜんと聞いていた。

　どっちが勝ったか……か。

「名人は時間切れだったんですか!?」

「いや盤面をよく見ろ！　名人は最後に歩を打ってる！」

「記録上は時間内になってるぞ！」

「だったら何が問題なんだ!?　どうして中断した!?」

　名人は時間ギリギリに指した。俺の玉の頭に歩を打ったのだ。

　そしてその歩を打った直後……記録係に立会人を呼ぶよう求め、俺もそれに同意した。

　投了も反則もないが、このまま対局を続けることはできない。

　なぜなら──

「ただ今の将棋について立会人が説明いたします」

　男鹿おがさんがそう言うと、その後に続いて立会人の月光つきみつ会長が姿を現した。

　対局室が一瞬で静まり返る。

　報道陣は盲目の棋士に向かってマイクやＩＣレコーダーを伸ばした。

　会長の表情はいつものように涼やかだが、声は少し緊張が滲んでいる。

「簡単にご説明しましょう。報道陣の皆様におかれても、今の対局で同一局面が三度、繰り返されていたのはご理解いただけるかと思います」

　報道陣は無言で先を促す。頷うなずいている記者もいた。

「将棋において、同一手順を繰り返すことは『千日手』と呼ばれ……同じ局面が四回登場した時点で対局は終了し、先後を入れ替えて指し直すことになります」

　千日手という将棋のルールについても、あらかじめ調べていたんだろう。ここまでの説明で報道陣に動揺は無い。

「ですがその千日手において、王手が発生していた場合は、王手を掛けていた方が負ける……これが『連続王手の千日手』という禁じ手です」

　ここで初めて、報道陣に動揺が走った。

「盤上をご覧ください。この局面で竜王が、名人が最後に打った歩を取ると──同一局面が四度出現すると同時に名人の玉に王手が掛かり、連続王手の千日手が成立することになります」

「あっ……!!」

「じゃ、じゃあ……名人の勝ちですか!?」

「お待ちを。この盤面をもう一度よくご覧ください」

　会長が盤を見るように促し、カメラは一斉に将棋盤へ向く。

「竜王がこの局面で生き残るためには、名人の打った歩を取るしかない。しかしそれは禁じ手によってできない。だとすると、名人は歩を打って竜王の玉を詰ましたことになり──それは『打ち歩詰め』というもう一つの禁じ手になるのです」


「「…………ああッ!?」」



　驚きの声は時間差で発せられた。報道陣はようやく、この局面の持つ本当の意味に気付いた。

　俺は『連続王手の千日手』のルールに反する。

　名人は『打ち歩詰め』のルールに反する。

　互いの禁じ手が絡み合っているのだ。

「ただ、名人の打った歩が『打ち歩詰め』に該当するかは難しい問題です。仮に『連続王手の千日手』が絡まない場面であれば、この歩は取ることができるのですから」

　会長の言葉が熱を帯びていく。

　その理由はおそらく、この人が棋士であると同時に、詰将棋作家でもあるからだろう。

「これは将棋というゲームにおける唯一の欠缺けんけつとされ、長く未解決のまま放置されてきました。将棋は完璧なゲームではないのです」

　報道陣の一人が、震えた声で尋ねる。

「な、なぜ……放置されてきたんですか……？」

「そんなものが実戦で出現するなど誰も本気で考えなかったからですよ」

　会長は微笑ほほえみながら答えた。この異様な事態を楽しんでいるようにも見える。バカバカしいほどに奇跡的な……。

　そう。誰も本気で考えなかったのだ。

　いや考えたことはあるかもしれないが……答えを出すことはできなかった。

　だから放置してきた。面倒だから。

『実戦で出たらその時に決めたらいーじゃん！』

　みたいなノリだ。将棋界は割とそういうところがある。将棋では先を読むけど、実生活では先のこととかあんまり考えない。まあそうじゃなかったら将棋に人生懸けるなんて馬鹿なことできないしなぁ……。

　とはいえ発生確率がゼロというわけではない。

　それに限りなく近くはあっても、将棋関係者であれば誰もが、その状況を盤面に生み出すことができるのを知っている。

「なぜならば……詰将棋の世界においては、既にそれは存在するからです。打ち歩詰めと連続王手の千日手、その二つの禁じ手が絡み合った作意が持つテーマは今もなお未解決であり──それ故に誰も真の解に辿たどり着けぬ究極の難問が」

　会長は息を吸い込むと、究極の問いの名を口にする。





「その詰将棋の名は────『最後の審判』」






「「最後の……審判……」」

　その荘厳な言葉の響きは、この場の状況にふさわしいように思われた。

「ですからこのルール上の問題そのものが『最後の審判問題』と呼ばれ、問題を提示されつつも長らく解を導けないままでした。しかしそろそろ答えを出すべき時でしょう」

　会長のその言葉を聞いた名人が、身体を強こわ張ばらせるのがわかった。

　俺も心臓がドキドキと跳ねる。

　遂ついに審判が下されるのだ。

「個人的な意見を申し上げれば──」

　きっぱりと、会長は言った。

「私は詰将棋作家として、この問題は打ち歩詰めに当たらないとすべきだと思っています」


「ッ……！」



　会長の言葉を聞いた瞬間、俺の背中に冷や汗が一気に噴き出した。


　それはつまり────俺の敗北を意味している。



「……とはいえ、現行ルールでそのような処理は不可能だとも思っています。そしてルールに存在しない以上、勝負は無効とせざるを得ません。千日手と同様の処理をすべきだと、立会人として竜王戦実行委員会に提案するつもりです」

「「引き分けだ!!」」

　おおおおおおおおおお!!　という報道陣の盛り上がりとは対称的に、俺はホッと息を吐く。

　──た……助かった……。

　一度は負けを覚悟しただけに、九死に一生を得た心地だ。

「すごい……すごいぞこれは!!」

「将棋史上、前代未聞の決着だ!!」

「いや！　まだ決着はついてないんだろ!?」

「この二人は……将棋のルールすら超えたってことか……？」

「か、神様……」

　報道陣はどちらが勝ったかということよりも、今ここで起こった奇跡について報じなければと慌て始めた。

　一方、衝撃から醒さめた将棋関係者も慌て始める。

「竜王戦における二日目の千日手の規程は!?」

「当日の指し直しか!?」

「いや、さすがに後日に持ち越し……」

「日程上それは無理なんじゃないか？　特に今回は国民栄誉賞が──」

　この判断は難しい。

　仮に当日指し直しとした場合、ここからさらにもう一局。持ち時間は各一時間の早指し戦になるとはいえ、全てが終わる頃には夜が明けている。

　対局の日程が一日増えるわけで、客室に予約なんかが入っている旅館にとって、そんなことを急に決めるのは無理──

　と、誰もが思ったその瞬間。

「ご心配には及びません!!」

　登場したのは、対局場の主──あいのお母さんだった。

　全員の注目を集めた女将おかみは高らかに宣言する。

「我わが『ひな鶴』は日本一の旅館。関係者、記者の皆様はもちろん、大盤解説にお越しいただいた全てのお客様にお部屋とお食事を無料でご提供させていただきます！」

　おおおおおおおおおおおッ!!

　引き分けが決まったとき以上の、対局室を震わすほどの大歓声。深夜のテンションも相まって女将コールまで起こったりと、もうメチャクチャだ。

　そんな反応を満足気に眺めつつ、女将は言う。

「無論、対局が終わった後もすぐに皆様を放り出すようなことは決していたしません。疲れが取れるまでゆっくりと当宿自慢の温泉やマッサージを満喫していただきたく存じます」

『その代わり……わかっていますね？』

　そんな視線を受けて、ブログ中継を担当する鵠さんはコクコクと頷うなずいている。女将のこの大盤振る舞いを美談として速攻でブログにアップしなければならない。あと女将の写真も綺き麗れいに撮らないとクレームが来る。中継記者は大変だ……。

　会長が重々しい口調で宣言する。

「これより立会人も含めた竜王戦実行委員会で今後の対応を検討いたします。両対局者は裁定が下るまで自室にてご休息を」
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　宿泊室に戻ると、部屋の中から子犬みたいに弟子が飛び出してきた。

「ししょーっ!!」

　疲労のためフラフラしている俺の腰のあたりに抱きつくと、あいはそのまま支えるようにして部屋の中へと誘いざなってくれる。

「師匠！　和服はお脱ぎになられますか!?」

「脱がない。袴はかまだけ外して帯を緩める。手伝ってくれ」

「はいっ!!」

　指に力が入らない俺の代わりに、あいは帯を緩めてくれる。

　立ったまま、俺は今の将棋のことを忘れる努力をしていた。

　仮に今後の流れが千日手と同じであれば、休憩のため与えられる時間は三十分。

　前の将棋を引きずったまま戦えば確実に負ける。

　帯を緩めてやっと一息入れ、座布団に腰を下ろすと、すぐさまあいが料理の載ったお盆を差し出してきた。

「おにぎりです！　師匠の大好きなシャケです！　たまごやきもあります!!」

「サンキュ。一番うれしいよ」

　おにぎりも玉子焼きも作りたてで、まだ湯気が出ている。もちろんあいの手作りだ。

　口に入れると、信じられないくらい美味おいしかった。

　普段ならこんな状況で何を食べても味なんてしないのに……あいが作ってくれたこの料理はとっても美味しくて、いくらでも食べられそうだ。

　木漏れ日の差す公園を思い出した。

　俺とあいがいつも一緒に昼ご飯を食べる、あの場所を。

「……ごちそうさま」

　ペロリと全部平らげた俺に、あいはちょっと残念そうに言う。

「本当はカレーを作りたかったんですけど……時間がなくて……」

「いや……うん。その気持ちだけで十分さ」

　悔しそうな様子のあいに労ねぎらいの言葉をかける。

　あのカレー、すんごく美味しいけど……意識、失っちゃうし……。

　それよりも気になることがあった。

　あいは先に部屋に戻って準備を整えてくれていたんだろう。部屋の中は暖房でちょうどよく温められており、風呂には湯も張ってある。

　随分と用意がいい……というか、よすぎる。

「あい。もしかして……あの局面がどうなるか、読み切ってたのか？」


「あ、あの………………………………はい」



　やっぱりか……。

「でも、打ち歩詰めが成立するかわからなくて……もしかしたら、指し直しになるかもしれないって考えたんです。それでまずこのお部屋に来てお風呂のお湯を出してから、厨房ちゅうぼうへ行ってお夜食を作って、またこの部屋に戻って師匠をお待ちして──」

「そっか……ありがとう」

　そう言って、あいの頭を何度も撫なでた。幸せそうな顔をするあい。

　愛らしく、幼い弟子……だがこの子は俺よりも、おそらく名人よりも早く、最後の審判問題について読み切っていた。魔物のような空恐ろしさを感じる。俺の愛しい将棋の悪魔。

　撫でられながら、あいはポツリと言う。

「……どう、なるんでしょう？」

「わかんね」

　こればっかりは本当にわからなかった。

「いきなり負けになるってことは、ない……と思う。少なくとも会長はそう言ってくれたし、竜王戦実行委員会も立会人の判断を尊重するだろうし」

　問題は、指し直し局がいつ行われるかだが──

「今日のうちに指し直しになる可能性は十分にある」

　戦う姿勢は崩せない。だが同時に、休息を取る必要もあった。

　自分の限界を遙かに超えたレベルで二日間戦い続けたことで、脳も身体も悲鳴を上げる元気すら残ってないような状況だ。

　あいが不安がるから口にはしないが、実は目もあまり見えていない。鼻血はもう止まってるけど一分将棋で血圧が上がればまた噴き出す可能性もある。少しでも回復させないと……。

　俺は信玄しんげん袋ぶくろから目薬を取り出して注さすと、

「判定が出るまで横になる。連絡があったら起こしてくれ」

「は……はい！」

　目を閉じたまま、目薬がスーッと染み渡っていくのを待つ。

　そして目を開くと……覚悟を決めたような表情で正座するあいが、こう言った。


「あの…………ししょう？」



「ん？」


「あいの、ひざ…………おつかいくださいっ！」



　膝？

　膝を使う？　何に？　あっ、枕にしろって？


　……小学生の、ひざまくら…………。



「うん。ありがとう。そのきもちだけでじゅぶんうれしいから」

　さすがにこれはヤバい。小学生の膝枕はヤバい。見られたら言い逃れできない。将棋どころじゃない。報道陣の集まるこの場でＪＳ膝枕はリスキーすぎる。ダメ絶対。

　将棋には指し直しがあるけど……人生には指し直しなんてないから……。

「じゃあ、俺はこの座布団さんを枕にして寝るよ」

「えーい！」

「あっ!?　ちょっとなに座布団ブン投げてんの!?」

「はい、どうぞ♡」

　あいはぽんぽんと自分の膝を小さな手で叩たたく。


「…………」



「どうぞ♡」

　あいは正座したままじりじりと接近してくる。

　その笑顔と所作しょさには『絶対に逃がしませんからね？』という決意が込められており……俺は逃げ場がないことを悟った。これは詰みです。


「…………………………………………じゃあ…………」



　葛藤は、あった。

　だが今、最も優先すべきは……一秒でも長く休息を取ること。

　ここで弟子と争って貴重な時間と体力を浪費するのは悪手あくしゅだ。ベストのパフォーマンスを維持し最高の将棋を見せることこそプロ棋士の使命。その使命の前には、小学生とのスキンシップによって逮捕されるリスクも甘受かんじゅせねばなるまい。

　っていうか別にやましいこととかないし？　単なる膝枕だし？　合意の上だし？

　とか言い訳しつつ、そろりそろりとあいの膝に頭を載せる──

　ふにゅん♡

「ほぁ……!?」

　小学生の膝は……小さくて、温かかった。思わず声が出ちゃうくらいに……。

　子供特有の体温の高さが、染みるような癒やしを与えてくれる。ぷにぷにと柔らかくハリのある感触は、どんな高級な枕も持ち得ない、高度な癒しヒーリング効果を実現していた。

「ししょう……」

　膝の上に載った俺の頭を抱きかかえるようにしたあいが、凝り固まった部分を幼い指でほぐしてくれる。瞼まぶたの上から優しく目をくにくにと押し、こめかみや眉間、頭頂部もマッサージしてくれた。


　き……きもち…………いいぃ……♡



「だいじょうぶです……ししょうは勝ちます……」

　弟子の囁ささやきを聴きながら、俺はゆっくりと、浅い眠りに落ちていく。

　小さな膝と手の平から伝わる熱が心地よかった。

　触れられた所の疲れがどんどん融とけていって──

「ッ!?　目が……!?」

　何という奇跡！　見えなくなっていたはずの目が……見える!!　見えるぞ!!

　ＪＳという神秘アルカナが、俺に限界を超えた力を与えてくれた……!?

　──これなら……勝てる、かもしれない……。

　弟子の温もりに包まれながら、名人に勝った後のインタビューに想いを馳せる。

『指し直し局での勝因は？』

『休憩中に小学生に膝枕をしてもらいましてね。これが効くんですよハッハッハ』

　終わりや。

「あの……あいちゃん？　そろそろ起きて準備を──」

　誰かに見られる前に終わらせないとヤバい。

　そう思って身体を起こそうとした、まさにその時だった。


「八や一いち！　指し直しが決まった…………わ……………………よ？」



　部屋に飛び込んできた姉あね弟子でしは、途中まで言いかけた状態で固まる。

　その後ろから姿を現した桂けい香かさんも、

「あらまあ」

　とか言って、ちょっと驚いている。さらにその後から部屋に入って来た鵠さんは「スクープ撮ったどー!!」とか言いながらバシャバシャ写真を撮っているおいやめろマジでシャレになんないから!!

「違うんです!!　これはイヤラシいことをしているわけじゃなくて癒やしを求めて──」

　俺は誤解を解こうと勢いよく立ち上がる。

　が、帯を緩めた状態のまま慌てて立ち上がったので、ただでさえ緩んでいた帯はそのまま完全に解けてしまい──丸出しになってしまったのね。

　何がって？　もちろん俺のパンツがさ。


「キャ──────────────────────────────────ッッッ!!」



　珍しく、姉弟子が甲高い悲鳴を上げた。

「あわわ……あわわわわ……」

　わたわたと和服の乱れを直そうとして逆にどんどんはだけていく俺から目を逸そらしながら、姉弟子は更に叫ぶ。

「八一あんた袴！　どうして袴脱いで帯を緩めてたの!?　その状態で小学生と何をしてた!?　ま、まさか……神聖な対局中に──」

「何もしてませんよ!!」

「だったらどうして半裸なの!?　しかも鼻血まで垂らして!!」

「だって少しでも休息を取らなくちゃでしょ!?　姉弟子だって和服着るからわかるでしょ袴穿いてたら帯だって緩められないし苦しくて休息にならないじゃん!!　俺は休息したんですッ!!　あと鼻血は対局中に出てたやつだからッ!!」

　すかさず鵠記者が質問を飛ばしてくる。

「それはＪＳとご休息していたという意味ですか!?」

「あんた永久に黙ってろ!!」

　俺に怒鳴られても鵠さんは伏ふし見み稲荷いなりの狐きつねみたいにニヤニヤしてる。ノーダメージだ。

「ああ、そうそう。私の妹から、竜王へ応援メールが届きまして」

「妹？　……ああ、妹いもうと弟子でしのことね」

　鵠さんの妹弟子──つまり綾あや乃のちゃんのことだ。

「今日はお友達とお泊まり会をしているそうで。本当なら対局場まで来て竜王の応援をしたかったみたいですが」

　ＪＳ研のみんなはまだ起きていて、俺の戦いを見守ってくれているらしい。

　鵠さんは自分のスマホを俺に渡して、その写真を見せてくれる。

　お風呂上がりで肌着姿のＪＳ達が手でハートマークを作っている自撮り写真だった。

『せくしーしゃしんだよ！　これを見てげんきだしてね！』（澪みおちゃん）

『がんばってくださいです！』（綾乃ちゃん）

『ちちょー、らいしゅきだよー♡』（シャルちゃん）

　というメッセージが書き込まれている。

　見た瞬間、目頭が熱くなった。

「みんな……」

　かわいくて、健気けなげで……そのストレートな好意が嬉しかった。胸にじわりと染み渡るような甘さが広がり、思わず笑顔になる。

　けれどお風呂上がりのＪＳの写真を見てニヤニヤしてるというのは、客観的には結構アレな状態なわけで……おまけに感動したせいか鼻血も勢いを増していて……。

「師匠。よかったですね」

　あいはお友達の写真を見て笑顔を浮かべているが、なぜかそのえがおはとてもこわい。

　姉弟子の声はもっと冷たい。氷点下だ。

「……ふーん。こういう写真を送らせてるわけ？　これで元気が出るんだ？」

「いや俺が送らせてるんじゃなくて向こうが勝手に送ってきてくれるというか」

「死ねッ！　今すぐここで頓とん死ししろッ!!」

「あ、姉弟子ちょっと縁起でもない──」

「ぶちころすぞわれ!?」


　床の間に置いてあった巨大な壺つぼを持ち上げると、姉弟子はそれで俺を殴ろうとしてくる。らめぇぇぇぇ！　そんなの死んじゃうぅぅぅぅ!!



「ほら二人とも今はイチャイチャしてる場合じゃないでしょ？　八一くん、早く帯を締めて。信玄袋の中もちゃんと確認して。忘れ物ない？　ハンカチ持った？」

　桂香さんが仕切ってくれたおかげで、名人と戦う前に姉弟子に殺されずに済んだ。さすが聖母。でもイチャイチャはしてないよ？　殺されかけてるんだよ？


「…………」



　俺が身支度を整えているあいだ、姉弟子は壺を持ち上げたり下ろしたりと怒りのやり場をどうするか迷っていた。

　が、最終的には壺を下ろして、言う。

「……対局が終わったら、話がしたいって言ってたわよね？」

「は、はい……」

「言いたいことはその時に言うわ。だから──」

　姉弟子は苦虫を嚙かみつぶしたような表情でそう言うと、大きく手を振りかぶって。

　そして俺の背中を──全力でブッ叩いた。

「さっさと行って、決めてきなさい！」
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「要するに、国民栄誉賞の問題があるのです」

　対局室へと向かう廊下で一緒になった男鹿さんが、歩きながら俺に耳打ちした。

「東京とうきょうでは既に関係者が首相官邸に集められ、発表の準備がされていました。それが後日の指し直しとなれば今後の式典の日程なども全て変わってきます。そういうわけで今夜のうちに全てを決めて欲しいと、内々の要請があったのです」

「なるほどね」

　歩みを止めぬまま聞き返す。

「で？　俺に負けろと？」

「滅相もない。男鹿は事実を伝えたまでです」

　男鹿さんはそう言って肩をすくめると、

「そして個人的には、そういう小賢こざかしい大人の思惑をブッ壊すくらいの気概を持つ男性が好みではあります」

「愛してます」

「残念。男鹿は既に心に決めた方がいますので」

　サラリと言って、男鹿さんは姿を消した。

　会長の差し金だろうか？　公平中立な立会人がそんなことしていいのかとも思うけど……まあ名人には国が応援団についてるわけだし、俺にもちょっとくらいハッパをかけてた方がバランスが取れると思ったのかもしれない。あの人の考えることは深すぎてわからん。

　とはいえ、気合いが入ったのは確かだ。

「国民を絶望に陥れる、悪の竜王……か。立ち位置が決まったな」

　十代男子の大好きなダークヒーローだ。やる気が出るってもんよ。

　対局室に入ると、既に俺以外の面子めんつが揃そろっていた。

「お待たせしました」

　そう言って盤の前に着座する。

「竜王戦実行委員会の検討結果を端的にお伝えします」

　立会人である会長が口を開いた。

「前局の結果は『千日手の規き程ていに準じる』として先後入れ替えての指し直しといたします。また、指し直し局はこのまますぐに開始することも可能ですが、対局者の体力を考慮して後日とすることもできます。これについて、双方のご意思を確認させてください」

　そこまで一気に言うと、会長は見えない目を俺に向けて、

「竜王。いかがですか？」

「俺は──」

　会長ではなく、名人の目を見て言う。

「今、指したいです」

　あいのおかげで疲労は吹き飛んだ。姉弟子のおかげで眠気も消えた。ＪＳ研のみんなも寝ずに見守ってくれている。ならば今がベストコンディションだ。

　名人もそれに同意し、これで決まった。

「双方、前局で持ち時間を使い果たしておりましたので、これに一時間を加えて対局を行っていただきます」

　会長が指し直し局の開始を宣言する。

「どちらが勝とうと、この一局は棋史に深く刻まれる対局となるでしょう。それにふさわしい将棋を見せてください」

「よろしくお願いします！」

　粋いきな台詞せりふに痺しびれつつ、俺と名人は礼を交わした。報道陣の焚たくフラッシュで室内は目も開けていられないほどだ。

　先手は俺。

「さて……」

　何を指そう？　今なら何でも指せそうだ。

　さっきの対局で上り詰めた、今までに立ったことのないほど高い場所から盤を見下ろしている……そんな感じが続いていた。

　全ての駒の連結を感じられた。

　将棋盤がやけに狭く見えると同時に、その深さを初めて知った。


　──……このまま吸い込まれちまいそうだな……。



　こうして初形しょけいを見ているだけで、あっというまに時間が経過してしまいそうだ。二日制の時間感覚のままでは負ける。意識を切り替える必要があった。

　将棋の深淵を覗のぞき込むイメージから、もっと別のイメージへ……。

　──心に浮かんだままに指す。

　ひたむきで、まっすぐな、小さな弟子の姿を盤上に描く。ひたすら純粋なその姿を心に思い描くだけで、指したい手は決まった。


「ンッ……！」



　気合いを入れ、まっすぐに飛車先の歩を突く。

　無数のフラッシュが瞬く。

　瞑目めいもくしていた名人が目を開き、同じように飛車先の歩を突く。

　再び無数のフラッシュが瞬く。

「……では皆さん、退出を──」

　会長の合図で報道陣や関係者が一斉に部屋から出ようとする。

　普通なら、全員が出るまで次の手を指すのは待つ。

　だが俺は止まらなかった。持ち時間が短いというのもあったが、それ以上に、身体の中で大きくうねる衝動に突き動かされていた。


「ッ…………!!」



　一手目に突いた歩を持ち上げ、さらに前進させる。指先から飛び出した龍が盤上を奔はしるかのように。


　俺が選んだ戦型は────相掛かり。



　その一手に込めた決意は明確だ。

『もう一度千日手になるのも怖くないです。何局でも、何百時間でも指し続けます。絶対に折れません！』

　そんな意思を強調するように、俺は伸ばした飛車先の歩を盤にグリグリと押しつける。

　それを見た名人は──

「……」

　微かすかに笑顔を浮かべると、同じように飛車先の歩を突く。軽やかな手つきで。

　そうして俺達は、永遠に語り継がれるであろう将棋を始めた。
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　持ち時間はあっという間に尽き果てた。

「ごじゅうびょうー……、いち、にぃ、さん、しぃ、ご、ろく、なな──」

「くっ!!」

　記録係の秒読みに追われ、泳いだ手つきで俺は駒を動かす。

　名人は千日手局で見せた盤上真理を追究する姿勢から、完全に勝負に徹する指し方に切り替えてきた。

「……どこが『記録は意識してません』だよ。メチャクチャ勝ちに拘ってんじゃねェか……！」

　そして、恐るべきことに。

　名人は──時間が無い方がむしろ強かった。

　三十分の休憩でギアを変えてきた名人の指し回しは、完全に早見え早指しの棋士のもの。

　──さっきと同じ人間が指してるとは思えん！　マジで神様なのか!?

　一方、俺はそう上手うまく切り替えられない。

　──手が見えすぎる！　読みの速度を制御しきれない……!!

　ギアが高速に入ったままで、気を抜くとすぐ読みを深く入れすぎてしまう。その結果として持ち時間を早々に使い果たしてしまった……。

　こっちの持ち時間はとっくに尽き、既に一分将棋。

　だが名人は三分間だけ残しており、どの手も一分未満で指すことにより残りの持ち時間を減らさないまま巧みに戦いを進めている。

　──この差はデカい……。

　わずか三分。

　だがその三分間は、最後の最後で俺の三倍の読みを入れられるということだ。ラストの直線勝負で三倍の加速をかけられるといういうこと……！

「……こっちは付いて行くので精一杯だってのによぉ!!」

　経験の差をまざまざと見せつけられ心が折れかけるが、そんな後悔をしていられる余裕すら無い。一秒足らずで盤面に意識を引き戻される。

　限界はとっくに超えてる。

　時間の感覚を完全に喪失し、一秒のあいだに無限とも思える変化が読め、逆に一時間が一瞬に感じられた。疲労のせいで目の前の盤が現実なのか脳内のものなのかすら曖昧あいまいだ。


　ふっ…………と。



　俺の中で集中が切れ、息継ぎをするように盤から顔を上げた瞬間だった。

「この人……」

　将棋から離れた俺の意識は、盤を挟んだ向こう側に座る名人へと向けられていた。

　──この人……こんな顔してたのか……？

　それまでどこか別の世界に住む人のような気がしていて、真まっ直すぐ顔を見られなかった名人の顔を、第四局の指し直し局にもなって初めて真正面から見た。




　深夜に及ぶ対局で無精ぶしょう髭ひげが伸びた、白髪交じりの、疲れた中年男の顔がそこにあった。




　目は深く落ちくぼみ、その周囲には黒い隈くまが浮かんでいた。眼球は充血し、半開きになった口の奥からは低い唸うなり声すら聞こえる。

　月光会長みたいに若々しくて凛々りりしい姿とは全然違う。

　生石おいしさんみたいにワイルドな魅力があるわけでもない。

　もちろん神様なんかじゃない。平凡な容姿に過ぎない。

　そんな名人の姿を見て……

　──かっこいい。

　純粋に、そう思った。

　子供がアニメやゲームの主人公に憧れるように、俺もこの人に憧れてきた。こうして盤を挟んでいる今もなお、その想いは一手ごとに強くなっている。

　特別な血筋に生まれたわけじゃない。

　数奇な運命を背負ったわけでもない。

　八はち王おう子じの新興住宅地で生まれ育ち、公立の学校に通うような、本当に平凡な少年。ただひたすら将棋が好きで好きでたまらなかった、ごく普通の少年。今も電車に揺られながら将棋会館に通っている。娘は二人で、最近奥さんが始めたツイッターによると家では半ズボン姿でポケモンＧ●なんかをやってるらしい。

　完全に普通のオッサンだ。優しいパパだ。


　けれど────その姿はまさに『勇者』だった。



　飽きもせず、倦うみもせず、弛たゆむこともなく全身全霊で戦い続けた一人の男。

　どんな大勝負でも怯ひるまず相手の得意戦法に飛び込み、その勇気で、勝利という運命を引き寄せてきた、史上最強の将棋指し。

　こうして近くで顔を見て、初めてこの人と正面から向き合って……やっぱり俺は、この人に憧れてしまう。

　自分が名人よりも強いとは思えない。

　この人よりも才能があるとも思えないし、この人のようになれるとも思えない。

　けど、それでいいんだ。

　名人が名人であるように、俺は俺だ。

　だから俺は俺の将棋を指す。このギリギリの局面で対局相手の顔をバカみたいにボーッと眺めつつ当たり前すぎるそんな結論しか出せないなんてやっぱりバカだと思うけど、こればっかりはどうしようもない。

「バカは死ななきゃ治らないもんな……」

　自嘲じちょうの笑みを浮かべつつそう呟つぶやいた、まさにその瞬間。

　名人の手が震え、予想もしなかった場所に駒を打ち込んでくる。

「ッ!?　……マジック!!」

　見た瞬間、それが極めて異質な手であることがわかった。

『魔術マジック』と称されるその曲線的な手順によって、最終盤に登場する魔境の数々を軽やかに行き来する。それはこの名人の特権だった。

　子供が好奇心を満たすために行う突飛とっぴな行動に似た、それまで苦労して一緒に積み上げてきた積み木の城を何の躊躇ちゅうちょもなく崩し、また一から別の城を建てようとするかのような行為。

　まるで賽さいの河原かわらだ。永遠に将棋を終わらせてくれない地獄の鬼だ。

「この鬼き畜ちく眼鏡めがねがッ！　どういう体力してんだ……!!」

　全てをご破は算さんにするそんな手を終盤に見せられれば、誰だって心が折れてしまうだろう。

　だが。

「……いいぜ。やってやろうじゃねぇか！」

　名人の奇手を見た瞬間、俺の中に宿る炎が勢いを増した。

　マジックに対抗できる、たった一つの武器。それを俺は持っている。

　ガリガリと音が鳴るほど奥歯を嚙かみ締めて限界まで読みを入れると、限界まで読んでも読み切れなかった変化をそのまま盤上へと叩きつける！


「これで────どうだッ!!」



　気迫と共に駒を摑つかみ、俺はその武器を振り下ろした。





　たった一つの俺の武器────泥臭く粘り強い、関西将棋。






　マジックなんて洒落しゃれた名前で呼んじゃもらえないけど、俺達関西棋士だって変な手を指すことにかけては負けてない。

　定跡じょうせきなんてクソ喰くらえ。頓死上等の変態将棋だ。みっともなく野垂れ死のうとも、俺は足搔あがき続ける。泥にまみれて。根性という名の泥臭い炎でこの身を焼きながら。この胸の鼓動が止まる瞬間まで将棋を指し続けてやる！


「…………熱い……！」



　和服の襟を大きく開き、扇子で激しく扇あおぐ。過熱した脳は熱暴走寸前だ。呷あおるように水を飲み、手の甲で口を拭う。アドレナリンのおかげで鼻血はピタリと止まった。

　名人は俺の指し手を見て目を細め、右手で前髪を搔き上げると、その手を腰に当てて苦しそうに呻うめいた。

「ごじゅうびょう──」

　記録係のその声に、焦った名人は空中で何度も指を十文字に泳がせる。それは神に祈る仕種にも似ていた。

「……なな、はち、きゅ──」

　ギリギリで名人は指す。その手は震えっぱなしだ。右手だけじゃなく、首筋に当てた左手もブルブルと震えていた。その震える手で更なる魔術を放ち、盤上を業火で美しく焼きながら、俺を煉獄れんごくへと引き摺ずり込もうとしてくる。永遠に終わらない一分将棋という拷問。

「熱いッ!!」

　名人の放つ炎に灼やかれながら、俺は盤上を泥沼化する粘りの手を指して自ら魔境へと足を踏み入れた。

　盤上のファンタジア幻想世界へと。
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　夜叉神やしゃじん天衣あいは星を見ていた。

　自宅の縁側に腰掛けて、広大な庭に向かって足をぶらぶらさせながら、天衣は深夜三時の夜空を見上げ続けている。

「お嬢様。そろそろお部屋にお戻りください」

　晶あきらが何十度目かの声を掛けるが、天衣は「そうね……」と気のない返事をするばかりで一向にそこから動こうとはしない。

　唯一彼女が興味を示すのは横に置いたタブレットだけで、そこに表示された将棋盤の情報が更新された時だけ、弾はじかれたようにそれを見た。

　そして現局面を確認し、すぐにまた夜空を見上げるのだ。

　それをもう何時間繰り返しているだろう？　いや、今日だけではない。天衣はこの行為を一ヶ月以上も続けていた……女流棋士への申請資格を得たその夜から。

　晶は思う。

　──これほどに一いち途ずな気持ちがあるだろうか？

　天衣はずっと待っていた。八一の棋譜を並べながら。

『女流棋士になるから、師匠になって』

　その一言を切り出すタイミングを待ち続けていた。

　待つ必要などない。八一は既に師匠なのだから、事務的な処理として書かせればいい。

　けれど天衣は切り出せないのだ。

　八一が苦しんでいるのを知っているから。

　天衣はあいのように八一と一緒に暮らしているわけではない。だが天衣は、誰よりも八一の将棋を並べてきた。将棋を見れば、八一がどんな状態なのかわかった。だから今は、自分のことで八一を煩わずらわせたくなかった。

　じっと耐え続け、誰も見ていない場所で、天衣はただひたすら待った。

　八一が快心の将棋を指して、彼女の師匠になってくれる、その時を。

　そして今も天衣は待っている。

　ずっとポケットに忍ばせ続け、何度も広げたり折ったりして、とっくに角のよれてしまった申請用紙を、天衣は今も肌身離さず持ち続けて……八一が名人に勝つ、その瞬間を。

　──果報者め……負けたら絶対に許さんぞ。

　夜空を見上げ続ける主に付き添いながら、晶は心の中でそう呟いた。




　ニコニコ生放送で、神鍋かんなべ歩夢あゆむは叫んでいた。

「イメージしろ！　その手に持った『竜王ドラゲキン』のように強くなった自分を！　名人かみを倒し頂点に立つ己の姿を！」

　それはもう解説でも何でもない、ただのエールだった。

　立ち上がった歩夢は大盤を拳で叩きながら叫び続ける。

「イメージは貴様の力になる!!　そして我は、最強となった貴様に挑もう！　これまでのように聖と魔の永遠の戦を盤上で行おうではないか!!」

　無論、彼のエールが対局者に届くことはない。

　視聴者の中にはこの無意味な行為を揶揄やゆし、解説をしろと訴える者もいた。

　だが大部分の視聴者はこんな書き込みをした。

『めっちゃ熱い！』『そうだクズ竜がんばれ！』『貴族いいやつだなｗ』『二人のタイトル戦が見たいよーっ！』『親友って大事だね』『なんか涙出る……』『熱い!!』

　画面を埋め尽くすほど寄せられる、八一と、そして歩夢へのエール。

　全世界の想いを結集し、歩夢は聞こえないエールを叫び続ける。

「立ち上がれ!!　我が永遠の好敵手ライバルよ!!」

　親友を励まし続ける愛弟子を、聞き手役の釈迦堂しゃかんどは座ったまま慈いつくしむような、羨うらやむような表情で見守っている。




　布団の中に潜り込んだ子供達は、スマホに表示される将棋盤に顔を寄せ合い、勝負の行方を眠らずに見守っていた。

「すごい……すごいよ、くじゅるー先生……！」

　目を爛々らんらんと輝かせながら、澪は何度も「すごい」と繰り返す。

　少し眠そうなシャルは、それでもがんばって目をこすりながら、

「ちちょ、かつのー？」

「わからないです……けど、勝てるかもしれないです。……勝って、ほしいです」

　親に見つからないよう声を抑えつつ、綾乃も祈るように言う。

　実はとっくに親は気付いているのだが、それでも娘達のすることに気付かないふりをしていた。子供達がこんなにも夢中になれるものを見つけたことが嬉しかったから。

　眼鏡を外した綾乃は、鼻がくっつくほどスマホの画面に顔を寄せて、

「盤面のことは、もうほとんどわからないですけど……九頭竜くずりゅう先生の駒が躍動しているように見えるのです。押し始めてるような……」

「ちちょ、しゃうたちのおしゃしんで、げんきでた？」

「きっとそうです！　は、恥ずかしかったけど……写真、送ってよかったです。ですね？　澪ちゃん──」

「あやのん！　シャルちゃん！　決めたよ!!」

　大きな瞳を爛々と輝かせながら、澪は布団の中で小さく叫んだ。

「澪も……澪もね!?　絶対に棋士になるっ!!」

　この夜、同じように棋士を夢見る無数の子供達が生まれた。




　現地の控室には、深夜にもかかわらず続々と棋士が集結しつつあった。

「生石先生じゃないですか！　それに……娘さんも!?」

「えっ!?　玉将が!?」

「《捌さばきの巨匠マエストロ》だ……！」

　関係者が驚きの声を上げる。

　出不精の生石は対局以外では連盟にすら姿を見せない。その生石が、自ら車を運転してまで現地に現れたのだった。

　長時間の運転で空からになったタバコの空き箱を片手に、生石は来訪の理由を告げる。

「久しぶりに北陸の温泉に浸つかりたくなってな。風呂屋の家族は泉質にうるさいのさ」

「お……おじゃま、します……」

　父親の後に続いて控室に入る飛鳥あすかも、すぐに部屋の隅から熱心に検討を見詰める。引っ込み思案な彼女だが、盤の見えるところから決して離れようとはしなかった。

　プロも、女流も、アマチュアもファンも、次々とこの地を目指していた。

　いつ終わるかわからない。到着した頃には終わっているかもしれない。

　それでも彼らは、彼女らは、この場所に来ずにはいられなかった。たった一局の将棋を見るためだけに。

　なぜなら彼らにとって将棋とは、人生の全てだから。

「……午前三時三十分、控室に生石玉将が登場。娘の飛鳥さんも一緒だ。生石はすぐに盤の前に座って検討を主導する。反対側を持つのは山刀伐なたぎり八段。二人は三段リーグで何度も対戦したことがあり、まるで奨励会時代に戻ったかのような光景だ……と」

　観戦記者の鵠は、控室の様子を写真に撮り、プロ棋士達の発言に耳を傾け、そして可能な限りブログにアップしていった。間違いがあっても気にせず上げた。正確性よりも速度と量、そして臨場感を重視した。

　この空気そのものを残すことが記者の使命だと信じて。




　月つき夜よ見み坂ざか燎りょうは深夜のサービスエリアで熱いコーヒーを買っていた。


「…………畜生……」



　千日手局が衝撃の結末を迎えた瞬間、月夜見坂は衝動的に東京の自宅を飛び出し、バイクに跨またがって対局場へと向かった。

　だが、このサービスエリアで棋譜を確認した彼女は、一歩も動けなくなってしまった。

　現地にいる供御飯くぐい万智まちから一方的に送られてくる短いメッセージや画像を見ることもできなかった。ＬＩＮＥの通知は瞬く間に数を増していくが、それを見ることができない。


「……畜生…………」



　しかし更新される棋譜だけは、どうしても見てしまう。

　月夜見坂と八一の出会いは小学生名人戦。その決勝で、当時小五の月夜見坂と小三の八一は初めて将棋を指した。

　結果は八一の勝ちだったが、月夜見坂は『次は勝てる』と思った。

　しかし『次』はいつまでたっても訪れなかった。

　八一が奨励会に入ってしまったからだ。

　既に女流棋士の資格を得ていた月夜見坂だったが、女流棋戦を休会し、師匠の反対も押し切って、奨励会に挑戦することを選ぶ。

　八一と小学生名人戦で戦った三年後、中学二年生になった月夜見坂は奨励会に五級で入会。

　そして一年後、六級で退会した。

　月夜見坂にとって初めての大きな挫折だったが、それでも彼女は歩くのを止やめなかった。女流タイトルを保持していればプロ棋戦にも参戦できる。いつか公式戦で盤を挟めばきっと勝てると信じて腕を磨き続けてきた。八一の弟子を組み伏せることで溜飲りゅういんを下げていた。

　だが、今。

　将棋界の頂点で名人と指している将棋を見せつけられ、月夜見坂は認めざるをえなかった。


　──オレは…………八一アイツに、絶対に追いつけない……。



「畜生……！」

　紙コップを握り潰つぶす。熱いコーヒーが手を灼やいたが心の痛みに比べれば何のことはない。

　ボタボタとアスファルトに零こぼれるコーヒーと一緒に、月夜見坂の両目から流れる涙が、地面に染みを作っていく。


「畜生……ッ！」



　一手進むごとに彼女の心はズタズタに引き裂かれ、止めどなく涙が溢あふれる。寒々しい深夜のサービスエリアから一歩も動けないまま、彼女はただ、畜生、畜生と涙を流し続けていた。




　大盤解説会場には異様な空気が充満していた。

「二十年前……私が彼に最後の一冠を奪われた夜のことを思い出しますね」

　弟おとうと弟子でしである清滝きよたき鋼介こうすけ九段と共に解説の場に立った月光会長は、名人が七冠全てを同時戴冠した日のことに触れた。

　それは将棋界において至上の伝説であり……当事者の一人が語る言葉は、それ自体が神話となる。だから千人を遙はるかに超える観客は一言も聞き漏らさないよう、椅子から身を乗り出して次の言葉を待つ。

「……あの夜から、彼は本心を語らなくなりました。友人を持たず、プライベートも明かさず、何かを聞かれても笑顔ではぐらかすようになったのです」

　確かに『名人語録』と呼ばれるミステリアスな発言は、七冠独占以降、ほぼ現れなくなっていた。観客はそのことに思い至り、頷く。

「棋界の頂点に立ち、その発言が大きな影響力を持つようになると、彼の言葉は一人歩きするようになりました……彼の意思に反して。だから連盟の運営からも距離を置き、もちろん弟子も取らない。彼にはその自由は許されなかった。盤上だけが、彼にとって自由でいられる場所なのです。しかし──」

　月光の言葉はまるで懺悔ざんげのようで、誰も口を挟むことができない。

「しかしその盤上ですら、彼は孤独だった。彼と同じレベルで語り合うことができる相手は、盤上ですら見つけることができなかった。彼は一人だけ強くなりすぎてしまい、そして将棋は一人では指せないのだから」

　ですが──と、月光は見えないはずの大盤に顔を向け、

「彼は今、本当に本音で付き合える相手を見つけたんです。二十年たって、やっと」

　そして最後にこうつけ加える。

「それが私でないことに嫉妬を覚えます」

　二十年前……いや、十年前であれば決して他者に明かそうとはしなかったその感情を、月光は淋さびしげな微笑みを浮かべつつ告白した。

　それから、大盤を挟んで立つ弟弟子に話を振る。

「そういえば清滝さんは、八一くんを私に預けようとしたことがありましたね？」

「ありましたなぁ……ノータイムで断られましたが」

　観客から笑いが起こった。

　清滝は諧かい謔ぎゃくを交えて語る。

「いえね？　とにかく八一は才能があったんですわ。『こらアカン。こんなの育てたら、すぐ恩返しされる』と思って。将棋界で恩返しいうたら、弟子が師匠を負かすことです。けどそんなの全然恩返しやない。弟子に負けるようになったらツライからね。昔の棋士なら引退ですわ。それで月光さんに押しつけようとしたら、さすが永世名人やねぇ。こっちの思惑なんてとっくにお見通しですわ」

　観客は大爆笑だ。

　笑い声が収まってから、月光が静かに尋ねる。

「清滝さん。今でも私に彼を預けようと思いますか？」


「…………」



　清滝は一瞬、口ごもる。

「……親御さんのおられる前で、こんなことを言うてええのか……」

　会場の隅で心配そうに戦況を見守る八一の家族に向かって小さく礼をしてから、清滝は断言した。

「自慢の息子です。誰にも渡すわけがない」

　そして目を潤ませながら、マイクが拾わないほど小さな声で、こう言い添える。

「最高の恩返しや……おおきにな、八一」




　空そら銀ぎん子こは大盤解説場の控室で震えていた。


「………………八一…………」



　室温が低いわけではない。むしろ溢れ返る客の熱気で暑いほどだ。

　けれど銀子は震えていた。

　透き通るように白い肌が、今はもう、本当に透けて、このまま消えてしまうのではと思うほどに白く儚はかなくなっていて。

　そして銀子は、両手で自分の肩を抱いて、凍えるように震えていた。

　その目はまるで、冬の夜空に浮かぶ遠い遠い星を見上げるように、遠くを見ていて──


「八一…………また、遠くに行っちゃった…………」



　ぼつり、と言った。

　幼児おさなごのように。駄々っ子のように。

「……噓うそつき。八一の噓つき。『置いてかないで』って言ったのに。『置いてかないよ』って、言ってくれたのに……」

「がんばって追いかけなきゃね。銀子ちゃん」

　銀子の両肩に後ろから手を置いてそう励ましながら、桂香は思う。

　──八一くんが名人と一緒に起こしている奇跡は、私なんかが起こしたニセモノの奇跡とはわけが違う。

　それはきっと、将棋というゲームがこの世に生まれたのと同じくらいの、ホンモノの奇跡。

　だから銀子が追いつこうと思ったら、奇跡を超える奇跡を起こさないといけない。

　その可能性は限りなく低いだろう。

　けれど。

　努力すればきっと追いつくことができる。彼女の想いはきっと彼に届く。桂香はそれを確信していた。

　以前は無責任にそう言っていたけれど、今は自信を持って断言できる。

　寒そうに震える年下の姉を後ろからぎゅっと抱きしめて。

　そして桂香は、耳元で優しく囁いた。

「一緒にがんばろ？　ね？」




　報われない努力こいはないのだから。
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　終わらない一分将棋が続いている。

「ガハッ……!!」

　緊張のあまり空から嘔吐えずききが止まらない。

「うっ！　……かッハ！　おあああああ……ッ!!」

　永遠と続く捩ねじり合いの中で、呼吸すらままならない俺は、声にならない絶叫を心の中で繰り返し続けていた。

　──時間が……時間が欲しい……ッ!!

　致命傷こそ避けてはいるものの、どこまで保もつのか全くわからない。グチャグチャに乱れた盤面は、もはや絡まり合ったスパゲティーみたいだ。

　満身まんしん創そう痍いなのは俺だけじゃない。

　名人もまた、疲労の濃く出た顔を苦く悶もんに歪ゆがめ、半開きの口から低い呻きを垂れ流しつつ、ギリギリのところで戦っていた。

　しかし名人は持ち時間を二分間だけ残し、一分将棋になるのを避け続けている。俺が緩手かんしゅを指すのを待ち続け……隙を見つけたその瞬間に、最後の一撃を叩き込む魂胆……！


「ゴホッ！　げぇぇぇぇ……ッ!!」



　そのプレッシャーが俺を苦しめ、果てしなく嘔吐かせる。

　──苦しいッ！　早く……早く終わりたいッ!!　終わらせて……!!

　死を望む手負いの兵士のように、俺は盤上でのたうち回る。

　心が折れる寸前だ。

　体力も精神力もとっくに限界を超えていたが、同時に俺の棋力も、今までの限界を遙かに超えたレベルに到達していた。一分将棋で自分がここまで戦えることが信じられないほどに。

　だが……。

　名人と盤を挟むことによって限界を超えて引き上げられた読みの力。


　──その力を制御しきれないっ……！



　読みに没頭しようとすると時間の感覚を失ってしまい、記録係の秒読みで現実へと引き戻されるということがずっと続いていた。

　加速する途中でブレーキをかけねばならないのだ。


　──……どっちにも詰みがありそうな局面なのにッ!!



　もどかしいが、しかし全てを捨てて読みに没頭するのはリスクが大き過ぎた。それをしてしまえば最悪、秒読みに気付かず時間切れで負けになりかねない。

　タイトル戦で切れ負けして失冠しっかんなんてことになったら、それこそ伝説だ。もちろん悪い意味で。引退して責任を取らねばならないほどの。

　弟子が女流棋士になった二日後に引退とか──

「情けなさ過ぎるだろうがよッ!!」

　読み切れない中で、俺は秒読みに急せかされながら駒を動かす。

　その手を見た直後。

　前後に激しく身体を揺すり、苦しそうに顔を歪めていた名人が──


　すぅ……っと。



　上体を起こし、動きを止めたのだ。

　それはさながら、毒蛇が鎌首をもたげるような……そんな動作だった。

　獲物を仕留めるための、最後の行為。


「つッ────」




　────詰ん、だ……？



　全身の血が、ザザザと音を立てて引いていく。

　名人が俺よりも早く、俺の玉に詰みがあることを発見したんだろうか？　いや……そうとしか思えない。


　──………………終わった、か。



　ガックリと、首が折れたかのように、俺は肩を落として俯うつむいた。

　頭を支えられない。全身から力が抜けていく……。

　いかに『投了しない！』と決意を固めていても、実際に敗北が眼前に迫れば、やはり気持ちは折れる。限界を超えていればなおさらだ。


　──……指されたら、投了しよう。



　悔しさはもちろんある。失冠するのはイヤだ。四連敗なんて情けなさ過ぎる。

　けれど……やっと終われるんだという気持ちもあった。

　この地獄のような一分将棋の苦しみから解放されるという、安あん堵ど……。

　しかしその時、俺は自分の目に飛び込んできた光景に、何か引っ掛かるものを覚えた。


「…………？」




　名人が────盤側ばんそくに置かれた水差しに手を伸ばしたのだ。



　そして水差しからコップへと水を注いでいく。

　その様子を呆然と眺めていた俺は、


「…………」



　カラッポになった身体に、再び力が満ちるのを感じた。脳が再び回転数を上げる。

　ドクンドクンと、心臓が全身に血を送り始める。

　熱い。

　口から言葉が漏れた。


「………………じか……ん…………」



　もう一度、繰り返す。

「……時間……」

　そうだ。

　俺があれだけ欲しがっていたもの。

　俺自身はもう持っていないもの。

　一分将棋では足りなかった、俺の思考が加速を終えるために必要なもの。

　名人だけが持っている、勝利への最後の燃料。

　それを今、名人は使おうとしている。

　二分間だけ残していた、最後の持ち時間を投入しようとしている。

　つまり。


　──時間が…………手に入るッッッ!!






　その瞬間、俺は全てを捨てて思考の世界に飛び込んだ。




「あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああッッッ[image: ]」
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　読めた。終わりまで。




　直後。

　──ビシィィッ!!

　名人が凄すさまじい駒音で勝負手を放つ。

　打ち付けた駒を盤面にグリグリと押し込むように、確信を込めた手つきで。

　だが。

　それを見ても、もう心が折れることはない。

　俺は息を止めたままノータイムで指し返す。

　そこで初めて、呼吸という行為を思い出した。


「カハッ!!　……はぁッッ…………はぁッ…………!!」



　破れそうな肺のために酸素を貪むさぼる。

　盤から顔を上げ、天井を見上げる。


「はぁ…………はぁ…………はぁ……………………ふぅぅ────……」



　大きく息を吸い込む。

　もう空嘔吐きは出ない。

　盤を挟んだ向こう側で、名人が異変に気付いたのがわかった。

　ずっと続いていた低い呻き声が、溜ため息に変わった。

　相手が悪手を指した時に出る溜め息とは明らかに違う、悔しさと自分に対する怒りを吐き出すような嘆息。

　その溜め息が聞こえた瞬間、勝ちになったと確信を持てた。


　──…………皮肉なもんだな……。



　後にＴＶ局が対局中の映像を検証したところ、名人が水を飲むために使った時間は一分四七秒だったという。

　一分四七秒。

　それが──俺の思考がトップスピードに達するまでの時間。

　三日間、三十時間近くも指し続けても決まらなかった戦いが、たった一分四七秒の行為によって勝敗を分けてしまった……。

　もし、あそこで名人が水を飲まなかったら？

　もし名人が最後の最後で確認のため時間を使わなかったら、俺は指された瞬間に投了していただろう。妙な話だが、それは自信を持って断言できる。

　だが名人は水を飲んだ。

　最後の最後でじっくりと腰を落として戦う慎重さが、毒蛇のようにトドメを急がない老獪ろうかいさが、名人にその行動を取らせた。

　勝負に拘り、勝ちを求めて慎重になったからこそ……隙が生まれてしまったのだ。

　そして俺は手にした。

　何よりも欲しかった時間を。

　それと──


「さんじゅうびょう──……」



　最後の持ち時間を使い果たし一分将棋に突入していた名人に、記録係が秒を読む。

　名人はまだ勝負を捨てず、何度も首を振って盤上に希望の欠片かけらを探すが──


「よんじゅうびょう──……」



　再び大きな溜め息が聞こえた。

　盤に覆い被かぶさっていた名人が、ゆっくりと上体を起こす。


「ごじゅうびょう──……、いち、にぃ、さん、しぃ、ご──」



　名人は再びコップを手に取り、そこに残っていた水を飲む。

　しかしそれは、勝ちを確認するために飲んださっきの水とは全く逆の意味を持っていた。

　全てを終わらせるための言葉。

　その一言をはっきりと発声するために喉を潤し──

　そして名人は口にする。

　俺がこの人から初めて聞く言葉を。













「負けました」













　第30期竜王戦第四局指し直し局は、その瞬間、幕を閉じた。

　千日手局と指し直し局の合計は二九時間四七分。

　勝者は九頭竜八一竜王。




　俺が、勝った。
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　地鳴りのような音が聞こえた。

　それはどんどん大きくなってきて、建物がビリビリ震えるほどだった。雷鳴か、地震か……それともハワイで聞こえたような幻聴かとも思ったが、そのどちらでもなかった。

　それは報道陣が走ってくる足音だった。

「押さないでください！　ゆっくり入って!!」

　記録係が叫びながら制止するが、止められるものじゃない。

　視界が光に包まれた。

　それは記者達が焚くカメラのフラッシュで、切れ間無く俺の視界で瞬き続けていた。

　──今までずっと、カメラは名人に向いてたのに……。

　ぼんやりとそんなことを思う俺に、今度は質問が浴びせられる。

「竜王！　ただ今のお気持ちは!?」

「初めて名人に勝ちましたが、勝てると思っていましたか!?」

「勝利を確信したのはどのタイミングで!?」

　本来なら、勝者への質問を最初にできるのはそのタイトル戦を主催している新聞社の観戦記を担当する記者だ。

　しかし今回はそういった将棋界の慣例を知らない報道陣が詰めかけ、しかも興奮しているので順番などお構いなしに質問攻めにしてきた。

　擦かすれた声で俺は答える。


「…………勝ったという実感は、全くありません」



　偽りのない本心だった。

　タイトルを守るにはここから三連勝しなければならない。この超人相手に。

「やっと一勝。戦い続けるだけです」

　俺がそうインタビューを切り上げると、それを待っていたかのように名人へ無数のマイクが向けられる。

　名人は明らかに疲労の残る声で、淡々と、本局の反省点と次局への抱負を述べた。

　しかし報道陣の聞きたい言葉はそれじゃない。

「タイトル通算百期と永世七冠へのプレッシャーはありましたか!?」

「政府は国民栄誉賞の準備をしていたという情報もありますが、次こそは大記録を期待してもいいのでしょうか!?」

　その質問を聞いた瞬間、それまで穏やかだった名人の表情が一変し……明らかに怒気どきを含んだ声で反論する。

　名人はこう言ったのだ。驚くほどに厳しい声で。

「九頭竜竜王は今、最も強い棋士です。全力を尽くしても勝てるかはわかりません」

　だから目の前の一局を全力で戦うのみ──名人はそう言って、インタビューを打ち切った。

　……涙が出るほど嬉しかった。

　今の言葉だけで大駒一枚強くなれたと思った。

　潤んだ瞳を見られないよう、震える声を悟られないよう、俺は俯き、言葉少なく感想戦を行う。名人は、さっきの様子とは打って変わってウキウキと楽しそうに無数の変化を検討したがった。

　──この人は……本当に、本当に将棋が好きなんだな……。

　そのことが、何故か無性に嬉しかった。

　感想戦の話題は尽きない。

　が、頃合いを見計らって女将が割って入る。

「遅いお時間ではありますが、別室に打ち上げの用意をしてあります。どうぞ準備のできた方からお越しください──」

　俺達対局者は感想戦を続けたかったが、関係者の疲労度を考えればこれ以上は対局室で皆を拘束するわけにはいかない。

　名人は名残惜しそうではあったが、盤面を崩して駒を中央へと寄せる。

　俺は駒箱を開けて駒袋を取り出すと、駒を二枚ずつ重ねて、その中へ丁寧に戻していった。

　──長いこと付き合ってくれて、ありがとな？

　心の中でそう唱えながら駒を片付け、礼を交わす。

　名人が先に退出すると、それを追いかけるように報道陣や関係者はゾロゾロと部屋を出て行った。

　俺は……立てなかった。

　しかし対局に疲れてヨロける姿など衆目に晒さらすわけにはいかない。

「急がなくても結構。どうぞ後からゆっくりお越しください」

　立会人の月光会長がそんな俺の状態を察し、記録係を促して先に退出してくれる。

「主役は後から来るくらいでちょうどいいですからね」

　似合いすぎるキザな台詞を残して、会長は襖ふすまを閉めた。


「…………」



『臥竜鳳雛がりょうほうすうの間』と名付けられたその部屋に一人残った俺は、対局中と同じように盤の前に座ったまま、呆然と、天井を見上げる。

　──勝った……のか。

　自分があの名人に勝てたなんて、今でもまだ信じられない。こうして振り返っても、実力ではなく指運ゆびうんで勝てたんだと思う。


「……でも…………」



　勝ったことで、自分の歩いてきた道が間違っていなかったと信じられた。

「報われない努力はない……か」

　綺麗ごとかもしれない。報われない努力だって、いくらでもある。どれだけ粘っても負ける将棋は負ける。逆転できるほうが圧倒的に少ない。


　けど────戦わなければ何も得られないのだ。戦い続けなければ。




「んッ……！」



　気合いを入れて立ち上がる。まだ身体に力が入らないが、根性で立った。

　襖を開けるのにも苦労しつつ、対局室を出る。


「はぁ…………はぁ…………」



　身体は鉛みたいに重かったけど、壁づたいに廊下を歩いて行く。

　エレベーターまで二十メートルほどだろうか？　その距離が、まるで月までの距離のように遠く感じられた。汗をぐっしょりと吸い込んだ和服が鉛のように重い……。

「あっ……!?」

　草履が脱げ、俺はその場にすっ転ぶ。

　反応する力すら残されていない俺は、手を突くこともできず、顔から床に倒れ込んだ。衝撃で眼鏡が外れ、床を転がっていく。


「ぐッ……！　あッつ……!!　…………はぁ……はぁ……」



　まだ戦いは続く。こんな姿は誰にも見せることはできない。

　──早く立たないと……！

　しかし焦れば焦るほど身体に力が入らず、頭はガンガンと割れるように痛む。気を抜けばすぐに意識が飛びそうだ。

　──脱水症状か？　一分将棋じゃトイレに立てないから、水を飲まなかったし……。

　そんなことを、薄れかける意識の中で考えていた。

　その時。




「あの」




　声をかけられた。

　その声を聞いた時……これは夢かと思った。名人に勝ったのも全部夢で、現実ではまだ対局が続いているんじゃないかと……。

　だってその声は、戦っている間中、ずっと俺の心の中にいて……励まし、支えてくれていた女の子のものだったから。

　けれど声の主は、床に這はいつくばっている俺の前に膝を突くと、さらにこう言ったのだ。

「お水です」
















　差し出されたコップに顔を近づけると、その子は俺の頰に小さくて温かい手を添えてゆっくりとコップを傾け、水を飲ませてくれた。

　あの日と同じように。

　冷たい水が全身に染み渡り──

「ああ……」

　いつのまにか、頭の痛みも目眩めまいも消えていた。まるで魔法のように。

「……ありがとう」

　お礼を言うと、女の子は悪戯いたずらっぽく微笑んだ。

　この子はきっと、誰よりも俺のことを見ていてくれて。俺のことを……俺のことだけを想ってくれていて、俺が勝つと信じてくれていて。

　だからここで、こうして水を持って待っていてくれた。


　あの日────俺達が初めて言葉を交わした日と同じように。



　この子が初めて俺のアパートに来た時はすっかり忘れてしまっていたけど……今、全て思い出した。

　それは俺達二人だけの思い出。二人だけの宝物だ。

　だから俺はこう言った。

　かつて全く同じ場所で、同じ相手に言ったように。

「お礼に何でも言うこと聞いてあげるよ」

「ほんとですか!?」

　女の子は喜びに顔を輝かせると、とっておきのお願いを口にする。

「じゃあ──」

　そして俺達は……俺とあいは、交わしたんだ。

　全ての始まりとなった約束を。

「わたしに……将棋を教えてください！」

「喜んで」

　それは永遠に破られることのない、この世で最も神聖な誓い。

　たかがボードゲームに一生を懸けるという愚かな、けれど世界で一番ワクワクドキドキできる誓約。

　俺は立ち上がると、再び歩き始めた。

　隣を歩く小さな弟子の手を取って。

「さあ、将棋を指そう」

　たとえそれが、永遠に終わらない苦しみの旅路だとしても──




　二人ならきっと、最高の棋譜あしあとが残せるから。








あとがき






「５巻で終わりにしようと思います」

『りゅうおうのおしごと！』１巻が発売した数日後、担当編集の方と中部地方の書店さんをまわりながら、私はそう提案していました。

　編集さんは「わかりました」と言いました。「もっと続けましょう」という言葉は出ませんでした。

　出版の世界では『初速』という言葉が非常に重要になります。『出版直後にどれだけ売れたか』というような意味です。なぜそれが重視されるかというと、その期間を過ぎるとパッタリと売れなくなるからです。

『りゅうおうのおしごと！』の初速は、よい数字ではありませんでした。

　書きたいことはまだまだいっぱいありましたが、プロである以上、世の中から求められていないものを書いても仕方がない。その時はそう考え、それでもとにかくこの５巻まで自分の書きたいと思っていたものを全力で書かせていただきました。結果として、１巻発売直後からは想像できないほど多くの方々にお読みいただき、ただただ驚いています。

　ページが足りないので謝辞は次の巻で。

　そう言えるのが、今はとても嬉しいです。

















　将棋界は今、伝説の中にある。

　それはたった一人の男と、それ以外の男達の物語だ。

　千五百年にも及ぶ長き将棋の歴史の中で今だけが『伝説』と呼ばれるのは、そのたった一人の男が神のごとき存在であるからに他ならない。

　それはまさに神話のような奇跡の連続だった。

　中学生でプロデビュー。十九歳で初タイトルを獲得。そして以後、その男は一度たりとも無冠になることなく将棋界に君臨し続けている。それはかつて、誰も為なし得なかった奇跡。

　だから、今。

　将棋界は伝説の中にある。




　その将棋界に九頭竜くずりゅう八や一いちが初めて小さな足跡を残したのは、小学生名人戦でのことだった。

　当時小学三年生だった九頭竜は、初出場にして初優勝を果たす。三年生での優勝は史上最年少。『天才少年出現！』と、将棋界は大きく騒ぎ立てた。

　その記録は翌年、彼の年下の姉であり幼少時から最大のライバルでもあった空そら銀ぎん子こによって更新されるのだが、九頭竜八一の快進撃はそこからが本番だった。

　史上四人目の中学生棋士。

　そして史上最年少でのタイトル獲得。

　しかもそれが最高位タイトルである『竜王』であったことから、将棋界では遂ついに世代交代が行われるのではないかという議論と期待が沸騰した。

　──だが、将棋界は伝説の中にあった。




　ハワイで開幕した第30期竜王戦は、そんな伝説の終着点だった。

『永世七冠』

『タイトル獲得百期』

　誰もがそんな最高の奇跡を目撃できるのではと期待した。

　マスコミ各社はその瞬間を見逃すまいと大挙して海を渡り、将棋ファンも、まるで巡礼者のようにタイトル戦の会場をついて回った。ネット中継は連日数百万の人々が視聴し、新聞やニュースで竜王戦の話題を見ない日は無いほどの過熱ぶりだった。

「名人が竜王位を獲得したら国民栄誉賞は確実だったでしょうね。連盟はその準備を進めていましたし、七冠獲得時は辞退した名人も今回は受けてくれたでしょうから」

　将棋連盟会長にして自らも永世名人の資格を有する月光つきみつ聖市せいいちは、記者に対してあけっぴろげにそう語った。

　第一局から第三局までは名人の圧勝──。

　その勝ちっぷりを見ていれば、永世七冠は確実と思われた。

　だが、第四局で奇跡は起こった。

『最後の審判問題』──将棋のルールで唯一といわれる欠缺けんけつを突いてギリギリの勝負を引き分けに持ち込むと、九頭竜はその三十分後に行われた指し直し局で初めて名人を下したのだ。三日間、総計二九時間四七分に及ぶ死闘だった。

　立会人を務めた月光は語る。

「私は棋士であると同時に詰将棋作家でもあります。まあ、指し将棋に比べて詰将棋はそれほどでもありませんが……それでも、あの局面が今後絶対に出現しないことは断言できます。詰将棋の世界でもね」

　その理由を尋ねる記者に「規き程ていを変えますから」と上品に笑う月光は、ルールにない即日の指し直しを決定した本人でもある。

「私があの場にいなければ別日に指し直しということになったでしょうね。確かにその方が丁寧な判断ではありますが、竜王戦のスケジューリングや国民栄誉賞に関する様々さまざまな問題から、臨時棋士総会を開いて規程を追加する時間は与えられなかったということもあります。少なくとも今回の問題は立会人として処理できる範囲にあると判断し、両対局者の意思を確認しました。二人とも即日の指し直しを望み、それで決めたのです」

　結果論ではあるが、彼のこの判断がなければ名人が勝利した可能性もある。四十代半ばの名人に比べ、未いまだ十代の九頭竜は体力で勝るからだ。

「そうですね。ああいう極限の状態というのはいい方向へも悪い方向へも作用しますが、けれどあの将棋に関してはいい方向へ作用したと確信しています。それは棋譜をご覧いただければ明らかでしょう。指し直し局であれほどの名局というのは、少なくとも私の記憶にはない」




　第五局。九頭竜は前局の勢いそのままに名人を圧倒した。

　第六局。先手番の名人は積極的に動いて猛攻をかけるが、九頭竜はその攻めを完璧に受け切ってみせた。強い将棋だった。

　そして運命の第七局。

　振り駒となった最終局は、後手番の九頭竜が伝家の宝刀である一手損角換わりを抜き、完敗だった第一局のリベンジを試みる。

　最終盤まで形勢不明だったその将棋では、名人の手が三度、震えた。

　だが──勝ったのは九頭竜だった。

　その九頭竜を最も近くで見続けてきた空銀子は、弟おとうと弟子でしの将棋についてこう語る。

「八一の……九頭竜先生の将棋は、この七番勝負で明らかに変わりました」

『八一』でいいですよ。

　記者がそう言うと、空は「記事にするときは直してくださいね？」と言ってから、再び言葉を紡つむぎ始めた。

「強くなった。単に力が増したとか、技術が洗練されたとか、そんなレベルじゃ表現できないくらいに強くなったと思います。明らかに違う次元へ行ってしまいました。名人と一緒に……私達を置いて……」

「あなたと九頭竜さんは、どこで差がついたと思いますか？」

「……将棋は、勝たないと強くなれないんです」

　棋士にとっては残酷極まりないこの問いに、空は正面から答えてくれた。

「負けて強くなるっていうことは、よく言われます。けどそれは噓うそです。負けた自分を誤魔化ごまかしているに過ぎない。将棋は勝たなければ強くなれないんです。あなたならわかるでしょう？」

「ええ。その通りだと思います」

「将棋に勝てば、強い相手と戦えます。強い人達から研究会に誘われるようになって、上のステージを経験できる。そうなればどんどん差は開いていってしまう──」

　俯うつむいてそう言う空は、これまでのように大人びた、ともすれば冷たさすら感じるような口調ではなかった。

　そう、まるで──

「まるで好きな人に置き去りにされたような、そんな口調ですね」

　私がそう軽口を叩たたくと、空は否定するのではなく、こう返してきた。

「私は八一のことが好きです。手を繫つないで一緒に街を歩きたい。一緒に映画を観みたり、海へ行ったり、二人だけでいろいろなことをしてみたい。姉弟きょうだいじゃなくて、恋人みたいに……」

　秘めた想いを初めて他者に告白しつつ、空はこう続けた。

「けれど私が八一と本当にしたいことは、将棋なんです」

　将棋だけなんです──

　空銀子は、はっきりとそう言った。将棋だけだと。だから自分はもっと強くならなければならないのだと。

　私は敗北を感じていた。私は彼女のように強くはなれなかったから。




　八年前、小学生名人戦──

　準決勝で負け、会場となった渋しぶ谷やのテレビスタジオの隅にある長椅子で泣きじゃくっていた一人の少女に、その少年はこう声をかけた。

「泣かないで。泣いちゃだめだよ」

「……どうして？」

「心が折れたら、本当に負けちゃうから」

「でも……涙が止まらないよ。くやしいし、かなしいもの……」

　一層激しく泣きじゃくる少女に、少年は「泣かないでよ」と困ったようにそう繰り返してから、輝くような笑顔を浮かべて、将棋盤を指さした。

「面白い将棋、見せてあげるからさ！」

　少年はそう言うと、準決勝で少女を負かした相手と戦うために、明るく照らされた盤の前へと駆けて行った。

　そして将棋が始まり──少女はいつのまにか、泣くことを忘れていた。

　少年の将棋を見るのが、あまりにも楽しかったから……。

　序盤早々に定跡じょうせきから外れたその将棋は、青々とした野山を探検するかのような驚きと興奮に満ちていた。彼の棋譜はまるで宝の地図だった。

　表彰式で自分の身体よりも大きなトロフィーを掲げた少年は、ステージの下からその姿を見上げている少女と目が合うと、輝くような笑顔を浮かべた。

『ほらね！　面白い将棋だったろ？』

　とでも言うかのように。

　あの日、初めて彼を見た──彼の将棋を見た一人の少女は、いずれこの日の出来事が彼の伝説の一部になるだろうと確信していた。

　その日から少女は走り始めた。

　少女には才能がなかったから、公式戦で彼と盤を挟むのは無理だろうと思った。対局者として、最も近い場所で彼の将棋を感じることはできない。

　ならばせめて、その次に近い場所で──盤側ばんそくで彼の将棋を見られるようにと、観戦記者を目指した。

　彼の将棋を少しでも深く理解できるように、女流棋士として修業も積んだ。

　幸いなことに女流タイトルも獲得し、関西将棋会館やタイトル戦の会場で彼と接することができるようになった少女は、今でもずっと少年を追い続けている──




「今日の将棋も、あの時の将棋みたいに面白かったですよ」

　眠ってしまった弟子を部屋に帰すため打ち上げを抜けて廊下に出た九頭竜に私がそう伝えると、彼はキョトンとした顔でこう返してきた。

「そんなこと言いましたっけ？」

　照れ隠しではなく本当に忘れてしまったようだ。

　さすがに腹が立ったが、この天才少年は将棋以外のことにはまるっきり鈍感だということを思い出し、ぐっと堪こらえて話を続ける。

「……タイトル防衛の理由を教えていただいても？　特に、シリーズの明暗をわけた四局目の精神状態を教えて欲しいのですが……三局目の直後から」

　天童てんどう駅のホームで聞けなかった答えを再び求めると、今度は答えてくれた。

「三連敗した時は、そりゃあ酷ひどかったですよ。そもそも一局目で自分の将棋が完全に否定されて……肉体的にも精神的にも追い詰められてました。周囲の人達にもすごく迷惑をかけたと思います。一緒に暮らしてる弟子なんか、俺おれがピリピリしてたのに耐え切れずトイレに逃げ込んじゃって……」

『弟子』という言葉に、九頭竜の腕の中で眠っていた小さな女の子がぴくりと反応した。

「そんなに酷い状態から、どうやって立て直したんですか？　誰もがあの名人と戦うと、調子を落としたまましばらく立ち直れないのに」

「名人はすごいです。才能も、経験も、努力も実績も、俺が勝てる部分は何一つ無いってわかってます。こうして防衛できた今でも思います。名人のほうが強いって。けど──」

　弟子の寝顔に優しい視線を注ぎながら、九頭竜は話し続ける。

「名人がたくさんのものを持っているように、俺も大切なものを持っていた。そのことに気付けたから、何とかなったんだと思います」

「大切なもの？」

「自分の才能を、力を信じることはできなくても……自分の中にある大切な人達を信じることはできたんです。自分の将棋観を否定され、今までの自分の全てを否定されたとき……俺の中に残っているものが何なのか。九頭竜八一という棋士を形作っているものは何なのか。それを見つめ直すことができたんです」

「何だったんですか？　それは……」

「俺には最高の師匠がいて、最強の姉あね弟子でしがいて、桂けい香かさんがいて、歩夢あゆむみたいなライバルや、鵠さんみたいな関西の仲間達がいて──」

　不意に飛び出した自分の名前に私は動揺したが、それを表に出さず、九頭竜の言葉をメモし続ける。一言も漏らさぬように。

「積み上げてきた将棋観は粉々に砕かれちゃったけど、心の中にある大切なものは決して砕けないから。だから俺の心は折れなかったんだと思います」

「それはつまり……自分を支えてくれる人達の存在があったから勝てた、ということでいいんですか？」

「ええ。名人もそうなのかもしれないけど、でもやっぱり俺のほうが恵まれてると思います」

「最高の弟子もいるし？」

「そう。弟子もね」

　九頭竜はニヤリと笑い、

「俺には二人も弟子がいるけど、名人には一人もいませんから」

　じゃあ勝利の秘密は弟子ということでＯＫ？

　冗談めかして尋ねると、九頭竜は笑いを引っ込めた真剣な表情で頷うなずいた。

「そう思います」

　ノータイムで断言すると、九頭竜は「じゃ、おやすみなさい」と小さく頭を下げて、私の脇をすり抜けて行った。すれ違いざまにこう呟いて。

「……心が折れなければ負けじゃない」

　和服にしがみついたまま眠ってしまった小さな弟子を大事そうに腕に抱き、長い廊下を、九頭竜八一は歩いて行く。

　たった一人で。いや──




　伝説は終わらなかった。誰もがそうなると予測し、かつ、そうなって欲しいと望んでいた形では。

　伝説は終わらなかった。将棋界は今も伝説の中にある。

　だがそれはもう、たった一人の男とそれ以外の男達の物語ではない。

　たった一人の男の前にはもう一人、同じ力を持つ少年が立ちはだかっている。竜の化身であるその少年は、決して折れない心を武器に、男に挑み続けるだろう。

　二人はこれからも、何度でも戦うだろう。他の誰にもたどり着けない場所で、他の誰にも指せないような将棋を指すだろう。長き将棋の歴史の中でそこだけが特筆される、奇跡のような時代を紡ぐだろう。そして──







　伝説は終わり、新しい伝説が始まる。

















　その日、棋士室に顔を出すと、いつものように月つき夜よ見み坂ざかさんと供御飯くぐいさんがいた。

　二人とも盤を挟むわけでもなく、それぞれ暇そうに椅子に座ってダラダラしているようにしか見えない。京都きょうとに住んでる供御飯さんはともかく関東所属の月夜見坂さんが時間潰つぶしに関西将棋会館に来てたら事件だ。友達いないの？

「こんちゃっす。研究会ですか？」

　気を利かせてそう挨拶あいさつすると、

「こなたはバイトどすー」

「オレは取材。ここで待ち合わせなんだ」

「取材？　関東所属の月夜見坂さんの取材をわざわざ関西でやるんですか？」

「普及の仕事で関西に行くって『週刊将棋』の記者に言ったら、そのルートで取材の依頼が入ってよ。いやー、有名人はつれーわー。美人でタイトル持ってると色いろんなとこから取材来てつれーわー」

「どんな媒体の取材なんですか？　エロ系？　それともギャンブル？」

「人生詰ますぞコラ？　……まぁ面倒だったから詳しいこたぁ聞いてねーんだけど、たぶん将棋系のメディアだよ」

「どうしてわかるんです？」

「記者の名前」

「ああ……なるほど」

　将棋ライターが名乗るペンネームには特徴がある。だからわかったんだろう。

「メールで依頼が来たんだけど、よく知らねー記者でさ。これ何て読むんだ？　こく？」

　月夜見坂さんはスマホに表示されたメールをこっちに見せてくる。

　差出人の名前は『鵠』と書いてあった。

「『金柑きんかん』といい『烏からす』といい、どうしてこう、将棋ライターってのはヘンテコなペンネームを名乗るのかね？」

「昔は『陣太鼓じんだいこ』とか『竜りゅう騎兵きへい』とか大仰なのが多かったそうやけど、最近は『純じゅん』とか『昇のぼる』とか一文字のが多いようどすな」

「そもそもペンネームなんていらなくね？　本名だけでいいだろ」

「その方が都合がよかったんじゃないですか？　特にほら、棋士が観戦記者をやる場合、やっぱり何を書いても差し障りが出ますし……」

　俺おれは自分のことが書かれた記事を思い出しながら言った。これ書いたやつ夜道で会ったらブン殴ってやると思ったことは一度や二度じゃない。負ける俺が悪いんだけどね！

「まー確かに観戦記って、自分のことがいい風ふうに書かれてても『そうじゃねーよ！』って思うことの方が多いしなー」

「そんでも取材対象に阿おもねってばっかりでもつまらん記事にしかならへんどすやろ？　厳しいことを書かれて次の取材を拒否しとるようやったら、結果的に棋士のメディア露出も減って将棋界の衰退に繫つながって、自分の首を絞めることになるんやで？」

「そりゃーそうだな。うん。そりゃそうだ」

「お燎りょうはインタビューされても、何でも包み隠さず話してくれるのでおざりましょ？」

「うーん……そうは言ってもやっぱ喋しゃべれることと喋れねーことはあるぜ？」

「はい。じゃあインタビュー。お燎にとって横よこ歩ふ取どりとは？」

「横歩か。そうだな……」

　月夜見坂さんは真面目な顔になってしばらく考えてから、


「…………尾崎豊オザキ、かな」



　得意戦法について聞かれ、なぜか女流玉将は歌手の名を告げた。

「カラオケで絶対に外さない歌ってあるだろ？　部屋ボックスに入ったら最初に歌うエース。これさえ入れておけば絶対に盛り上がるし、何より歌うことで自分のテンションを常に一瞬でマックスまで持って行ける。それがオレにとってのオザキであり……横歩なんだよ」

「そ、そうなんや……へー……」

　さすがの供御飯さんも予想外の答えだったようで、端正な顔が引きつっている。俺は横からアシストした。

「ま、まあ……対局前に音楽を聴いてテンションを上げる人は結構いますからね」

「っていうか実際に歌ってから行く場合もあるよね」

「え!?　月夜見坂さん対局前にカラオケ行ってんすか!?」

「これ内緒だぞ？　ここだけの話だからな？」

　月夜見坂さんはニヤニヤしながら唇の前に人差し指を立てる。

「興奮しすぎて眠れなくなって前日の夜からオールで歌ったり、歌いすぎて遅刻したりとかな！　さすがにホントのことは言えねーから普通に寝坊したってことになってるけど（笑）」

　つ、月夜見坂さんが遅刻多い理由って……それ？

「もちろん対局中も頭の中で常にオザキ流れてるよね。特に駒がぶつかり始めると『Driving All Night』とか流れて知らず知らずのうちにリズム取っちゃうよね。縦揺れでね」

「じゃあ終盤に入って、奪った香車が走り出すと『十五の夜』が流れて──」

「勝ちが見えてくると『僕が僕であるために』が流れ始めるわけよ」

「酔ってますねぇ」

「泣きそうだよ。極まって（笑）」

「それで頓とん死しなんかしたらロックどすなぁ」

　供御飯さんが冗談のつもりでそう水を向けると、月夜見坂さんはケラケラ笑いながら、

「あるある（笑）。悔しくて連盟の窓ガラスを割ったこともある（爆笑）」

　またしても衝撃の告白。以前、東京とうきょうの将棋会館で何者かに窓ガラスが割られる事件があったけど……まさか目の前に犯人がいたとは……。

「にしても記者のヤツ遅おせぇなー？　予定の時間から一時間も過ぎてんじゃねえか。もう取材なんかどうでもいいから福島ふくしま駅のガード下にメシ食い行こうぜ？」

「せやね。オモロい話も聞けたし、このくらいにしとこか」

「供御飯さん、いい記事書けそうですか？」

「まあこんだけおもろいネタがあったらなぁ」

「ん？　おまえら、なに言って……おいちょっと待てや万智まちコラ。おめー机の下からナニ取り出してんだそれボイスレコーダーじゃねえのかおい──」

「月夜見坂先生、取材に応じていただいてどうもおおきに♡」

「おまえか!?　おまえが記者なのか万智!?」

「せやで。言うたやん最初に」

「言ってねーよ！　おまえ今日はバイトだって──」

「せやからバイトどす。週刊将棋編集部の」

「関西は将棋ライターが少ないから供御飯さんがバイトでたまに記事を書いてるんですよ。新聞の観戦記とかも。この前もネット中継スタッフとしてハワイまで同行してくれたし、竜王戦の超カッコイイ記事を『将棋世界』に書いてくれたのも供御飯さんなんですよ？　ほらあの『伝説を終わらせる者』ってやつ」

「あの記事なー。あれ、掲載時にいろいろ削ってもうたんでその点だけは残念どしたけど……銀ぎん子こちゃんのコメントとか……まあでも竜王サンに褒めていただけて嬉しおす」

「姉あね弟子でしのコメント？　記事に書いてあった以外に何か言ってたんですか？」

「それは御本人に聞いておくれやす♡」

　関西じゃあ供御飯さんが記者やってることは周知の事実だけど、関東所属の月夜見坂さんは知らなかったらしい。

　っていうか供御飯さんわざと言ってなかったよねこれ。

「ずりーぞ万智！　クズと一緒んなってオレを担ぎやがったな!?」

「あんなぁお燎。こなた、最初から名乗ってたんやで？　メールに名前書いたったやろ？」

「はぁ!?　噓うそつけ！　この変な……こく？　とり？　みたいなペンネームだけで──」

　月夜見坂さんがスマホを突きつけて『鵠』の文字を見せる。

　供御飯さんは伏ふし見み稲荷いなりの狐きつねみたいにニュ～ッと口の端を持ち上げると、その文字に細い指を這わせながらこう言った。

「これな、『くぐい』って読むんどす」

　半月後に発売された週刊将棋には女流玉将のインタビュー記事『月夜見坂燎　～十九歳の地図～』（構成・鵠）が掲載され、二週間くらい業界の話題を独占した。月夜見坂さんは理事会からこっぴどく叱しかられたけどカラオケのお誘いがいっぱい来たので割と機嫌はいい。







著者

白鳥士郎（しらとり しろう）

　もくじをご覧いただくとおわかりいただけると思うのですが、この作品は各章ごとのタイトルが割といっぱいついています。平均して30以上はあるので、考えるのがキツくなってきました。ですから今回は、あるものから拝借しています。

　スピニングドラゴンとかクライミングドラゴンとか、私はかっこいいと思いますよ。




イラスト

しらび

　ハワイいいですね……僕も桂香さんとハワイに行きたいです。








ファンレター、作品の感想をお待ちしています
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